


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: レジンキャストミルク5]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──あなたとわたし、ふたりでひとつ。




　わたしが笑えばあなたが笑って。

　あなたが泣けば私も泣いた。

　すべて共有できるのがとても嬉うれしくて。

　だから、それでいいと、そう思っていた。

　だから、それがいいと、そう思っていた。




　──だけど、すべてを共有するには、わたしたちは足りなさ過ぎた。




　わたしは元々、何も持ってなどいなくて。

　あなたは元々、沢たく山さんのものを持っていた。

　つまりわたしの成長は、あなたの欠落。

　わたしの心が育つにつれて。

　わたしはあなたの、心を奪った。




　──それはたぶん、とても醜みにくい恋の歌。
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　敷しき戸ど良りよう司じが僕のところへ来た。

　あの学校で起きたどうしようもない混乱が終わった日の夜、九月十三日だ。

　夕食を済ませた午後八時。

　携帯電話のメールで呼び出しを喰くらい、僕は近所の公園へと赴おもむいた。偶然か必然か、そこは以前、事件が終わった後に柿かき原はる里り緒おと話をした場所だった。

　けれど少なくとも、様よう子すはもう、五月のあの日から随ずい分ぶんと様変わりしている。

「なぁ、晶あきら」

　どこにも寄り掛からずに地面へ立った良司が、鉄棒の柱に背を預けた僕の名を呼ぶ。

　なんだよ。

　街灯に蛾がが群れていることだけは以前と変わらないななどと思いながら、僕は応こたえた。

「俺おれ、やっぱさ……森もり町まちのこと好きだ」

　そんな僕を感情の読めない表情で眺めつつ、良司は頬ほおを掻かく。

「俺もさ、諦あきらめようかと思ったこともあったよ。だって森町がお前のこと好きなのはどうしようもねえ。それに鴛おし野のが俺のこと好きだって言ってくれたし……言われたからほいほい、って訳わけじゃねえけど、自分のこと好きだって言ってくれるの見ると、やっぱ嬉うれしかったしな」

　嬉しい──か。

　その感情は、好意を寄せてくれる相手が存在する、それ自体に対してなのか。

　それとも、自分自身が世界と繋つながっていると自覚できるからなのか。

　わからなかった。それが恋愛だろうと親愛だろうと、たぶん僕にはわからない。

　他人に好かれて悪い気はしないし、他人に嫌われると気分は悪い。それは理解できる。

　けれど──そこにある喜びと悲しみなんて、僕にはもう関係のない話なんだ。

「でもな、それも……過去の話だ」

　良司は少しだけ俯うつむいた。

「……鴛野、いなくなっちまったし、な」

　鴛野在あり亜あ。

　良司のことが好きな、森町芹せり菜なの親友。

　そう。彼女は今や、どこにもいない。

「それに、俺、わかったんだ」

　けれど続く言葉は、僕が感傷に浸る隙すきを与えてくれなかった。

　或あるいは、良司自身が感傷を避けているからだろうか？　とにかく──良司はそうやって話題を切り替えると、これが本題だ、と言いたそうな視し線せんを僕へ向ける。

　失望した声で、吐き捨てた。

「お前が、どうしようもない奴やつだってことを」

　言葉に、僕の心しん臓ぞうが跳ねる。

「はっきり言う。俺おれはな、晶あきら。お前に……お前みたいな奴やつには、森もり町まちを任せられねえよ」

　それは良りよう司じの本心だった。

「お前はさ、晶。友達のことなんて本当は何とも思っちゃいねえんだ。いや、友達、ってより他人のことを、かもな。俺を含めたクラスの奴らだって、友達だとすら思ってねえだろ？」

　違う、そんなことはない。そう言おうとした。だけど。

「よくよく考えると、以前からその節はあったんだけどな。お前は俺らに対して、自分から境きよう界かい線せんを引いてる、そんな感じだった。一定以上歩み寄らないっつーか、ここまで、ってラインを自分で決めてるような……そんな感じだ。俺たちだけじゃねえよ、森町に対してすらそうだった。幼おさな馴な染じみで、昔からの付き合いのあいつにさえ……お前は」

　良司の言っていることは間違いなく事実で、だから僕は反はん論ろんできない。

「本心を見せて欲しかったとか、もっと打ち明けてくれればとか、そんなクサいこと言ってるんじゃねえぞ、俺は。……それ以前の問題だよ。お前は俺らのことを、他人のことを、本当に『他人』としか考えてなかったってことだ。誰にでも平等に自分の決めた距離でしか接しない……要するに空そら々ぞらしいんだよ。誰だれだろうと自分の領域に入って来させないんだ」

　確たしかに僕は、誰に対してもある程度の距きよ離りをとってきた。

　けれどそれは、ただ、非日常の領域に友人を巻き込みたくなかったからだ。良司やりなちゃんに、こっち側に来て欲しくなかったからだ。

　いや──違う。

　そういうことじゃないのかもしれない。

　こいつが言いたいのは、そういうことじゃない。

「結局お前は、自分のことしか考えてねえんだよ」

　良司は、僕の友人は、言う。

　そうだ。

　日常がどうとか、非日常がどうとか、結局はそんなことではないのだろう。

　僕は自分のことしか考えていない。

　だから、あの選択をした。

　何よりの証拠だ。

　──自ら選んだことじゃないか。

　そう考えて俯うつむいた僕に小さく溜ため息いきを吐ついて、良司は結論を口にした。

「……だから俺は、森町を渡さねえよ。これ以上森町が酷ひどい目に遭あわないように、な」

　森町芹せり菜な。りなちゃん。

　僕の幼馴染みで──僕の世界を形成する、殆ほとんど唯一の他者。

　硝しよう子こや、父さんや、母さんのような『身内』ではなく。

　里り緒おや、殊こと子こや、舞まい鶴づるたちのような『同類』でもない。

　僕にとっての日常を象しよう徴ちようする、他者。

　それを奪う、と？

　これ以上僕に関かかわっていたら、彼女が不幸になる。だから、奪う？

　──そうか。

　それもいいのかもしれない。僕は思った。

　良りよう司じなら、りなちゃんを幸せにしてやれる。こいつはいい奴やつだ。

　さっき、こいつ自身が言ったように──りなちゃんも、自分に好意を寄せてくれる相手に報むくわれた方が嬉うれしいだろう。その喜びは僕が決してあげられないもので、だからもしりなちゃんがそれでいいと思うなら、僕には異存なんてない。

　良司が、りなちゃんの感情を自分に向けることができるのであれば、それで。

　僕は顔を上げた。

　目の前にいる、背の高い、精せい悍かんな顔立ちに視し線せんを向ける。

「良司」

「……なんだ？」

　確かく信しんに満ちた顔をした相手に向けて、僕ははっきりと言う。

「言いたいことはそれだけか？」
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　夏休みが終わり、二学期になった。

　新学期を迎えても教室の雰囲気は以前と変わった様よう子すもない。

　強いて言うなら多少日に焼けた奴やつらが目立っている程度。長期の休みが明けたばかりで未いまだ浮かれた気分の連中は多く、そういう意味では普ふ段だんと違うのかもしれないけれど、それも日常の一いつ環かんで、僕が気にするようなことでもない。夏休みには──僕もまぁ、海に行ったりとかして多少は浮かれていた訳わけだし。

　ともあれ、放ほう課か後ごの教室は、これ以上ないほどだらけた喧けん噪そうに満ちている。クラスメイトたちがそれぞれ適当に仲のいいグループで集まり、歓かん談だん中ちゆう。僕らも例外ではない。

「ね、城き島じまくんはどう思う？」

　と、僕の斜め前の席に腰掛けた鴛おし野の在あり亜あが、話題を僕に振ってきた。

「そうだな」僕はだから苦笑し、それに応こたえる。

「良りよう司じの音楽の趣しゆ味み、確たしかに褒ほめられたもんじゃないな」

「やっぱそうなのかな？　……私、正直よくわかんなかったし」

「え、前に敷しき戸どくんが貸してくれたＣＤけっこうよかったけど」

　僕と鴛野に反はん論ろんするのは森もり町まち芹せり菜なと、

「プログレのどこが悪い」憮ぶ然ぜんとして呟つぶやく、話題の張本人のふたりだ。

「というか、森町が貸してもらったＣＤって何だ？」

「ええと、タイトル忘れちゃった。なんとかの宮殿。着メロにもしてるよ」

　気に入っているという芹菜の言葉に、良司がちょっと嬉うれしそうな顔になる。それに対して鴛野が少し眉まゆをひそめつつ、口を尖とがらせた。

「『クリムゾンキングの宮殿』でしょ？　気に入ってるのにタイトル忘れちゃったの、芹菜」

「あ、確かそんな名前だった」

　あっけらかんとした調ちよう子しの芹菜。鴛野の僅わずかな嫉しつ妬と心しんには気付いていない。

　僕は心中で焦あせるけれど、それでも場の空気が変わったりはしなかった。

「まぁ、良司にしては気を遣つかった選択ってとこねえ」

　眼鏡めがねの位置を直しながらにやりとしたのは、良司と同じ軽音楽部所属、緒お方がた美み弦つるだ。

「じゃ、お前なら何を貸すってんだ？」

「入にゆう門もん編へんとしてならメタリカね」

　さすがデスメタル愛好者の通称デス委員長。……いや、単にお下げで眼鏡という風ふう貌ぼうが委員長っぽいというだけで別に委員長でもなんでもないのだが。その正体は、デスメタルを大音量で聴ききながら自転車に乗っていたら車に気付かずに撥はねられたという経歴の持ち主だ。

「せめてもうちょっと聴きやすいのにしとけよ」僕はぽつりと言った。

「何言ってんの城島、充分聴きやすいじゃないのよ」

「どこに基準があるんだよそれ……」

　それにしても、今どきの高校生が和わ気き藹あい々あいと話す内容じゃないなとちょっとだけ思う。

　でも仕方ない。

　夏休みからこっち──このグループの中心は、敷しき戸ど良りよう司じと鴛おし野の在あり亜あになっていたのだから。

「ま、いいんじゃない？　在亜が文句言えるくらいになったんなら上出来」

　そのことを意い識しきしたのか、芹せり菜なが娘の成長を喜ぶ母親のような態度で胸を張った。

「やだ、ちょっと……」鴛野の頬ほおが赤く染まる。良司は無言で固まっている。

「初うい々ういしいねえ」心底楽しそうな表情で茶々を入れる緒お方がた。

　僕は取とり敢あえず軽く肩を竦すくめつつも、どうなることやら、と思う。

　僕らのグループの空気が変わったのは、夏休みのことだった。

　時期的には八月の初め。姫ひめ島しま姫ひめの一件が片付いた後。

　良司、鴛野、芹菜、それから僕。所用で行けなかった緒方を除いたメンバーで海へ行った日の翌日──なんか他ほかにも硝しよう子こ周りのいろいろな面子メンツがいたがまぁそれは置いておいて──良司が鴛野の告白にＯＫして、付き合うことになってからだ。

　もちろん僕は驚おどろいた。だって、良司はそもそも芹菜のことが好きだったのだから。

　何な故ぜこいつが鴛野の申し出を受けたのかはわからない。

　だけど、良司の気持ちを知らない芹菜は親友の恋が実ったことを大いに喜び、良司も芹菜に対して何かを言うでもなく、グループの仲は表向き破は綻たんすることもなく今に至る。

　良司に、どうしてなのかを詳しく尋きこうと思ったこともあったけれど、結局僕は何も言えなかった。そこまで干かん渉しようする必要があるのかという思いもあったし、何より、良司が芹菜と恋仲に発展することなどないというのは僕が一番よく知っている。

　芹菜は良司の想おもいを知らないし、それに、彼女の好きな人は──。

「さて……そろそろあたし、部活行かなきゃ」

　良司と鴛野をからかうのに飽あきたのか、芹菜が席から立ち上がり、鞄かばんを手に取った。

「よし、じゃ、私らも行くかね」

　やけにおばさんっぽい口く調ちようで緒方が伸びをして、良司の肩を叩たたく。そうだな、と良司が応こたえた。軽音楽部同士のふたりの遣やり取とりに、鴛野が少しだけ嫉しつ妬との混じった視し線せんを向ける。

　それには誰だれも気付かない。

　だから僕は彼女へ問うた。

「鴛野はどうするんだ？」

「あ、うん。……敷戸くん、私、今日きようは用事あるから先に帰るね」

「お、そうか？」

　いつもは良司の部活が終わるのを待っているのだ。

「明日あした、お弁当は？」

「おう、作ってくれるんなら喰くうぞ」

　まあ、毎日弁当まで作っているあたり、相当だなと思うけど。

「うわもう見てらんないねえこりゃ」

「もう……美み弦つる、在あり亜あをあんまからかっちゃダメだよ」

　芹せり菜なが僕らに手を振り、教室を出る。緒お方がたと良りよう司じも同じようにふたりで去っていった。

　教室に残されたのは、僕と鴛おし野ののふたり。

「城き島じまくん、どうするの？」

「そうだな……里り緒おのところに寄って、それから帰るけど」

「そう言えば、昼休みには行ってなかったよね、屋上」

「一日一回は会っとかないと機き嫌げん悪いからな、里緒」

「ふふ、そうなんだ。甘えん坊なんだねあの人」

「よせよ」

　必然的に交わされる会話は、他愛たわい無なかった。友人同士の範はん疇ちゆうを出ない、ごくごく普通のもの。鴛野は、じゃあ私はこれで、と僕に手を振ると、席を立ち踵きびすを返す。僕もまた手を振り返し彼女を見送ってから、机の中の荷物を鞄かばんに入れようと俯うつむき──思う。

　二カ月前に殺し合ったとは思えない会話だ、と。

　そう。二カ月前──鴛野在亜は『虚軸キヤスト』を抱え込み、芹菜を攫さらって、僕を殺そうとした。

　今はもう、その時のことを彼女は覚えていない。だから問題は、僕が彼女に対してどれだけ自然に嘘を吐けるか、それだけだ。

　殊こと子こによって能力を封じられているとは言え、鴛野の身の裡うちには『有限円環アカイイト』という虚軸キヤストが寄生している。そしてそれは他ほかならない、僕の敵であるあいつによって植え付けられたものだ。いずれあいつ──『無限回廊エターナル・アイドル』が、彼女の虚軸キヤストを回収に来るとも限らない今の状況は、僕にとっては、表向き友人関係にある鴛野を餌えさにしているのにも等しい。

「……誰だれが最悪かって、僕が最悪だな」小さく呟つぶやきながら、鞄の中にノート類を詰め込む。

　自じ嘲ちようしつつも、今の状態を打破する手段は見当たらない。

　虚軸キヤスト──非日常に足を踏み入れていることを自覚していない鴛野。

　芹菜のことが好きなのに、それを吹っ切ろうとして彼女と付き合っている良司。

　そして、僕のことが好きな芹菜と、それに応こたえることのできない僕──。

　現状は、それでもどうにか破は綻たんせずにいる。

　だけどそれは、とても危ういバランスで揺れている振り子みたいなものだ。いつどんな切っ掛けで壊こわれてしまうとも知れない、虚うつろなものだ。いずれ何か手を打たなければならなくなるだろうというのはわかっているけれど、やはり今は考えても仕方ないとも思う。

　どのみち僕は、この生活を守るしかない。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの端で逆さか立だちをしているような歪いびつなものだけど、これこそが僕の送るべき、僕がしがみつくべき『日常』そのものなのだから。

　荷物をまとめ終わった僕は席を立った。

　教室に残っているのは数人。その中には、三カ月前に『虚軸キヤスト』と関かかわった大おお田た敦あつしもいる。

　巻き込まれた人間たちは、時を追うごとに増えていくのかもしれない。

「お、城き島じま、帰り？　なんかひとり残されてるね」

「まったくだよ。……ま、いいけど」

　軽口で僕に手を振る大田に肩を竦すくめながら、僕は教室を出た。

　目指すのは屋上。非日常の存在である、柿かき原はる里り緒おがいるところ。

　あっちの方が余計なことを考えずに済むのかもしれないと、何となく思った。




　……とは言え。

　いざ屋上まで来てみると、そんな安あん堵どはやっぱり間違いだ、と断言できる訳わけで。

「あ、晶あきらだ！」

「おや、遅いよ晶クン」

「……なんであんたまでいるんだ、殊こと子こ先せん輩ぱい」
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　人ひと気けのないその場所に、里緒だけならまだしも速はや見み殊子までいるとなると、これはもう反射的にというか本能的に、げんなりした気分になってしまう。

「ん？　ちょっと里緒ちんの顔が見たくなったから来てみたんだ」

　里緒の頭に手を乗せ、殊子が軽けい薄はくに笑う。

「さっきまでねー、お喋しやべりしてたんだよ、里緒と殊子」

「そうか。まあいいさ」

　僕は諦あきらめつつ、ふたりのところまで歩いて屋上の金かな網あみに背を預ける。

「今日きようの首尾は？」

「つい今通った鴛おし野の在あり亜あだけ、かな？」

　僕の質問に答えたのは殊子だった。里緒に付き合ってくれていたのだろうか。

「うん、そうだね。……今日も成果なしだよ」

「成果があったら困るけどな」苦笑しつつ、振り返って、下の様よう子すを見た。

　下校途中の生徒たちが、まるで蟻ありの群れのように校門へ向かって歩いていく。

　朝と夕方、一日二回繰くり返す、生徒の『監かん視し』。

　虚軸キヤストをひと目で見分けることができる里緒に手伝ってもらいながら、僕の日常に非日常が侵しん蝕しよくしていないかを確たしかめる、いつもの行為。今日はどういう訳か殊子がいるけれど、それでもこれを始めてから三カ月近く、もうすっかり習しゆう慣かんになっていた。

「この前からずっと音おと沙さ汰たなしだね」

「そうだな……いつ来るかわからないってのも気が重い」

　夏休み前の、直なお川かわ君きみ子この事件からこっち、無限回廊エターナル・アイドルは姿を見せない。

　あいつが何かを企たくらんでいることは間違いないし、次に来る時は遠えん慮りよなどしないだろうというのもわかっている。だからこっちも気だけは抜かないようにしているのだが──やはり後ご手てに回らざるを得ない状況は落ち着かなかった。

「せめて、あいつが学校に入ってきたらすぐにわかるようにはしたいんだけどな」

　もしくは、あいつの手先が。

「だからこうして屋上で監かん視ししてるんだろ？　でも、今日きようは遅かったじゃないか」

　呟つぶやいた僕に、殊こと子こが軽けい薄はくな笑えみで言った。

「仕方ないじゃないか。僕だってクラスで不自然な態度を取る訳わけにもいかない」

「クラスメイトとの楽しいお喋しやべりにも手が抜けないって？」

「やけに突っかかる言い方だな、先せん輩ぱい」

「いや、それって楽しいって言えるのかな、と思ってさ」

　意地悪く絡からんでくる殊子は、この上なく楽しそうだ。

「僕が楽しいかどうかなんて関係ないだろう」

「ま、そうなんだけど、さ」

「……そもそもお前、どうして今日はここにいるんだ？」

「なに？　私が里り緒おちんに会いに来ちゃいけない？」

「誤ご魔ま化かすなよ」殊子がわざわざ屋上に来るのは珍しい。

「はは」問い詰めると、僕から視し線せんを外はずし、校庭を眺めた。

「ま、私もひとり扶ふ養よう家族ができたしね。無関係を気取ってても仕方ないかな、って」

「……扶養家族、か」

　それは、前回の事件を切っ掛けに、殊こと子この家へ引き取られた直なお川かわ君きみ子このことだった。

　硝しよう子この友人である彼女は、僕らと無限回廊エターナル・アイドルとの戦いに巻き込まれて家族を失った。そういう意味では僕だって気になっているし、これ以上被害が及ぶのは許容できない。

　彼女を引き取ると言い出した殊子もまた、言い出した責任は負うつもりらしい。

「きみちゃんね、いい娘だよ。まだやっぱり家じゃ遠えん慮りよが残ってるけど」

「……そうか」

　もちろん、殊子のそんな行動は、義妹である舞まい鶴づる蜜みつとも無関係ではないのだろう。舞鶴と直川君子は中学時代の友人だ。色いろ々いろとあったらしく今は他人になってしまっているけれど、舞鶴は今でも直川のことを気にしている。義姉の殊子も、その思いを手伝いたいのかもしれない。

「ああいう娘、幸せになんなきゃいけないんだなって思うよ、実際」

　遠くに視し線せんを遣やりながら、殊子は呟つぶやく。

　こいつもこいつでいろいろと考えてくれているようで、僕は少し心強さを覚えた。が、

「それに可愛かわいいんだにゃーこれがまた。お風ふ呂ろ上がりとかもうたまんないし」

「……せっかく安心したのに不安になるようなことを言うな」

「もう、殊子。硝子の友達にちゅーとかしちゃダメだからね」

「おや、だったら里り緒おが代わりにちゅーしてくれるのかな？」

「里緒は別にいつでもいいけど、今するの？」

「いや、やめろよ里緒、殊子が調ちよう子しに乗る」

「……だってさ、殊子。ごめんね」

「ちっ……晶あきらクンのいけずめ」

「僕かよ」

　くだらない会話をしながら、それでも三人とも校庭への注意は逸そらさない。里緒や殊子の持つ、独特の──世界から半歩ずれてしまったような気け配はいが、一種の緊きん張ちよう感かんを僕にもたらしている。それは、芹せり菜なや良りよう司じといる時の緊張とは別種のものだ。

　ある意味でそれは、心地ここちいい。

　少し前までの僕なら即座に否定していただろう。けれど、今の僕はそう思えない。

　慣なれたのか、或あるいは麻ま痺ひしたのか。

　それとも僕もこいつらと同じように、非日常側に近しくなってしまいつつあるのか。

　ひょっとしたら、硝子との関係が以前とは少し違ってきたせいもあるのかもしれない。

「……時々、わからなくなるな」僕は思わず、呟いた。

　里緒と殊子が、何が？　という顔をする。

「日常と非日常との違い、だよ」

　本心を言うのは躊躇ためらわれたし、上う手まく説明もできそうになかったから、曖あい昧まいな言葉で濁にごす。

　たとえば、僕の日常。学校生活と、クラスメイトたち。

　この二カ月を取ってみても、その情景は大きく変化した。

　芹せり菜なが僕に告白したり、良りよう司じと鴛おし野のが付き合い始めたり。それらを些さ細さいな出来事だと断じることはできない。少なくとも僕はそれらの変化で、日常というのは決して普遍のものではあり得ないのだと、そう思い知らされることになったのだから。

　だけど、殊こと子こや僕──非日常もまた、普遍ではいられない。

　殊子は、直なお川かわ君きみ子このことを気にかけ始めた。付き合っている姫ひめ島しま姫ひめのことも同じだろう。

　そして僕もまた、前回の事件からこっち、自分の思考が変化しているのを自覚している。

　僕に最も近しく、そして僕が最も大事にしている存在──硝しよう子こ。

　一度、彼女を失いかけて気付いたこと。

　それが僕の心を、非日常側へと一歩引き寄せてしまった。

「どっちも少しずつ変わりつつある。だったらその違いはどこにあるんだろうな」

　半なかばひとりごちたその言葉に、里り緒おがきょとんとしていた。

「……そうだな」理解したのか、していないのか。

　金かな網あみに背を預けた殊子が、微かすかに笑えんで言った。

「確たしかに一理ある。でも、晶あきらクンらしくない」

「……らしくない、だって？」

「ま、仕方ないかもしれないな。実際、晶クンはまだ成長途中の健康優ゆう良りよう児じだし」

「くだらない言葉で謎なぞ掛かけをするなよ」

「あらら、そっちが先に謎掛けじみたこと言ったくせに……勝手だな」

　軽口を叩たたく殊子。僕はその顔を改めて見る。

　僕の──唇にあった微笑が、消えた。

「殊……子？」

　彼女の表情に、さっきまでの軽けい薄はくさが消えてしまっている。

「晶クンさ。きみ、わかってないんだよ」

「わかって……ない？」

「わかってない、ってよりは気付いてない、って言った方がいいのかな」

「どういう……ことだ」

　思わず疑問を投げ掛けた僕に、殊子は一いつ瞬しゆんだけ悲しげな顔になる。

「晶クンは変わりつつある、って言ったけどさ。実際、違うんだよ。少なくとも私たちに関しては。私たちが変わってくように見えたのなら、それは間違いだ」

「……どうしてだ？」

　疑問に答えると言うよりも、むしろ切り捨てるような鋭するどさで──、

　殊こと子こは、言った。

「私たちはね……変わりつつあるんじゃない。終わりつつあるんだよ」

　──終わりつつある。

　その言葉に。

　一いつ瞬しゆんだけ、思考が止まった。

「ただの言葉遊びかもしれないけどね」

　けれどそんな僕を置き去りに、殊子はすぐに、さっきまでのとぼけた顔になる。気を抜いた、何も考えていないような、何を考えているのかわからない顔に。

　でも、だからこそ、僕は殊子にそれ以上何も尋きけない。

　目を逸そらし、彼女の言葉の意味について考える。

　変化と終しゆう焉えん。

　その差はつまり──未来に待ち受けているものがあるかどうか、なのだろうか。

　何者かになるための変化と。

　壊こわれてしまうための終焉と。

　僕も──僕と硝しよう子こも、そうだというのか。

　この先、硝子が成長して、感情を完全に芽め生ばえさせたとしても、それは終わり逝ゆくための過程でしかないと。そう言いたいのだろうか。

　ふと、僕の隣となりで校庭を見下ろす、里り緒おを見た。

　里緒だけは、ずっと変わっていない。変わらない。

　それは、日常のすべてを切り捨てているから。

　そこに何の執着も抱いていないが故ゆえに、影えい響きようされるということが皆無だから。

　それは、里緒が完全に、これ以上終わりようがないほど、終わってしまっているから──？

　殊子の言ったことが正しいのかどうかはよくわからない。

　ただ、そんな訳わけはない、と。

　終わっているはずがない、と。

　理屈ではなく感情で、そんなことを思う。

「……ただの、言葉遊びだ」密ひそやかな反はん論ろんを込め、僕は吐き捨てた。

「そうかもね」殊子は空を見ている。

　僕の言葉を肯定も否定もせず、まるで、どうでもいいとでも言いたげに。




　　　　‡




　九月になっても真夏の蒸し暑さはまったく衰える気け配はいを見せません。

　暦こよみの上では残暑でも、気温や湿度は八月からは変化なし。ただ、教室のクーラーは九月半なかばまで作動しているので──そういう意味では、一学期よりは過ごし易やすいのも確たしかです。

　いえ、放ほう課か後ごになり、クーラーが止まってしまった今はそうでもないのですが。

　それでも私たちは、今日きようも今日とて特に理由もなく、放課後のお喋しやべりに終始しています。

「八や重えちゃんも大変だねー。こんな暑いのに練習なんて」

　授業が終わり、陸上部の部活動へ赴おもむいた皆みな春はる八重さんを見送った後、きみちゃんがぱたぱたと下した敷じきで顔を扇あおぎつつ、間延びした声を出します。

「脱水症状にさえ気を付けていれば大丈夫だとは思いますが……」返事をする私もまた、下敷きで自分を扇ぎ中。気温三十一度、さすがに活動にも支障があります。

「ま、運動音痴の硝しよう子こと君きみ子こが言うこっちゃないけどねぇー」

　そんな私たちを横目に、ポケットサイズの電動式扇せん風ぷう機きを片手に笑うのは──ひめひめ。

「もう、ひめひめだってそんなに得意じゃないくせにー」

「ふふふ……あんたたちよりはマシよ」

　意地悪そうに笑うひめひめに、きみちゃんが、うー、と、剥むくれます。

　ひめひめが、転校生として再び私たちの日常に戻ってきてから一カ月半。

　夏休みを挟んではいましたが、夏休み中に頻ひん繁ぱんに遊んでいたこともあり、会話にはもうよそよそしさがありません。きみちゃんも、この場にはいない八重さんも、ひめひめのことをすっかりグループの一員として受け入れていました。

「確たしかに体育の成せい績せきならひめひめの言う通りですが……それはそれ、これはこれです。いいからその扇風機を寄よ越こしなさい」

「いやそれ話繋つながってないし！」

「繋がってなくてもいいよー。硝子ちゃんの言う通りだよ。それで私たちも涼ませてよー」

　ひめひめは私たちにあかんべえをひとつ。扇風機を私たちからわざわざ遠ざけます。

「なんですかひめひめ、その態度は」

「そうだよー」

「へへーんだ。これは私の。渡すもんですか」

「……宣戦布告と判断します。きみちゃん、第十七号作戦です」

「了解ー」私ときみちゃんはアイコンタクト。

「え……？」

　座った椅い子すから身を乗り出し、ひめひめを挟み込んでそれぞれ腕を抱えました。

「な、何!?」

「くすぐり攻こう撃げきです。覚悟なさいひめひめ。お嫁よめにいけない身体からだにしてあげましょう」

「ちょ、待ってよ、ってか第十七号作戦って何よ!?」

「今考えました」

「意味わかんないわよ！　十六号までは!?」

「あるのー？　硝しよう子こちゃん」

「さあ」あろうがなかろうが攻こう撃げき開始です。

「『さあ』じゃねえー！　だいたい君きみ子こもわかってないで『了解』とか言って……ひゃん！」

　こちょこちょこちょこちょ。

「ちょ、やめ、きゃははははは！」

「さあどうですひめひめ」

「さっさと渡しなさーい」

　攻撃されている脇わきを締しめながら、それでもひめひめは扇せん風ぷう機きを手放しません。

「ひゃ、きゃははは！　やめ……えぐっ！」

「くすぐっている私が言うことではないですが、何ですか『えぐっ』て」

「だだだってそれやば、やば……あっ！」

「まったく。そんなあられもない声を出して」

「ほれほれー。愛うい奴やつ愛い奴ー」きみちゃんはどこでそんな言葉を覚えたのでしょうか。

　しかし色っぽい声をあげ始めたひめひめに、教室に残っていた男子生徒たちがにやにやした顔で注目しています。このままでは本当にひめひめがお嫁よめに行けなくなるかもしれません。

　これは迅速に止とどめを刺す必要があると判断します。

「いつまでも耐えられると思わないでくださいよ。ひめひめが譲ゆずらないのであれば、このままの勢いでどさくさに紛まぎれてブラは外はずすわぱんつは脱がすわでお嫁どころかお婿むこももらえないような身体からだにしてあげます」

「あ、ん！　よ、養子縁えん組ぐみっ……も!?　……わかった！　ギブ！　わかったから！」

「わかればいいのですわかれば」

　ついにひめひめが無条件降伏しました。よってくすぐり終了。

「では、その扇風機で私たちを各一分ずつ涼ませるがよいのです」

「もう、わかったわよ。まったく…………あ」

　落ち着いたひめひめは、しかし眉まゆ根ねを寄せてミニ扇風機を弄いじります。

「え？」

「どうしたのー？」まさか、これは──。

「……電池、切れた」

　扇風機はスイッチを押しても無反応。

「ええー!?」

「……そんな……」

　どうも私たちは余計な汗をかいてしまったようです。八や重えさんは陸上部で爽さわやかな汗を流しているというのに、何という体ていたらくでしょう。

「……ま、そういうことで。ふたりとも残念ね」

　落ち込んでいるのか楽しんでいるのか判然としない表情のひめひめは、私たちに向かって息を荒げながら宣言。仕し合あいに負けて勝負に勝ったとでも言いたげです。

「仕方ないですね。……喫きつ茶さ店てんに寄って冷たいものを摂取してから帰りましょうか」

「そうしよっか」

「賛さん成せいー」

　というかさっきまでと比べて明らかに体温が上がっています。どう考えても失策です。

　しかしまあ……こういった遊びを私自身が欲求として求めているのですから、それは決して無む駄だなことではありません。

　そしてその感覚は、つい一カ月前の自分にはなかったもので──。

「……こういうものなのでしょうね」

「ん？　どうしたのー？　硝しよう子こちゃん」

「いえ、何でもありませんよ」ひとりごちた言葉に反応したきみちゃんに笑え顔がおで応こたえながら、私は改めて、変化している自分自身を認にん識しきしました。

　以前までならば、こういったふざけ合いをする時にも、私の内部には『理由』しか存在しませんでした。それは『人間関係を円えん滑かつにするため』だとか、『相手をリラックスさせるため』だとか、そういった類たぐいの、感情ではない理屈です。

　けれど、今は──いえ、夏休みからこっち──自分の中で理由を求めることもなく、必要ないというのが自明な時ですら、自分から進んでしています。

　或あるいは今までも、その行為に無む理り矢や理り理由を付けていただけなのかもしれません。単に、現在の私に、理由が必要なくなったというだけだという可能性もあります。

　とにかく、どちらにせよ、それは私の、内的な変化。

「じゃ、どこに行くー？」

「『甘あま屋や』は如何いかがでしょう？　夏季限定プリンパフェがもうすぐ終わりますから」

「食いだめってことー？」

「いえ、味を分析して家で再現できるようにと」

「やっぱ再現するんだ……硝子ちゃん、将来はプリン屋さんだねー」

　口では理由を付けつつも、実際は甘屋のプリンパフェが食べたいから、なのでしょうか。

「何を言うのです。プリン屋さんを営いとなんでは自分で食べられないではないですか」

「うわー、非生産的な意見だ……」

　談だん笑しようしつつも、きみちゃんとひめひめはふたりとも帰り支じ度たくを済ませつつあります。故ゆえに私もノートを手早く鞄かばんに入れ、立ち上がりました。

「じゃ、行こっかー」きみちゃんは私たちを促うながし、教室を出ていきます。それに従い、私とひめひめもまた連れ立って後に続きます。

　──と。

　きみちゃんの背後、私に小さく目配せをしたひめひめが、

「ね、硝しよう子こ……楽しいね」

　本当に、心底で楽しそうに。

　一度失ってしまったものを再び手に入れた喜びで以もつて、そう言いました。

　楽しい──。

「そうですね、ひめひめ」

　まだ私にはよくわかりませんが、恐らくこれは『楽しい』という感情なのでしょう。

　少なくとも私はもう、それを否定しないようになっていました。

　私という機き械かいに起きた決定的な変化。

　ひめひめが戻ってきて『嬉うれしい』と感じた、七月のあの日から。




　で、学校から出て国道沿いに徒歩十分。

　目的地の『甘あま屋や』は、和洋折せつ衷ちゆうのオリジナル創作スウィーツを出す喫きつ茶さ店てんです。

　内装は大たい正しよう時代を模していて、ウェイトレスさんも和服にエプロン姿。店内はやや薄うす暗ぐらく独特の雰囲気で、近所にあることも手伝い挟はさ間ま学園の生徒たちには人気の店です。

　そして──今日きようもまた、相変わらず学校帰りの生徒がたむろしていました。

　お客の入りは満席近くというところでしょうか。混んではいますが、待たされることはなかったので、これは僥ぎよう倖こうと言っていいでしょう。

　私たちはウェイトレスさんに案内され、窓まど際ぎわ、奥の席へと行きました。屋外とは打って変わって冷房の効いた店内に、きみちゃんもひめひめも顔が緩ゆるんでいます。

　ともあれ早く、まずはお水を──三人が三人とも、そう思考していた時。

「あっれ、奇遇」唐とう突とつに、知った声が横から聞こえてきました。

「あ……」

　見れば通路を挟んで向かいの席に、うちの制服を着た男女ふたり連れが座っています。

「殊こと子こさん……と、先せん輩ぱい？」

　珍しい組み合わせもあったものです。

　殊子さんとマスターがふたりきりで、お茶を飲んでいました。

「あ、こんにちは」

「こんにちはー」

　知った仲であるひめひめときみちゃんが、ふたりに挨あい拶さつします。

　しかし──四月の時点では、私の友人たちと殊子さんや、それにマスターまでもが顔見知り同士になるとは想像すらしていませんでしたが──これはこれで異なものです。

「学校帰りに会うってのも珍しいかもね」

　殊子さんは気にしたふうもなく、きみちゃんへ向かって笑いかけます。

「あ……そうですね」きみちゃんは少しだけ緊きん張ちようした様よう子す。

　殊こと子こさんの家へ引き取られて二カ月足らず、さすがにまだ気安くはならないようです。

「そんなに遠えん慮りよする必要ないよ、君きみ子こ」

　と、ひめひめが呆あきれた笑えみを浮かべました。

「この人、どうせ家じゃぐーたらしてるんでしょ？」

「え、そんなことないよー。殊子先せん輩ぱい、ちゃんとしてるよー」

「こらこらきみちゃん、私のことは『殊子先輩』じゃなくて『お姉ちゃん』と呼びなさい」

「ちょっと殊子先輩、君子にそんな躾しつけしてるんですか!?」

「あ、ばれちった」

　ちなみに、殊子さんとひめひめの関係は、きみちゃんには『小学校時代近所に住んでいた』と説明しています。ついでにきみちゃんは殊子さんと遠い親しん戚せきということにもなっていて──まぁ実際嘘うそだらけなのですが、彼女が速はや見み家けに慣なれるためには必要な類たぐいの虚きよ偽ぎですので、仕方ないでしょう。それに、そういうふうに説明をしたことで、転校生であるひめひめが私たちのグループに入り易やすくもなりました。一石二鳥です。

「まったくもう、あなたって人は……」

　呆れ顔で殊子さんを睨にらむひめひめに、きみちゃんは少し緊張が和やわらいだようでした。

「まぁまぁ」そしていけしゃあしゃあと私たちが座った席へ乗り込んでくる殊子さん。

「でも、やっぱり『お姉ちゃん』は照れくさいですよー」

「ほほう、なら『お姉さま』でもいいよ？」

「……わあ、グレードアップだー……」

「お前がお姉ちゃんって柄がらかよ」ぼそりとマスターが呟つぶやきますが、誰だれも聴きいていません。ここはもはや女の園その、男に発言権などありませんよ。

「じゃあ帰る時は一いつ緒しよに帰ろうか、きみちゃん。夕ご飯の買い物もついでに行っとこう」

「そうですねー。何が食べたいですかー？」

「おや、殊子さん、きみちゃんに料理を作らせているのですか？」

「ほら、やっぱりぐーたらしてる……」

「え、だって私、箸はしより重いもの持ったことないしにゃー」

「はいはい。ま、殊子先輩が作ったらどんな料理になるのかわかりませんし」

「いいんだよー。私、お料理好きだしー。殊子先輩とおばさんも美お味いしいって言ってくれるし、沢たく山さん食べてくれるから作り甲が斐いがあるしねー」

　あっけらかんと笑うきみちゃん。

　だけど、その言葉にどれほどの思いが込められているのか、私たちは知っています。

　家族のために料理を作り続けても、決して顧かえりみられることのなかった彼女。

　自分の作った料理を美味しいと言ってもらえる、そんな当たり前のことを──せめて私たちが与えなければなりません。

「ま、実際、うちは義か母あさんが殆ほとんど料理作らないから店てん屋や物もの多かったしね。助かってるよ」

「そんなこと言って。女の子の手料理食べられてラッキーとか考えてるんじゃないですか？」

「それもある」

「……まったくもう」

　言いつつ、それぞれがそれぞれ、けらけらと笑いました。

　でもこっちが盛り上がっているのに比してマスターは置いてけぼりです。

　仕方ないですね。私が相手でもしてあげるとしましょうか。

　という訳わけで、立ち上がり、殊こと子こさんがさっきまで座っていた席へ移動。

「居い心地ごこち悪そうですね、先せん輩ぱい」

「……いや、そういう訳じゃないけどな」

　苦笑しつつも、マスターはどこか満足げでした。ひめひめときみちゃんがちゃんと笑えていることに、この人も喜んでくれているのです。

「しかしなんでまた、殊子さんとふたりきりで？　作戦会かい議ぎですか？」

「ん？　いや……別にそういう訳じゃない。確たしかに今後のことについて話すって意味じゃ作戦会議なのかもしれないけど、世間話の範はん疇ちゆうだよ」

「何の話を？」

「ま、くだらないことだよ」私の質問に曖あい昧まいな答えを返すマスター。怪しいですね。

「ひょっとして私に言えないことですか？　まさか先輩、殊子さんといつの間にか……」

「そんな訳あるか……勘弁してくれ」殊子さんといちゃいちゃしている自分を想像してしまったのか、マスターは心底げんなりしたという顔で溜ため息いきを吐つきつつ、

「基本的にはあのふたりの件だよ」

　横の席で殊子さんとお喋しやべりをしている私の友人たちを一いち瞥べつしました。

「あとは……まあそれも含めて、漠然とした今後のこと、か」

「確かに、こちらから何かをするにせよ今の状態では漠然とし過ぎていますね」

　七月の終わりに私たちと戦った『無限回廊エターナル・アイドル』。

　あれは、夏休みが終わった現在になっても襲おそってくる気け配はいがありません。固定剤リターダを自由に変えられる身であるが故ゆえに、こちらから捜索することも不可能です。

　或あるいは今、どこかのテーブルに着いている誰だれかが無限回廊エターナル・アイドルかもしれない──そう考えても決して杞き憂ゆうではありません。公衆の面前だろうと、手を出して来ない保証はないのです。

「なるようにしかならないさ」言葉は楽らつ観かん的てきでしたが、マスターの顔は真剣そのものでした。

「確かに、次は半端なものじゃ済まないだろうけど……それでも、あいつがどんな手を使って来ても絶対に負けられないってことだけはわかってる。だったら利用できるものは全部利用して、こっちの最大限で迎むかえ撃うつ、その準備だけはしておかなきゃな」

　──『次』。

　マスターの言う通り、この次に無限回廊エターナル・アイドルが何かしてくるとすれば、それは今までとは段違いなほど大きな侵蝕になるはずです。どういう目的で私たちにちょっかいを掛けてくるのかは未いまだにわかりませんが、それでも一カ月前に対たい峙じした時のあれの言葉から察するに、前回までのように『どうにかすれば乗り切れる』程度のものではないでしょう。

「……だから、殊こと子こさんにその相そう談だんを？」

「ま、そんなところだ。あいつは気に喰くわないけど、実際役に立つし」

　冗じよう談だんめいた言葉に僅わずかな苦笑を浮かべるマスター。

「そう……ですね」

　私たちは再び、隣となりの席でひめひめときみちゃんと談笑している殊子さんを横目に見ます。

「ちょっと殊子先せん輩ぱい！　それ、私の注文したケーキですよ！」

「いいじゃない、ひと口だけ。きみちゃんも食べる？」

「あ、じゃあいただきますー」

「君きみ子こが裏切った！」

　しかし何と言うか……すっかり場を盛り上げていますね。

「……できれば、少しはあの性格を矯きよう正せいしてやりたいけどな」

　溜ため息いき混じりに呟つぶやくマスター。ぶっちゃけ全面的に同意です。

「あの人の『目ハ覚ラまハしラ時計』、自分自身に使えないんですかね？」

「暗示で『もう少し落ち着け』って？　……今度人格改造セミナーにでも連れてくか」

「新しん興こう宗教という手もあります」

「……変なツボを買ってくれとか言われ始めても困る」

「では、ベートーベンをエンドレスで流しながら残酷映像を延々と見せましょう」

「……あっちも時計仕掛けだ、相あい性しようはいいかもな」

　私たちは冗談だか本気だか判然としない会話を交わします。

　かしましい三人を眺めつつ、ふたりしてテーブルに頬ほお杖づえ。マスターがそのままの姿勢で、アイスコーヒーをストローで啜すすりました。

「あ、そう言えば私、注文がまだなのですが……」

「ほら」

「あ、はい」

　マスターのくれたメニューを受け取り、広げている間にも隣は大おお騒さわぎです。

「って、なんでひと口がそんなにでかいんですかっ！」

「はい、じゃあ次、きみちゃんの番ね。どれくらいがいい？」

「じゃあ、今のと同じくらいでー」

「君子がまた裏切った！」

「はい、あーん」「あーんー」

「ちょっと待ちなさい君きみ子こ！　あんたこの魔ま女じよに感化されてない!?」

「ま、いーじゃない。ここ、支払いは私に任せなさーい」

「……そんなこと言うならもうひとつ注文しますよ？」

「いいよ。可愛かわいい姫ひめの頼みなら喜んで」

「……もうっ」微笑ほほえむ殊こと子こさんの言葉に、真まっ赤かになるひめひめ。

　あの、ええと……このふたり、別れたのではなかったでしたっけ……？
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「聴きいたか硝しよう子こ、奢おごってくれるらしいぞ」

　しかしそれはそれ、これはこれです。

「ええもちろんですマスター」

　私はウェイトレスさんを呼ぶと、小声で注文します。当初の予定を変更し、この店で一番高価な『華か族ぞく令れい嬢じようとエゲレス男だん爵しやくの舞ぶ踏とう会かいプリン』。無む駄だに豪華そうな名前に違たがわぬ値段は千九百八十円也なり。私の友人たちと仲良くしている罰です。

「あ、伝票はあちらの席に付けてください」

「え、よろしいのですか？」

「はい、よろしいのです」

「……、かしこまりました」




　一いつ瞬しゆんだけ共犯者の微笑ほほえみを浮かべる和服ウェイトレスさん。私はマスターに任務完了の親指を立てました。マスターは大きく頷うなずきつつ、ざまあ見やがれと呟つぶやきます。

　──まぁ確たしかに、あれこれ考えていても何かが解決する訳わけではありません。

　懸けん案あん事項は多た岐きに亘わたりますが、今日きようこの場では口にしないことにしましょう。

　ああして、金づる──もとい、殊こと子こさんもいてくれることですし。

　彼女がひめひめやきみちゃんを守ろうとしてくれるのであれば、きっと大丈夫だ、と。

　私は、根拠もなくそんなことを思いました。




　　　　‡




　部活動が終わり、帰宅のために校外へ出る。

　アスファルトから昇ってくる熱ねつ気きはまるでサウナのようで、敷しき戸ど良りよう司じは顔をしかめた。

　九月とは言えまだ夏、七時を回っていたが日は沈んでいない。今日もまた熱帯夜かもしれないと思い、少々うんざりした。とは言え、小学校時代から柔道で鍛きたえた身なので基本的に暑さ寒さには耐性が強い。放射熱も、夏場の道場に籠こもる熱気よりは遥はるかにましだ。

　部活ではなく家の近所の道場に通っている。昔は週四日の割合で行っていたが、最近は週に二度か一度ほどしか顔を出さない。どうも才能はあるらしいのだが、正直なところあまり興きよう味みがないからだ。高校に入って二段を取った時に、もっと別なことをしようと思った。柔道そのものに関しても、耳が変型してしまわなかったのは幸運だな、という程度だ。

　ただ──身体からだを動かすこと自体は嫌いではないから、週末には道場に行ってみるかと思う。

　何せ最近は、考え込むことが多くなっていた。

　うじうじと思い悩むなんてらしくねえ。そんな思いが脳裏によぎる。

　決めたんだから腹を括くくれ、と。

　──そういや、ひとりで帰るのも久しぶりだな。

　思い悩む原因となった少女のことを、つい考えた。

　二学期になってからずっと、帰り道は彼女と一いつ緒しよだった。いつもいつも律りち儀ぎに良司の部活が終わるのを待っている。だけど、未いまだに手すら繋つなげていないのは自分が臆おく病びようだからか、それともまだ心のどこかに罪悪感と後悔があるのか。それはわからなかった。

　クラスメイトの、鴛おし野の在あり亜あ。

　彼女に告白をされたのは、一学期。夏休み三日前の放ほう課か後ごだった。

　正直なところ、それまでは好意も嫌けん悪おも感じていなかった。内気な娘だなとは思っていたが、それだけだ。同じ輪わの中で談だん笑しようすることはあっても、その中で会話らしい会話を交わしたことがない。告白される二週間ばかり前に、いきなり性格が変わってよく話し掛けてくるようになっていたから、それは少し驚おどろいていたけれど。

　しかし、どちらにせよ、それまで意い識しきすらしていなかった娘こだったのに。

　──いや……嘘うそだ。

　意識はしていた。ただし、恋愛感情や、まして好悪とは関係のない意識を向けていた。

　何な故ぜなら、鴛おし野の在あり亜あは、森もり町まち芹せり菜なといつも一いつ緒しよにいて。

　だから良りよう司じは、森町芹菜を目で追う度たび、いつもその視界の中に在亜を捉とらえていて──。

「……ち」自分の思考に苛いら立だって、良司の口が自然と舌を打つ。

　何を今いま更さらぐだぐだと考えることがあるのだろう。

　自分はもう決めたのだ。

　それも、同情や妥協などの下げ卑びた感情ではなく、そうしようと──この娘ならと。

　だったらそのことにどうこう考えるのは間違っている。何より、在亜に対して失礼だ。

　自分みたいな奴やつを好きだと言ってくれた娘に対して、申もうし訳わけが立たない。

　やっぱり土ど曜よう日びは道場へ行き、久しぶりにぶっ倒れるまで乱取りでもしよう。それから日曜日にふたりでどこかへ出掛けよう。そうするのがたぶん、一番いい。

　考え込んで俯うつむきがちになっていた顔を上げる。夏の熱ねつ気きは道の向こうに陽炎かげろうを作っていて、それが、妙に自分の行く先の曖あい昧まいさを暗示しているように見える。

　考えまいとしても、どうしても。

　もっと、考えるより先に身体からだを動かすタイプだと思っていたが──いつから自分はこんなに、思い悩むような性格になってしまったのだろう。

　顔をしかめながら歩き、住宅街の路地、その角を曲がった。

　そして、曲がった先で──。

「……え」

　ひとりの少女の姿が、良司の視界に飛び込んできた。

　瞬しゆん間かん、心しん臓ぞうが跳ねる。

　車がどうにか離り合ごうできそうな程度の広さしかない路地。その片側、民家の塀へいを前に。

　自転車を停とめて、森町芹菜が、座り込んでいた。

「あ」棒立ちになっていると、良司の気け配はいに気付いた芹菜が顔を上げる。

「敷しき戸どくん」

「お、おう」自然、声が上うわ擦ずった。

　そのこと自体に罪悪感がある。

　自分はもう鴛野在亜の彼氏なのに──だから森町芹菜に緊張してはいけないはずなのに。

　拘かかわらず、理性とは裏うら腹はらに、身は竦すくんだ。

「どうしたんだ、そんなところで」

　やっとのことでそれだけを言う。クラスの中で普通に接するのはもう慣なれたと思っていた。でも、考えてみれば、こうして彼女とふたりきりになったことは殆ほとんどない。

「うん」芹せり菜なは立ち上がった。

　しなやかで健康的な長身。スポーツバッグを小こ脇わきに、後ろで括くくった髪がふわりと舞まう。それだけの仕し草ぐさなのに、良りよう司じは唇を強く咬かまずにいられない。

「見てよ、これ」

　芹菜はそんな良司の緊きん張ちようには気付かずに、自分の足あし許もとを指差した。

　そこに置かれていたのは、小さな段ボール箱。

「なんだ、それ？」

　返事の代わりに手招きされる。ぎくしゃくする身体からだを近付けた。芹菜は眉まゆをひそめている。自分に対してだろうかなどと思ったが、どうもそうではないらしい。

　段ボール箱を覗のぞき込んで、その表情の意味がわかった。

　上うわ蓋ぶたの開いた箱。下にタオルケットらしき布が敷しかれている。

　そしてその中に、子犬が一匹、舌を出して息を弾ませていた。

「……捨て犬、か？」

「うん、そうみたい」芹菜は再びしゃがみ込んだ。
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　どうやら帰宅途中で偶然見付け、そのまま捨て置くことができなかったようだ。

「まったく、酷ひどいよね。まだ子犬なのに」

　その顔にははっきりと、怒りが滲にじんでいる。

　もしこれが在あり亜あだったらどんな顔をするだろうと良りよう司じはふと思った。だけど、上う手まく想像できない。良司はまだそこまで彼女の内面を知らない。それなのに、こういうことに対して素直に怒れる芹せり菜なの性格を、いいなと思っている自分がいる。

　──そんなんじゃ駄だ目めだろうが。

　悔かい恨こんとともに、どうするんだ？　と問おうとしたら、芹菜が不意に良司を見た。

「ほら、こんなに可愛かわいいのに」

　言われるままに、芹菜の隣となりに座り込んだ。

　自然、距きよ離りが近くなる。部活が終わってシャワーを浴びたのだろうか、シャンプーの匂においがした。微かすかに二の腕も触れ合い、思わずその部分が強こわ張ばる。

「そう……だな」五感から芹菜のことを必死で追い出しつつ、子犬を見詰めた。

　日本犬のような顔立ちと姿だが、種類はよくわからなかった。そもそも日本犬なんて柴しば犬いぬくらいしか種類を知らないから当然かもしれない。捨てられているところを見ると雑種には違いないのだろう。生後何日なのかも想像できなかった。ただ少なくとも、一匹で野の良らとして生きていけるとは思えない。箱の中で、暑さにやられているのかぐったりと息を弾ませている。

　と、その時。

　その子犬の姿が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、ぶれたような、そんな気がした。

　まるでテレビの電波が悪くなった時のような。子犬の像にノイズが混じったような錯さつ覚かく。

　訝いぶかしんで、何度か瞬まばたきをし、目を擦こする。

「どうしたの？」

「あ、いや、なんでもねえ」

　気のせいだと思い、気には留とめなかった。

　それよりも、話し掛けてきた芹菜の声に、またどきりとした。

　もちろん、彼女は良司の想おもいなど知らないのはわかっている。

　芹菜にとっての良司は、ただの友人であり、同時に──、

「そう言えばねえ、前にもあたし、捨て犬見付けちゃったことあってさ。子供の頃ころ」

「……そうなのか？」

「うん。あっちゃんと一いつ緒しよに」

　同時に──好きな相手の、友人、だ。

「あの時はね、あたしが拾って帰る、って言うのをあっちゃんが止めたんだ。ペットを飼うのは大変で責任が重いし、もし死んじゃったらあたしが泣くから、って。まったく……優やさしいんだか冷たいんだかわかんないよ。ま、結局、警けい察さつに届けたんだけど」

　昔のことを口にする芹菜の顔には、懐なつかしさよりもむしろ温かさがあった。

　本当は、良司にもわかっていた。芹菜のその表情は、昔のことを口にしているからではない。晶あきらのことを口にしているからだ。

「……今回はどうすんだ？」

「うーん……」

　嫉しつ妬とを感じないと言えば嘘うそになる。けれど、どうしようもないことだというのも承知している。元々、芹せり菜なへの想おもいなんて告白できることではなかったのだ。

　もしそうしたのなら、芹菜はきっと自分に気を遣つかい、晶あきらともぎくしゃくしてしまうだろう。そして在あり亜あとの仲も壊こわれてしまうに違いない。

　良りよう司じは、好きな人から何かを奪ってまで我がを通そうとは、絶対に思えなかった。

「その時みたいに警けい察さつに届けるか？」

　芹菜は少し考え込み、それから意を決したように口を開く。

「ううん。……あたし、連れて帰るよ」

「いいのか？」

　問いつつも、自分では何もできないことに苛いら立だった。良司の家は両親揃そろって花粉症持ちだ。おまけに兄がアレルギー体質だから、ペットは飼えない。

「うん。ま、大丈夫でしょ。うちの両親、面おも白しろがって可愛かわいがりそう」

　家庭環かん境きようが違うとは言え、そこには、反対されても絶対に飼う、という強い意志があった。

　良司にとってそれは羨うらやましく、そして眩まぶしい。

「あれからずっとペット飼ってみたかったし」

　あっけらかんと言うその表情にも、もう迷いはなかった。

「そうか」

「うん」不ぶ器き用ように頷うなずく良司に芹菜は笑い、子犬の入った段ボールをそっと抱え上げる。

　子犬は鳴かない。ただつぶらな瞳ひとみでぼんやりと、こっちを見てくる。

「……それにね」

　そして、幼い視し線せんを受け止めながら、

「あたしもう、この子の命とちゃんと付き合っていけると思うんだ。もしも死に別れちゃっても泣いたりはしないよ。少なくとも……そうなろうとしなきゃ」

　芹菜はそう、宣言した。

　まるで、良司ではなく、今ここにいない誰だれかに向かって言うように。

　胸が痛む。

　自分と話をしていないと思ったのではない。ただ、立ち入れないと痛感したのだ。

　芹菜と良司は高校生になってから出会った。その切っ掛けは一年生の時に同じクラスになった晶だ。芹菜とは別のクラスで、偶然見掛ける度たびに一方的に目で追うだけの関係。性格もよく知らなかったから、ただ活発そうで綺き麗れいな少し気になる娘こだったけれど、二年になり同じクラスになって、強く意い識しきし始めた。言ってみればそれだけだ。

　対して晶と芹菜の間には、良司などとても割って入れない。

　子供の頃ころからずっと一いつ緒しよで、思い出も記き憶おくも感情も共有している者同士。晶あきらは芹せり菜なのことを何とも思っていないようだが、彼女の気持ちに気付けばきっと受け入れるだろう。

　やはりきっぱりと諦あきらめよう、改めてそう心中で頷うなずく。

　自分の我わが儘ままを通せば、多くのものを失い、壊こわすことになる。そうなってしまうのは何よりも堪たえ難がたい。それに──自分と同じ思いをしていたであろう在あり亜あに、親近感があるのも事実だ。その感情はこの先きっと恋愛感情へと育てることができる。そもそも考えてみれば芹菜のことだって、ひと目め惚ぼれに近いのだ。大きな理由も根拠もない。だから忘れられるだろう。

「持って帰るのなら、転ころばないようにしろよ」

　良司は冗じよう談だんめかして言った。自然に言えたと思う。自分にしては上等だ。

「なぁに言ってるの。ちゃんと押して帰るよ」

　芹菜は自転車の前の籠かごに、子犬を段ボール箱ごと入れた。

　ふたりともに歩き出す。一緒に歩いてはいるが、次の十字路で方向は別になる。

「そうだな。ま、気を付けろや」

「うん、ありがと」

　長い会話を交わす時間も、必要性もなく。

　その別れ道に差し掛かり、じゃあまた明日あした、と、手を振った。

　最後に覗のぞき込んだ段ボールの中で、子犬がつぶらな目でこっちを見ていた。

　お前があのふたりのキューピッドにでもなればいいのにな、と。

　顔に似合わないことを考えた。心中で苦笑しつつ、良司は芹菜へ背を向ける。
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　そして──。

　森もり町まち芹菜と敷しき戸ど良司が別れ、それぞれの姿が見えなくなった路地。

　そこにいつの間にか、ふたりの人間が並んで立っている。

　ひとりは少年。背が高く痩やせ形。誰だれが見てもうっとりしてしまいそうなほど端正な顔立ちで、夏の暑さとは無む縁えんの涼しげな薄うす笑えみを浮かべている。良司と芹菜が去っていった道の先を交互に眺めながら、視し線せんを周囲に移ろわせていた。

　もうひとりは少女。すらりとした身体からだ付きだが身長はやや低い。こちらもまた、十人が見れば十人は振り返ってしまいそうなほどに可愛かわいらしい顔だ。ただしこちらは完全な無表情で、視線は子犬が捨てられていた場所にじっと固定されていた。

「……かくて運命は歯車を廻まわし……なんてね」

　軽けい薄はくさと気き障ざさの中間のような口く調ちようで、少年はぽつりと言った。

　少女は応こたえない。

「あれ？　逆さか絵えはこういう芝しば居いがかった科白せりふ、嫌いなのかな」

　逆絵と呼ばれた少女はそこでようやく、感情の込められていない返事をする。

「運命などこの世界には存在しない。あるのは過程と結果のみ」

「雰囲気も何もあったもんじゃないなあ」少年は苦笑した。

「いいじゃないか、運命って言葉」

「概がい念ねんの存在は認める。が、観かん測そく者しやたちの意志が甚はなはだ薄はく弱じやくで、実在と呼ぶには足りない。ただ、もしも本当に運命というものが存在しているというのなら……」

「……いうのなら？」

「運命は歯車などではない。単なる澱よどみだ」

「へえ。面おも白しろいことを言うね、逆絵は」

　少年は大おお仰ぎように肩を竦すくめた。少女は彼を一いち瞥べつだにせず、

「それは混こん沌とんと複雑系に彩いろどられたマーブル模様のフラクタル。枝分かれして枝分かれして、それでも更さらに枝分かれを繰くり返す世界すべてに満ち満ちた、発狂を繰り返す相似形」

　言葉遣づかいはまるで大人おとなのようで、しかし声そのものは酷ひどく幼い。

「確たしかに、起点と過程そして結果に縮しゆく尺しやくの異なった相似性が見られるその現象を運命という言葉で具象化するのならば世界は運命の下もとにあるのだろう。ただしそれは決して法則などではない。単なる結果だ。根拠もなければ証明するための方程式もまた存在しない。ここから導みちびき出されるのは、運命というのは単なる因いん果が律りつの副作用であるという仮説か、もしくは極めて逆転現象が起こり難がたいものであるという事実だけ。今までがすべてそうだったからと言ってこれからもすべてそうであるとは限らない。私はそう結けつ論ろんしている。何な故ぜならそれを確かめるために私は存在するのだから。同時にそれが、私がこの身体からだで証明すべき事項なのだから」

「難むずかしいなあ」

「難なん解かいなどではない。極めて単純だ。ただ、澱みを掻かき混ぜたとしても結局は因果律の許もとに再び同形の澱みへと戻るだろうということ。少なくとも、今のままでは」

「なるほどね。じゃあこう言い換えようか。……『かくて運命は歯車となり』」

「それならば問題はない。ただし、詩的に上等な表現とは言いい難がたい」

　やれやれ、と少年は肩を竦める。少女はそれも無視した。まるで、必要な時にしか喋しやべったり動いたりしてはいけないと、誰だれかに強く言い聴きかせられているかのように。

「ま、いいや。じゃあそろそろ帰ろうか。明日あしたの準備をしなくちゃ。転校初日だ、念入りに準備するに越こしたことはないさ。ああ、そうだ。明日の準備の前に、家の後始末もさっさと済ませないといけない。……父さんと母さんの死体が腐らないうちに」

　少年は踵きびすを返し、歩き始めた。

　空を見上げ、今に口笛でも吹き始めそうなほど軽やかに。

「──『奏かなで兄さん』」

　が、しかし。少女が不意に、少年を呼び止める。

「ん？」

「手を繋つないで。今は誰だれも見ていないから」

　少女の言葉に少年は、

「ああそうか」思い出したように呟つぶやき、少女の許もとまで戻ってから恭うやうやしくその手を握った。

「じゃあ行こうか、存在確かく率りつの不ふ確たしかなお姫様」

「それも詩的に上等な表現とは言いい難がたい」

「手て厳きびしいなあ」

　ふたりは手を繋ぎ、再び歩みを再開する。

　その光景を、誰も見ていなかった。

　人間はおろか、動物や虫に至るまで、自律意志を持った生命体は──誰も。
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　月げつ曜よう日びの一日が終わり、就寝し、その日の夜。

　正せい確かくには、火曜日の明け方。

　僕は夢を見ていた。

　毎週の習しゆう慣かんになった、同じ内容の明めい晰せき夢むだ。

　それは、あいつ──無限回廊エターナル・アイドルと再会し、直接戦ったあの日を経ても、まだ変わっていない。ただ最近は、随ずい分ぶんと感情や映像が朧おぼろげになっていた。まるで明晰夢から、ただの薄うすぼんやりした悪夢へと成り下がっていくかのように、不確かなものへと変化していた。

　だから、安心していたのかもしれない。

　無限回廊エターナル・アイドルへの憎しみを乗り越えられた結果だと、慢心していたのかもしれない。

　──根拠のないことなのに。

　油断したしっぺ返しなのだろうか。

　今、僕が見ているこの夢は──昔と同じ鮮せん明めいさで以もつて、網もう膜まくの裏へと広がっていた。

「……下がって、硝しよう子こ。危ない」

　十二歳の僕の視界に映るのは、十一歳の硝子。

　そして僕らと相あい対たいしているのは、母さんを人質に取った、無限回廊エターナル・アイドルだ。

　五年前のあの日。僕の日常が壊こわれてしまった時の、光景。

「母さん！」僕はいつものように叫んだ。身体からだの自由は利かなくて、口は勝手に動く。

　それに対して、あいつは、言った。

「返して欲しいか？」

「やめろよ、父さん！　眼めを醒さませ！」

　父さんじゃないのにな、と。僕は改めて思った。

　目の前の男、城き島じま樹いつき。

　こいつはもう無限回廊エターナル・アイドルの固定剤リターダとなっていて、まるで人が変わってしまっていた。

　それなのに、何な故ぜあの頃ころ、この時の僕は『父さん』などと言ったのだろう？

　──答えは、わかりきっている。

　夢を見ている十七歳の僕にさえも伝わってくる、五年前の僕の憎しみ。

　その、五年前の憎しみは、こいつ──父さん自身にこそ、向けられていたのだ。

　僕へ向かって手を伸ばす母。少女のような表情で首を傾かしげて、こちらへ来ようとする。

　母さんはいつだって無邪気で、呑のん気きで、あまり緊きん張ちよう感かんを持たない人だった。

　お父さんの研究は私にはわからないから、と、ただ自分の夫を信頼するばかりだった。

　十二歳の僕にさえも、父さんのあれは危険に思えたのに。

　突飛とつぴな理り論ろんに取とり憑つかれ、それまで築きずいた地位や名誉も、学会での信頼も、学内最年少で得たという教授の座すら失なくした父さん。

　それでも家族を顧かえりみもせずに、自分自身の信じるものだけを追究し続けた。

　……母さんはどうして、それほどまでに信頼していたのだろう。

　父さんの異常さは、あれから──研究資料を読み解いた今ならよくわかる。

　世界を作り替えるかのような、意味不明な理論。

『仮想観かん測そく論ろん』。

　虚軸キヤストを構成する不定量子は、この人がその理論を提唱し強く信じ込んだせいで生まれた。

　つまり、因いん果がの逆転。

　仮想観測論という理論そのものが、仮想観測によって実在化したのだ。

　どうにかしなければ、と思った。

　その理論の実在化は、つまり──虚軸キヤストが生まれれば生まれるほど、そしてその虚軸キヤストが育てば育つほど、世界の輪りん郭かくが朧おぼろになっていく──ということを意味していたのだから。

　虚軸キヤストの発生によって世界は小さな欠落を抱える。欠落が増え続ければ、やがて世界はスポンジのように脆もろくなり、自然と崩ほう壊かいしてしまうだろう。

　だったら、守らなければいけない。

　発生した虚軸キヤストを潰つぶし、欠落を埋め、世界を支えなければいけない。

　研究資料の内容を理解したばかりの頃の僕は、そう強く思ったものだ。

「返して欲しいか？　城島晶あきら。お前の母親を、そして……」

　父が、母を背に僕の前に立ちはだかった。

「そしてお前の父親を」

　五年前の思考が、夢を見ている僕へと流れ込んでくる。

　どうしてこの人はこんなことを言うのだろう。

　頼むから、母さんを離はなしてくれ──と。

　あいつがこの人に取とり憑ついたのは、これよりも三日ほど前だったと思う。

　その時、父さんの人格は、確たしかに劇げき的てきな変へん貌ぼうを遂げた。その時ばかりは母さんも心配していた。どうしたのかな、と、子供の僕にまで不安げに言っていた。

　だけど、少なくとも僕にとって、それはたいした変化ではなかった。

　そうだ。

　無限回廊エターナル・アイドルが、あいつに取り憑いた時。

　僕は、思ったのだ。

　父さんが随分ましになった──と。

　それなのに、こいつはその三日後、こんな凶行に出て。

「母さん！」父さんをどかそうとする僕。

　途と端たん、襲おそい掛かってくる、不定量子の反発力場による衝しよう撃げき。

「あ、あ！」硝しよう子この、呂ろ律れつの回らない声とともに、僕は吹き飛んだ。

「う……か、は！」緑みどり色いろのカーペットに広がる自分の吐と瀉しや物ぶつ。

「あ、きら」

　ノイズの混じり始めた母さんが、僕に向かって駆け寄ろうとする。

　昼食を吐き散らかす僕の胸には、母さんへの不安と、それから父さんへの怒りが宿った。

　どうしてだ。

　どうして父さんは、こんなものを呼び込んだ？

　どうしてそこまでして、自分の理り論ろんを証明しようとしていたんだろう？

　どうしてこいつは、家族を──僕や、母さんすらも──一いつ顧こだにしない？

「かあさん！」僕は顔を上げた。それを合図とするかのように、

「だいじょう……」母の姿が、ぷつ、と、消える。

　そして。

　父の姿をした、父の心と身体からだを支配した、父であり、父でないものが、

「あはははははは！　あはははははは！　面おも白しろいなお前！　お前面白いな！　お前の母親も面白いしお前の隣となりのそいつも面白い！　何より、この身体……俺おれたちの生みの親、俺たちの元凶、俺たちの存在意義、俺たちの因いん果が律りつ！　面白いな、恐ろしく面白い！　この世界は…ああ、この世界のすべてのなんと面白く、なんと美しいことかよ！」

　父さんにしてはわかりやすい悪意を露あらわにして、げらげらと嗤わらう。

　無限回廊エターナル・アイドル。

　こいつの目的が何だったのか、それは未いまだにわからない。

　でも、七月の終わりにこいつと再会した時、わかったことがひとつだけある。

　それは。

　僕のあのどうしようもなく昏くらい怒りは、たぶん。

　五年前のこの時から──あいつへの憎しみと、父さんへの憎しみをごちゃ混ぜにして掻かき混ぜ続けた結果のものなのだろうということ。

　僕から日常を奪い取った無限回廊エターナル・アイドルと、

　僕の日常を歪ゆがめ続けていた父さんと。

　無限回廊エターナル・アイドルが憎いのか、それとも父さんが、城き島じま樹いつきが憎かったのか。

　世界の奈な落らくを開け続けるすべての元凶は、果たしてどちらなのか。

　今ではもう、その差異が判然としない。或あるいは、父さんがいなくなったことで矛ほこ先さきを失った様さま々ざまな感情の穴埋めに、あいつへの憎しみを募らせ続けていたのかもしれない。




　久しぶりに鮮せん明めいとなった夢を見ながら、僕は真まっ赤かに染まる視界を意い識しきする。

　十二歳の僕は怒りと憎しみと悲しみと愛いとしさと、その他ほかありとあらゆる感情がごっちゃになった訳わけのわからなさで激げつ高こうしている。

　そして十七歳の僕は、目の前の父さんを見ながら──、
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　朝になりました。

　五時半ジャスト。入学当初よりも三十分ほど早いですが、私にとってはすっかりいつもの起き床しよう時刻です。もっとも、朝が早いから身体からだが辛つらいとか、そういった感覚は皆無です。と言うかそもそも三十分早く起きたいのであれば三十分早く寝ればいいだけの話ですので、マスターが朝起きられないのはただの怠たい慢まんでしかありません。

　ベッドから降り、パジャマ姿のまま部屋を出ます。先に制服に着替える前にマスターを叩たたき起こせば朝食の準備を手伝わせられる……ということについ最近気付いたからですが。

　階下へ降り、中ちゆう華か鍋なべを手にしました。おたまは必要ありません。おたまの代わりにマスターの頭部で以もつて目覚ましの音を鳴らす方が効率的なのです。

　再び二階、マスターの部屋へ。ノックは省略。

「マスター、朝です。起きてください」

　一応声を掛けながら、扉を開き部屋に踏み込みました。が、

「……ああ、おはよう」なんということでしょう。

　マスターは既すでに目を覚まし、ベッドで半身を起こしてこっちを見ているではないですか。

「まさか……」これは由ゆ々ゆしき事態です。

「マスターが起きているなんて。私はこの中華鍋をどこにぶつければ……」

「中華鍋はそもそも人体頭部にぶつけるために存在しねえよ」

　マスターは呆あきれ顔でつっこみを入れてきます。

　ですが、その顔が苦にが々にがしく曇くもっているのに私は気付きました。

「……どうかしたのですか？　マスター」

「今日きようは火か曜よう日びだろ。お前に起こされる前に起きてても不ふ思し議ぎじゃない」

「いえ、それは確たしかにそうなのですが」

　火曜日。

　それはマスターが、一週間で唯一、自分ひとりで起きる可能性がある日です。月曜日の夜から火曜の朝にかけて、まるで呪のろいのように見る夢のせいで。

　それはマスターの両親、樹いつきと鏡かがみが、無限回廊エターナル・アイドルによってどこかの虚軸キヤストへ飛ばされた光景。

「……最近はでも、夢から醒さめては二度寝を敢かん行こうしていたではないですか」

「ああ、まあそうなんだけど」

　夏休みに入ってから──いえ、無限回廊エターナル・アイドルと一度、直接相見あいまみえてからでしょうか。マスターの悪夢は、それまでと比べてやや落ち着いたものになっていました。『映像が少し朧おぼろになって、あれを見た時に湧わき出る感情の起伏が薄うすれた』とはマスター曰いわく。

「もしかして、マスター」

「ああ……今日は、いつもより鮮せん明めいだった。前と同じって言えばそれまでだけどな」

　もちろん、それが即、何かを暗示しているという訳わけではありません。そもそも夢というのは見る者の精神状態に大きく影えい響きようされるものです。未来や外的な現象を暗示、もしくは象しよう徴ちようしているという事実などありません。ですから、ただの偶然、もしくはマスターがそのことについて考え込みながら寝ただけというのが本来のところでしょう。

　それでも──私の心しん臓ぞうは少しだけ鼓こ動どうを速めました。

　それは恐らく『不安』と呼ぶべき、感情めいたもの。

　昔の私には存在しなかったものです。機き械かいとしてはエラーとして処理するのが妥当です。

　ですが、今の私はそれをエラーとは認にん識しきしません。ただ、軽い緊きん張ちようとともに普ふ段だんよりも呼吸が困こん難なんに。もしも何か起きでもしたらどうしよう、などと、そんな思いだけが出現します。

　それは受け入れるべきものではあるにせよ、不合理なことに変わりはなく、

「気にする必要はありませんよ」だから不安を払ふつ拭しよくするように、私はそう言いました。

「気にしちゃいないさ。ただ、変に不吉で気分が悪いだけだ」

「……それを『気にする』というのですが」

　まったく──日常にいる時のマスターは、スイッチの切り替えが上う手まくできないですね。

「中ちゆう華か鍋なべ、やっぱり使いましょうか？」

「なんでそうなるんだよ」苦笑しつつも眉まゆに皺しわは寄ったまま。

　これは私もマスターも、時間が解決してくれるのを待った方がいいのでしょうか。

「では私は着替えますので、マスターも。朝食のお手伝いはしてもらいますからね」

「はいはい」

「はいは一回ですよ、マスター」

「はいはい。わかったよ」

　マスターのしかめ面つらに踵きびすを返し、私は中ちゆう華か鍋なべを手に部屋の扉へ向かいました。

　でも、そこで私はふと足を止めます。

　……最後の悪あがきだけはしておきましょう。

　扉に手を掛けたまま、首だけをマスターへ向けて、まるで冗じよう談だんのように──昔のＳＦ小説で機き械かいが人間に対して言った台詞せりふを、真ま似ねてみました。

「質問があります。私も夢を見ますか？」

　マスターは一いつ瞬しゆんだけきょとんとし、直後、

「……『見るとも。知的生物はみな見る』とか答えりゃいいのか？」

「『わからない』でも可です」

「残念だけど僕はチャンドラー博士じゃないし、お前はＳＡＬでもＨＡＬでもない」

「そんなことはわかっていますよ、マスター」

「だから、怖がらなくてもいいさ。僕もお前も。……消えやしないしな」

　力の抜けた笑え顔がお。その眉み間けんから、皺しわが消えます。

　そう言ってくれると予測していました、マスター。

　卑ひ怯きようと形容される手段なのかもしれません。ですが、私の心配をしてくれる時、マスターは自分の不安など忘れてくれるということを、私は知っています。

　そして私もまた、マスターに心配されると心拍数が落ち着くということも。

　もう少し自然にやれればいいのでしょうが──今はこれが限界ですね。

　薄うすく息を吐き、少しだけ笑いながら、私は部屋を出ました。




　階下に降りるとマスターはもう台所に待機していました。

　という訳わけで、十分ほどかけて朝食を作成。今日きようは和食、メニューは目玉焼きと塩しお鮭じやけにインスタントのお味み噌そ汁しるなので滞とどこおりなし。食事そのものも十分程度で済み、六時十五分にはもうふたりとも制服に着替え終わって、登校までのリラックスタイムに入ります。

　とは言え、四十五分間の猶ゆう予よはデザートのプリンを食べたり、朝のローカルニュースをチェックしたり、今日の予定について話をしたりなどしている内に終わってしまいます。

「……さて」テレビを消したマスターが、面めん倒どうそうに息を吐き、立ち上がりました。

「行くかな」

「ええ。戸と締じまりはよろしいですか？」

「ああ」

「ガス水道電気は万全です」

「ああ」

　毎朝繰くり返される確かく認にん事項。しかしそれは決して無意味なものではありません。

　私たちにとっては、いつもと同じ一日を始めようという意思確認なのですから。

　靴を履はき、ドアを開け、早朝の空気を胸に吸い込んで施せ錠じよう。

　出発です。気温はまだ低いとは言え、涼しいと形容するにはやや高め。

「今日きようも暑くなりそうですね」

「そうだな。……ま、体育がないからいいけど」

「私はありますよ、体育。どうしてプールではないのでしょう。不合理です」

「盆を過ぎたらクラゲが出るんだよ」

　珍しく自分からそんなことを言うマスターに、私は微かすかに笑えみました。機き嫌げんがよくなっているようです。さっきの私の冗じよう談だんもそれなりに効果があったのでしょうか。

　しかし──クラゲという言葉で、私はふと夏休みの記き憶おくを思い出しました。正確には、解決していないまま棚上げになっていた疑問を。

「そう言えばマスター。夏休みに海に行った件のことですが……」

「ん？」

「あの、私が溺おぼれた時です」

　ずっと気になっていたことです。……いえ、お盆前の夏休みに芹せり菜な先せん輩ぱいたちと一いつ緒しよに海へ行った際、不ふ手て際ぎわで私は溺れて気を失ってしまったのですが、その時にどうやって息を吹き返したのかが謎なぞなのです。誰だれかが人工呼吸をしてくれたのか、或あるいは自分で恢かい復ふくしたのか。生命の危機に冷静さを欠いて外部認にん識しきをシャットダウンしてしまったのは一生の不覚。

　ただ、知覚できたのは、目を開いた時に映ったもの。

　すぐ目の前にあるマスターの顔が、ぎょっとして飛とび退のいた光景だけで──。

「マスターなんですか？」

「……え」

「ですからマスターなんですか？　私の口に目覚めの甘い吐と息いきを吹き込んだのは」

「お前はどこでそんな言い回しを覚えたんだ……。またテレビか？」

「いえ、今回はテレビではありません。書物です」

「うちにそんな本あったっけ……？」

「我わが家にはありませんよ。ひめひめに貸してもらいました。ちなみに事故で昏こん睡すい状態になった少年が、担任教師である男性のキスで目覚めた際の科白せりふです」

「…………姫ひめ島しま……」

　どうしたことでしょう？　マスターは頭を抱え込んでいます。

「お前、姫島にそういう本借りてんのか？」

「そんなに頻ひん繁ぱんではありませんよ。週に二度ほどです」

「頻ひん繁ぱんじゃねえか！　だいたいなんであいつ、お前にそんな……」

「いえ、何か『硝しよう子こも恋心ってのをちゃんと学習しなきゃ』と」

「その恋心は禁断の恋だよ……」

「そうなのですか？　確たしかに男性同士の恋愛関係が妙に多いですが、キャラクターの思考回路はむしろ女性的ですし、見掛け上の性別は関係ないと判断していますけど」

「……あいつ、やっぱり記き憶おく消しとけばよかったかもしれん」

　一度『無限回廊エターナル・アイドル』の固定剤リターダとなってしまったひめひめは、虚軸キヤストのことも、私の正体もすべて知っています。その件にまつわる記憶を消さなかったのはマスターの判断だったのですが、どうもそれに一いち抹まつの後悔がある模様。

「でもマスター。ひめひめが私のことを知っていてくれるのって……悪くないです」

　日常の側に事情を知っている友人がいる──それは、これまでとは違う感覚でした。

　ふとした拍子に私のことを気き遣づかってくれたり、さりげないフォローを入れてくれたり。

　何より、ひめひめには隠し事をせずに済むということに対する私自身の安あん堵ど──それは様さま々ざまな面で、私にメリットを与えてくれます。

「ああ、まあ……そうだな」

　やや苦笑の混じった微笑ほほえみでしたが、それでもマスターは嬉うれしそうでした。

「少し前のお前なら、『悪くない』なんて言葉、口にもできなかっただろうしな」

「そうですね」それは、素直に認められます。

『悪くない』などという曖あい昧まいな表現は、判断基準を感情に置いたもの。二カ月前の私であれば、即座に否定し、使うことさえ思考しなかった科白せりふです。

「……成長、だよな」

　と。不意にマスターが、私の隣となりで、まるでひとりごちるようにそう口にしました。

「どうしたのですか？」

「いや。……何でもないさ。ただ、お前も成長してるな、って」

「……マスター？」何な故ぜ、急にそんなことを。

「お前はちゃんと成長してる。これから先も成長し続けるんだ、って思ってな」

「何を仰おつしやっているのですか？」

「ただの感傷だよ」

　それは嘘うそだ、と反射的に思いました。

　マスターの表情からは、感傷や感かん慨がいなどではなく、むしろ決意のようなものが読み取れたからです。それはまるで──迷いを振り切ったような、そんな眼。

「どっちみち、今日きようも気は抜けないぞ。もちろん緊きん張ちようし続けても却かえって悪いけどな」

　そして、話題を転換するようにして、マスターは再び前を向きます。

　何か言いたくないことでもあるのかもしれません。いえ──恐らくは、誰だれかに何か言われて、それについて考え込んでいたのか。昨日きのうの殊こと子こさん辺あたりが怪しいですね。

「大丈夫ですよマスター」ですから私は、歩く速度を十パーセントほど上昇させ、隣となりに並んだマスターをほんの少しだけ追い越し、

「私はもっと、成長していきますから。その内、マスターがハードディスク内に保存している水着の女の人の写真みたいにぼよよんのぱややんです」

「いや、そういうことを言ってんじゃない……って、ちょっと待てお前、何か今僕は僕の人間としての尊そん厳げんに関かかわるようなことを聴きいたぞ!?」

「あれで隠しているつもりでしたか？」

「別に隠してる訳わけじゃ……いや違う、あれは……」

「ああいうのがお好みですか？」

「だからそうじゃなくてっ！」

　マスターは真まっ赤かになって狼狽うろたえます。おや、これは今までになかった反応ですね。

「これからはこの手で脅迫するとしましょう。さっそく今日きよう辺り、マスターのパソコンの中からその手のデータを洗いざらいサルベージして……」

「そんな救きゆう難なん作業はいらない！」

　これは非常に新しん鮮せん。私の頬ほおが、意い識しきせずに少しだけ緩ゆるみました。

　笑え顔がおを能動的に作成せずに済むようになってから二カ月弱。私はあれから少しずつ、上じよう手ずに笑えるようになっているのかもしれません。

　それにしても──マスター、本当にああいうのが好みなのでしょうか？

　照れ隠しなのか、或あるいは誤ご魔ま化かしなのか。

　早足で私よりも前に出たマスターが、ぽつりと言いました。

「ありゃ、お前が勝手に目を覚ましたんだよ」

「……そうですか」

　だとすると、ファーストキスはまだお預け、という奴やつですね。

　まあ、真しん偽ぎはともかく、意識を失った上でのことなのでノーカウントですけど。
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　何だか唐とう突とつに変な方向へ行ってしまった硝しよう子この追及をどうにかこうにか躱かわしつつ、学校に着いて屋上へ行き、里り緒おと登校中の生徒を観かん察さつした。

　ホームルーム開始のチャイム五分前に駆け込み、そうして僕の学校生活は始まる。

　ちなみに里緒との監かん視しは今日も成果なし。あっても困るが、なくてもただの不安の先延ばしなのかもしれない。まあ、少なくとも余計なことを考えずには済む。

　もっとも、朝の監視だけだと生徒の見落としも多い。全員が校門から入ってくる訳ではないし、登校した生徒全員を確かく認にんできないのだ。

　それを補うために、昼休み、授業中、それから放ほう課か後ごも。

　里り緒おの負担は一日中だ。……すまないなとは思うけれど。

「おはよう」既すでに登校していた芹せり菜なが僕に気付き、教きよう壇だんに背を預けたまま軽く手を挙げた。二学期最初の席替えで席は隣となり同士ではなくなったが、ふたりとも運の悪いことに最前列。

　チョークの粉だの、熱ねつ血けつ教師の唾つばだのが飛んできて憂ゆう鬱うつ極まりない。

　緒お方がたと鴛おし野のと話し込んでいる芹菜に応こたえ、僕は席に鞄かばんを置いた。

　──しかし、それにしても……よかった。

　僕は椅い子すに座り、溜ため息いきを吐つく。自然、肩の力が大きく抜けた。

　実のところ、昨日きのうからずっと、考え込んでいたことがあったのだ。

　悩みの原因は、昨日の殊こと子ことの会話だ。

　放課後、屋上で。僕にあいつが言ったことが、ずっと僕の頭の中をぐるぐる回っていた。

　その科白せりふ。

　──『私たちはね……変わりつつあるんじゃない。終わりつつあるんだよ』。

　もちろんそれは、ただの言葉遊びだと断じてもいいことだったのかもしれない。あいつ特有の、持って回った、意味深な、けれど示し唆さよりも嘲ちよう弄ろうが多く込められたような。意味があるようでない、愉快犯の読む詩にも似た繰くり言ごとだったのかもしれない。

　でも、その繰言は、それでも僕を揺るがした。

　だってあれは僕にとって、硝しよう子この成長を否定するようなものだったのだから。

　感情を芽め生ばえさせ、変化していくあいつが、即すなわち終わりに向かっているのだと。

　実際に変化しきった奴やつに──面と向かって。

　今日きようのあの夢もそのせいではっきりと見てしまったに違いない。夏休みからこっち、徐じよ々じよに朧おぼろげになってくれていたあの悪夢は、久しぶりに鮮せん明めいに僕を襲おそった。

　だけどそんな不安も、今日の硝子の言葉でどうでもよくなったと思う。

　はにかんだような笑えみに、硝子が終わりつつある訳わけなんかないと、そう確信できた。

「や、おはよう城き島じま」

　椅子の背もたれに身体からだを預けて息を吐いていると、クラスメイトの大おお田た敦あつしが僕のところへ歩み寄ってきた。ああ、と挨あい拶さつをして教室を見渡し、良りよう司じがまだ登校してきていないことに気付く。大田は良司が苦にが手てらしく、僕と一いつ緒しよにいる時はあまり近寄っては来ない。

「どうしたんだ？」

　大田敦。僕らが最初に出くわした五月の事件で中核になった、皆みな春はる八や重えの彼氏。

　一度死に──世界の『修正力リペイントマーカー』によって存在を復活させられた奴。

　相変わらず取り巻きを連れているし、性格があれから大きく変わった訳ではない。だけど、もう妙な奸かん計けいを使っていろいろと莫ば迦かなことをしていないし、皆春八重を裏切ってもいないことは調しらべて知っている。どこにでもいる、多少目立ちたがりな性格をしただけの少年だ。

「そう言えば今日きよう、なんか騒さわがしいけど」

　だから態度を変える謂いわれはなく、僕は普ふ段だん通り、クラスメイトに接するように笑えんだ。

「やっぱまだ知らないか、城き島じまは。今日、その話題で持ち切りだよ」

「その話題って何だ？」

　大おお田たは得意げに眼を細めた。

「ああ。このクラスにさ、転校生来るんだって」

「……え？」知らない奴やつに教えてやる、って得意げな態度が見え見えだったが、情報そのものに対しては驚おどろいた。僕は思わず声をあげる。

「珍しいよね。高校二年にもなって転校って。他ほかの県から引っ越してきたのかな？」

「そうだな……」

　確たしかに義務教育時代ならともかく、高校になってからの転校は珍しい。ましてやここは私立校だ。親の仕事の都合でどうしても引っ越しをしなければならなかったのだろうか。

　或あるいは──。僕はつい、別の可能性を考えてしまった。

「どんな奴だ？」

「はは、やっぱ気になるんだ、城島も」

　勘違いした大田が面おも白しろそうに笑うので、僕は表面上、まあね、と答えた。

「男か女かもまだわかんないんだよ、それが。ふたりで転校してきた兄妹か姉弟だってさ。そのうち片方がうちに来るっぽいんだけど……どっちなんだか」

「そうか」

「女だったらいいって顔に書いてるよ？　カノジョが泣くぜ、城島」

「だから違うって。それに、それを言うならお前だろ」

　からかってきたので切り返してやった。大田は、う、と痛いところを突かれて黙だまり込む。

「いや、ま、男よりは女の方がいいってのはカノジョがどうのとは関係ないでしょ？」

「そりゃあそうかもな」

　教室内に響ひびく声をよくよく聴きいてみれば、殆ほとんどのグループが転校生の話をしている。そうこうしている内に予よ鈴れいが鳴り、大田は自分の席へ去っていった。

　それと同時に良りよう司じが駆け込みで教室に入ってくる。遅刻ぎりぎりだ。鴛おし野のと付き合い始めてからあいつは芹せり菜なと登校時間を合わせるのをやめた。そういう奴なのは知ってたけど、今日はそれでも普ふ段だんより遅い。寝坊でもしたのだろうか、と良司のことを考えつつ、僕の思考の大部分は、その『転校生』とやらに費やされ始める。

　まさかとは思う。けれど、あいつの差し金である可能性を考こう慮りよしない訳わけにはいかない。

　まあ、里り緒おに確たしかめてもらえばそれではっきりすることでもあり──今すぐにどうこうという話でもない。あいつがそんな直接的に手て駒ごまを送り込んでくるのもおかしいし、仮にその転校生がそうだとしても、初日から衆しゆう人じん環かん視しの中で何か仕掛けてくる可能性は低いだろう。

　ざわついていた教室、上かみ手ての扉が開いた。

　瞬しゆん間かん、緊きん張ちようが満ちる。担任教師が入ってきて、その緊張は沈ちん黙もくへと変わった。

「お、その様よう子すじゃもう情報仕入れてるのか」

　中年で愛あい想そのいい、無ぶ精しよう髭ひげの担任が、教きよう壇だんに出しゆつ席せき簿ぼを置いてにやりと笑った。

「それじゃ早速だな。今日きようからお前らの仲間が増える。仲良くしろ」

　おおっ、と、まるで芝しば居いのような歓声。教師が「入ってこい」と大声で呼び掛け、そして。

　その転校生を迎え入れるにあたって、歓声はざわめきに変わる。

　男か女か。どっちかわかんない、そう大おお田たは言った。

　だけど、違った。

　どっちか、ではなく、

「……ふたりとも？」どっちも、だった。

　入ってきたのは、長身の少年と、やや小柄な少女。

「……うわ、すげ」僕の後ろの席に座った塚つか原はらが感かん嘆たんの声を洩もらす。

　クラス中で似たような呟つぶやきがある。

　確たしかに──両方とも、とても整ととのった容姿をしていた。

　男の方は、よく言えば美少年、悪く言えば気き障ざっぽい。女の方も同様に、よく言えば美人で悪く言えば冷たそう。けれど双方とも、アイドルと言われれば納得してしまいそうだった。

「双ふた子ごだそうだ」担任教師が何な故ぜか得意げに言い、狙ねらい通りに歓声があがる。

　美男美女の双子。

　確かにそれは、歓声をあげたくなるほど珍しい。あまり似ていないのは二卵性だからか。

　紹介されたふたりは、順番に頭を下げた。

「兄の津つ久く見み奏かなでです」

「妹の津久見逆さか絵えです」

　担任はその礼に合わせて黒板にふたりの名前を書いていく。男の方が奏。女の方が逆絵。

　ふたりとも見たことのない制服姿だった。県外からの転校だろうか。
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「両親の仕事の都合で編へん入にゆうしてきました。よろしくお願ねがいします」快活に笑う兄に、女子生徒がうっとりとした視し線せんを送る。気障っぽい顔に見えて態度は丁てい寧ねいだった。

「まだわからないことが多いですが、いろいろ教えてください」今度は妹。惚ほうけるのは男子生徒の番だった。冷たそうな顔が驚おどろくほどおっとりとした、魅み力りよく的てきな笑え顔がおになる。

「席は……そうだな。そことそこ、ひとりずつ後ろに行け」

　担任の指示に従って、窓から一列目と二列目が、それぞれひとりずつ机ごと下がる。

　窓から三列目の一番前である僕の席、その右みぎ隣どなりふたつの空間が空き、副担任が新しい机を持ってきてそこへ並べた。

「隣となりは……城き島じまか。微妙に頼りねえなオイ」

　担任の冗じよう談だんにクラスが笑った。何だよそれと少し思うが僕は肩を竦すくめる。

「ま、いろいろ教えてやれ」

　僕の隣に来たのは妹の方。逆さか絵えと名乗っていた。珍しい名前だ。

「よろしくお願ねがいします。えっと……」

「城島くん、でいいのかな？　よろしく」彼女の挨あい拶さつに合わせて、兄の方も頭を下げてきた。

「ああ、よろしく。わかんないことがあったら尋きいて」

　転校生に対しての挨拶としては殆ほとんど定例句だったが、ドラマやなんかで耳にすることはあっても言うのは初めてだな、と思いつつ、僕は当たり障りのない笑え顔がおで答える。

「あ、俺おれ、塚つか原はら。塚原秋あき生お。サッカー部だから！」

　……そう言えば、美少女の近くの席になったら大はしゃぎするような奴やつが背後にいたな。

「おい塚原、はしゃぐな、自己紹介は後だ！　一限目の数学で時間取ってもらってるからな。お前らもなんか気の利いた挨拶でも考えとけ」

　普ふ段だんなら担任の確かく認にんに返事なんてしないのに、その言葉に全員が、ええー、とか、はーい、とか、思い思いの返事をする。なんだこの中学生日記。

　僕はその空気に思わず心中で苦笑しながら、姿勢よく座った転校生たちを一いち瞥べつした。

　転校してきたにしては少し落ち着き過ぎているような気もするけれど、考え過ぎだろうか。

　まあ、用心するに越したことはない。どちらにせよ、僕があれこれ世話を焼かなければならないこの状況は、それはそれで厄やつ介かいなのかもしれないし。

　何ごとも起きなければいいけどな、と僕は思った。

　──日常も、非日常も。
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「……どうしたの晶あきら？　なんだかお疲れだね」

　給水塔の上で空を見あげて寝ね転ころんだ僕を覗のぞき込み、里り緒おが相変わらずの笑え顔がおで言う。

　僕は返事をする気力も絶え絶えに、ああ、とだけ短く応こたえた。

「昼ご飯、食べないの？」

「もう少ししたらな。今はちょっと食欲がない……先に食べててくれ」

「いいの？　じゃあ、お先に」

　コンビニの袋からおにぎりを取り出してビニールを破く里緒が視界の端に映る。天気は憎らしいほどに快晴。降り注いでくる日差しはまるで光学兵器のように暑いが、屋上の一番高い場所、給水塔の上にいるからか、風だけは心地ここちいい。

　とにかく、午前中の気疲れが、僕から完全に生気を奪っていた。

　原因は転校生ふたり──いや、むしろクラスメイトたちだ。

　美男美女の双ふた子ごという物珍しさで、二年三組は異常に浮き足立った。休み時間の度たびに僕の隣となりの席には人だかりができ、どこから来たのだの今はどこに住んでるのだの、趣しゆ味みはあるのかとか、今度歓迎会でカラオケに行かないかとか、そんなお決まりの質問が彼らを責め立てる。

　普通ならこういう時は同性が主に集まってくるものだけど、都合のいいことに向こうは男女のペアなものだから、本当は男の方に群がりたい女子たちや本当は女の方に群がりたい男子たちも一石二鳥とばかりに殺到する。クラスメイトの殆ほとんどがあの双子へと押し寄せる様さまに、近くにいた僕はこいつらってこんなにエネルギーがあったっけ、などと思ってしまった。

　いや──それだけならばこうも疲れない。

　僕の席の周囲に人が群がるなら、そこから離はなれてしまえばいいだけの話だ。そう思い、僕は二限目の休み時間にそれを迷わず実行しようとした。

　だけど。

　どうも、担任に『面めん倒どうを見てもらえ』と言われたのを真まに受けたらしい。双子の妹である津つ久く見み逆さか絵えは、クラスメイトの衆しゆう人じん環かん視しの中、周囲を見渡すとこう言ったのだ。

「あ……城き島じまくん、どこに行ったの？」

　逃げようとしていた僕は、即そく座ざに呼び戻された。

　しかも──クラスメイトの男どもの刺とげ々とげしい視し線せんを一身に受けながら。

　結局、二限目の休み時間以降、僕は、ずっと彼女の傍そばにいやがって殺すぞという男子生徒の殺意と、こんな可愛かわいい転校生が頼りにしてるのにそれを放棄したら許さないからねという女子生徒の監かん視しを針の筵むしろにしながら、あのふたりの世話をさせられることになった。

　緊きん張ちよう状態は休み時間のみならず授業中さえも続いた。彼女たちの前の学校ではここよりも少し授業内容が遅れていたらしく、わからないことがあったら助けを求めるような眼で僕を見てくる。授業中に気を抜いてその視線に気付かなかったら背後から消しゴムをぶつけられた。冗じよう談だんじゃない。僕は一応、平均的な成せい績せきの持ち主ということになっているのに。

「あれ、天然なのか……？」

「ん？　何が？　どうしたの晶あきら」

「いや……」

　男の方、奏かなではまだよかった。席が隣となりになっていない分、逆さか絵えを介して僕を頼ってくるからだ。問題は逆絵の方で、後ろの席に女子がいるんだからそっちと仲良くすればいいのに、何が何でも僕に面めん倒どうを見てもらうつもりのようだった。

　結局──昼休みになって、用事があるから昼休みはこいつにいろいろ教えてもらってくれと芹せり菜なをスケープゴートに、僕は這ほう々ほうの体ていで逃げ出してきた。正直、彼らが無限回廊エターナル・アイドルの回し者だったら、などと考え込む余裕はなかった。まあ、仮にそうだったとしても、あの人混みの中ではこっちも向こうも手は出せないだろうけれど。

「とにかく、疲れたよ。……転校生が来たんだ」

「ふうん」

　僕の溜ため息いきに里り緒おはそっけない。当たり前だ。他者を他者として認にん識しきできない里緒にとって、転校生だろうが美男美女の双ふた子ごだろうが、意味はないのだ。虚軸キヤストでなければ、それこそ背景の郵便ポストや電柱と同程度の存在なのだから。

　しかしその無関心さが、今は嬉うれしくもある。

「なあ里緒。その転校生、今日きようにでもどうにかして引き合わせるから、調しらべてくれないか」

「ああ、そういうことか。うん、里緒はおーけーだよ」

「双子なんだ。……単に珍しいから怪しく思ってしまうだけなのかもしれないけどな」

「双子って、一いつ緒しよに生まれたってこと？」

「そうだけど、どうかしたのか？」

「うん。何となく。……一緒に生まれるのって、恐こわいなって思って。だって生まれた瞬しゆん間かんからふたりなんでしょう？　どっちがどっちだか自分たちでわかんなくなっちゃいそう」

　自己の唯一性に何よりこだわる里緒らしい科白せりふだった。

「性別が違うからそれはないだろうさ。遺い伝でん子し的てきにもふつうの兄妹と変わりない」

「じゃあ、顔も似ていないの？」

「そうだな」あまり似ていない。

　と言うよりも、雰囲気すら異なっている。二卵性なのだから当然かもしれない。

　容姿が整ととのっているのだけが共通項で、さぞかし両親も美男美女同士なのだろう。

「でも、里緒はやっぱり厭いやだな。里緒には関係ない話だけど」

「ま、そうだな。あのふたりが普通の人間なら、里緒にとっては関係ない奴やつになる」

　しばらく休んでいると、どうにか食事してもいいと思えるくらいにはなってきた。

　僕は起きあがり、傍かたわらに置いてあった弁当を手に取る。

「食べるの？」

「ああ。もう大丈夫だ」

　と、包みを開き、箸はしを手に取ったところで、

「あ、蜜みつだ！」里り緒おが喜き色しよくとともに、そう叫んだ。

「……何よ」

　給水塔の下──鉄てつ扉ぴを開け、屋上へと上がってきた舞まい鶴づる蜜が、里緒の声に反応して、怒ったような顔を一いつ層そう不ふ機き嫌げんに曇くもらせる。

「なんだ、里緒か。大声で名前呼ぶんじゃないわよ……って、城き島じまも一いつ緒しよなの？　最悪ね」

「……お前が来るのが悪い。僕らが昼休みにここにいることくらい知ってるだろうが」

「そりゃ知ってるわよ。でも、話し掛けてこなければいいだけの話でしょう？」

「ええー。そんな悲しいこと言っちゃ悲しいよ、蜜」

「ああもう、わかったわよ！　ったく……」

　泣きそうな顔になった里緒を見て、舞鶴は観かん念ねんしたように顔をしかめた。

　しかしなんでまた、こいつが屋上に。

「……煩うるさいのよ、周りが」

　怪け訝げんに思ったのが顔に出ていたのだろうか。舞鶴は面めん倒どうそうに、自分の左腕を挙げてひらひらと振った。その腕、肘ひじから下が光こう沢たくを放っている。

「なるほどな」義手だ。

　二カ月前の戦いの際、自分で切り落としたのだから自業自得と言えなくもないのだが、ともあれそれは、クラスメイトたちにとっては障しよう碍がいと見える。

「ずっとこっちを見もしなかったくせに、腕が一本なくなった途と端たん注目の的まとよ。特に食事時なんて変な視し線せんが集まってやりにくいったらありゃしないわ。面おも白しろがってんだか気の毒がってんだか知らないけど。まったく……善意も悪意もことごとくうざったいってのよ」

「じゃあお前、毎日場所を変えて弁当食べてんのか？」

「そうよ」憮ぶ然ぜんとして言い放つ舞鶴。いや、来るなら毎日屋上に来ればいいのに。毎日毎日食事場所を求めて徘はい徊かいって、けっこう間抜けな気がするのだけど。

　……つっこんでも煩いことになるからやめておこう。

「ま、善意も悪意も一過性のものだ。その内みんなお前に飽あきるさ」

　代わりに、善意と悪意を込めてからかってやる。

「何よそれ。あんたって本っ当に性格がねじ曲がってるわね」

　あまり効果がなかった。舞鶴は一いつ蹴しゆうし、適当な日陰に腰を下ろす。

「ねえ、蜜も一緒にここで食べようよ」

　里緒がにこやかに給水塔の上から手招きした。

「冗じよう談だん。あんたたちと馴なれ合ってどうするの？　しかもそんな狭いところで」

「狭いんなら里緒が抱っこしてあげようか？　あ、それとも蜜が里緒を抱っこしてくれる？」

「……あんた前半は無視!?」

　このふたりも相変わらずだ。そもそも里り緒おには舞まい鶴づるの皮肉も厭いや味みもまるで通じないのだ。なんだかんだ言って舞鶴と一番仲がいいのは里緒なのかもしれない。

「もう、蜜みつったら。里緒のこと代名詞で呼んじゃダメだよ」

「ああはいはい。わかったわかった」

「わかってくれたんならいいよ。で、どうする、蜜？　どっちが抱っこする？」

「話聞けっ！　どっちもしないってのよ！」

　真まっ赤かになって声を荒げる舞鶴に、僕は苦笑した。

「……どうでもいいけどお前、喧けん嘩か以外のコミュニケーション覚えた方がいいぞ」

「あんたもどさくさに紛まぎれて失礼なこと言ってんじゃないわ！」

　適当に、悪かったよ、とあしらいつつ、僕は食事を再開する。舞鶴はそれにまた怒ど鳴なりかけたが、結局ぶつぶつと何ごとかを呟つぶやきながら購こう買ばいのパンを齧かじり始めた。

　今日きようは手作り弁当とか持ってきてないのか、などと茶ちや々ちやを入れるのはやめておこう──ってか、そういうことは殊こと子この役目だ。

　屋上には僕ら以外誰だれもいない。春や秋なら昼休みにちらほらと人が来るのだが、時期は残暑真っ盛りの九月。教室ではクーラーが効いているのだ。

「……そういや、暑くないのか？」僕は里緒に尋きいた。里緒が学校で上下ジャージ着用なのは夏だろうが冬だろうが変わらない。

「うん。大丈夫だよ。里緒ね、あまり季節や温度って気にならないんだ。鍛きたえ方が違うもん」

　……どう見ても全然鍛えてないのだけど、まあ、本人がいいのならいいだろう。

　ぽつぽつとどうでもいい会話をし、十分も経たって僕は食事を終えた。

　見れば舞鶴はとうにパンを片付けてしまっていて、だけど階下には降りずに、ぼんやりと屋上からの風景を眺めている。昼休みが終わるまではこうしているつもりだろうか。

　などと考えていたら、彼女がぼそりと呟いた。

「……呑のん気きなもんね」

「何だって？」

「あら、聞こえちゃった？」これ見よがしに僕らを仰あおぎ見て、不敵に笑う。

「ま、呑気って言うなら私もたいして変わりはないのだけれど。あんたが戦ってる相手は、こっちがじたばたしてても仕方のないようなやり方で攻めてくる訳わけだしね」

「何が言いたいんだ、お前」

　訝いぶかしむ僕を見あげ、舞鶴は立ちあがった。

「……でも、それでも、あんたって相当な呑気には違いないって思って」

「だから何が言いたい」

「殺気がないわよ、城き島じま晶あきら」

　殺気──だって？　いきなりこいつは何を言い出すのだろう。

　しかし、その視し線せんは真まっ直すぐに僕へと向いていて、

「ほら。以前までのあんただったら、私がこんなふうに皮肉のひとつでも言えば、即そく座ざに殺気を向けてきてたわ。まるで──私のことを敵と見なしてるみたいに」

　そしてその言葉もまた、僕を突き刺そうとしているようだった。

　呑のん気き。殺気がない。つまり、

「気が抜けてるってでも言いたいのか？」

「違うわよ」が、舞まい鶴づるは失笑する。

「勘違いしないで。そんなことを言いたい訳わけじゃないわ。気が抜けてるかどうかって言うのなら、本質的にあんたは何も変わっちゃいない。いざ敵が現れれば、これまでと同じように詭き弁べんと欺ぎ瞞まんと偽ぎ善ぜんで以もつて相手を容よう赦しやなく奈な落らくに叩たたき落として、叩き落としておきながら何なに喰くわぬ顔で手を差し伸べるでしょうね。そういう……あんたの最っ低な、それが故ゆえにどうしようもなく厄やつ介かいな性格が……消えたり薄うすれたりした訳じゃないわ」

「だったらどういう意味だ」

「ふん。自分で気付いてないの？」

　僕は舞鶴を睨にらみ付けるが、彼女は意に介さない。

「それなら親切な私が教えてあげるわ、城き島じま。あんた……境界線を引き直してるわよ」

「境きよう界かい線せん……？」

　どういうことだ、と僕が問うより早く。

「要するにね、あんた、こちら側に歩み寄ってるってこと。里り緒おや、殊こと子こや、佐さ伯えきや、それどころか本来殺し合ってもいいはずの私にすらね」

　境界線を引き直す。こちら側に歩み寄る。

　僕はそこでようやく、舞鶴の言わんとしていることを理解した。

　舞鶴蜜みつ──虚軸キヤスト『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』は、嗤わらう。

「そうなっちゃったのは、前回のあの一件からでしょうね。つまり硝しよう子こを取り戻してから。その時にあんたの中でどんな変化があったかは知らないしどうでもいいけれど……城島、今のあんた、日常にいるより非日常にいる方が楽なんでしょ？」

　僕は呆ぼう然ぜんとする。

　舞鶴の指摘は、奇くしくも昨日きのう、殊子に言われたことと通じるものがあった。

「……そうか」

　前回の事件の時、僕は一度、硝子を失った。

　そのことが──自身で意い識しきしないまま、僕の根幹を少しだけ組み替えてしまっていたのだ。

　舞鶴の言う『こちら側に歩み寄っている』。

　その『こちら側』というのはつまり、非日常の世界。

　僕が排除しなければならないと思っていた異質だ。

　その異質に、いつの間にか僕は、親和してしまっていた。

　境きよう界かい線せんを踏み越えるのではなく、境界線を引き直す。なるほど舞まい鶴づるの言葉は当を得ている。芹せり菜なや良りよう司じのような日常側の人間たちと一いつ緒しよにいるよりも、殊こと子こや里り緒おたち、つまり非日常側の異質たちと一緒にいる方が気を楽にできる、僕は無む意い識しきのうちに、そう感じていたのだ。

「……ふん、そういうことか」

　自じ嘲ちよう気味に失笑した僕を見て、舞鶴は──日常を完全に捨て去り、かつて持っていたすべてを自分から遮しや断だんしてしまった『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』は──敵意をジャムのように塗りたくった視し線せんで、僕を舐なめるようにじろじろと睥へい睨げいする。

「勘違いしてるんじゃない？　城き島じま」
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　笑え顔がおにすら毒を混じらせて、だけどそれが故ゆえ、声には揺るぎがない。

「もしもあんたが何もかもを捨ててこっち側に来るってんなら止めはしないけど、それは要するにあんたが、生半な覚悟でそっち側に留とどまっていたっていう証あかしなのよ。日常ってのはね、あんたが考えているほど気楽なもんじゃないわ。確たしかに私たちに関かかわってるよりも命の危険はないでしょうし、これ以上何かを欠落させなくて済む。でもね……日常だろうが非日常だろうが、呑のん気きでいられると思ってたらとんだ勘違いよ。殺し合いの非日常も、安あん穏のんと流れる日常も同じ。あっちもこっちも血みどろの戦場であることに変わりなんかないわ」

　それは、舞まい鶴づるがこれまで生きてきた中で得た自分なりの結けつ論ろんなのか。

　それとも、この日常と非日常に横たわった、純然かつ絶対的な真実なのか。

　僕にはわからない。

「捨てるのなら捨てればいいわ。逃げたいなら逃げればいい。でもね……捨てるのか、逃げるのか。自分が真にどっちを選んだのかは、自分でちゃんと理解しとくことね」

　けれどそれは少なくとも、僕に何かを納得させるのに、充分な言葉だった。

　転校生の対応が疲れたからといって、屋上へと逃げてきた僕。

　呑のん気きな所しよ業ぎようだったのかもしれない。

　虚軸キヤストとして殺し合う非日常は、ある意味で楽だ。

　そう、それこそ──転校生やクラスメイトに気を遣つかう日常よりも。

「破格の親切だな、舞鶴」

「ふん。……勝手に言ってなさい半はん端ぱ者もの。ただね、これまでと違って、あんたは君きみ子ことも無関係でいられなくなった。だから私もあんたと無関係を気取ってられなくなったって、要はそれだけ。その中途半端な移り気で、あたしの行く先を妨さまたげないでって、そういうことよ」

　断言する舞鶴。

　確たしかにこいつは僕と違って完全に覚悟を決めている。境きよう界かい線せんをどこに引いているか。そして向こう側とどう接していくか。その意志には揺るぎがなく、行動に迷いもない。

　そんな舞鶴から見れば、僕はふらふらと邪じや魔まな半端者なのだろう。

「礼だけは言っとこうか。考える切っ掛けになった」

　僕は給水塔から腰を上げ、屋上のコンクリへと飛び降りた。

「悪い、里り緒お。僕は教室に戻るよ」

「うん。じゃあ、また放ほう課か後ごだね、晶あきら」

　僕と舞鶴の話を聴きいていたはずの里緒に態度の変化はない。それはいつものことだ。自分の興きよう味みがないことに、里緒は意い識しきをまったく向けない。

　だから僕は踵きびすを返し、階下へ繋つながる扉に手を掛ける。

「ね、蜜みつ。晶が行っちゃうんだったら、こっちに昇ってこない？」

「は？　だから行かないって言ってんでしょ」

「そっか。じゃ、里緒が降りようっと」

　背後で里緒が飛ぶ軽やかな音がした。

「って……降りたのはいいとして、なんでそんなにくっ付いてくるのよっ！」

「うわ、蜜は髪がさらさらだね。殊こと子こやネアよりすべすべしてる」

「ふん、当たり前よ。あんな不健康そうな生活してるあいつらよりも余よ程ほど……って、違うっ！　こんな夏場になに考えてんの!?　暑苦しいでしょ、離はなれなさい莫ば迦か！」

「大丈夫だよ。里緒は暑くないもん」

「そういうこと言ってんじゃないっ！」

　仲良く──たぶん仲良くだろう──じゃれ合い始めたふたりを後しり目めに、屋上の扉を開けた。

　さて。階下も戦場、か。




　教室に戻ったのは昼休み終了十五分前。

　上かみ手ての扉を引き、入った途と端たん、とてつもなく厭いやな予感がした。

　まず目に入ったのは、僕の席の周囲にできた、その他ほかには何も目に付かないほどの人だかり。普ふ段だんはクールを気取ってこういう騒さわぎには参加しない奴やつや、あまり学校生活そのものに興きよう味みのない奴らまでも一いつ緒しよになって、転校生ふたりを取り囲んでいた。

　そして、そのクラスメイトたちが一斉に、教室へ踏み入った僕に、視し線せんを向けたのだ。

「え、っと」思わず腰が引ける。

「……なんだ、これ」

　何な故ぜか一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、

「城き島じま」大おお田た敦あつしが僕を手招きして呼んだ。

「逆さか絵えちゃん、城島くん帰ってきたよ」同時、女子が津つ久く見み逆絵に呼び掛ける。ってか、早くも呼び方に親しみが込められていた。美男美女って得だなと少しだけ思う。

「お帰りなさい、城島くん。用事、終わったの？」

　立ち上がった津久見逆絵が嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。冷たそうな目鼻立ちが可か憐れんに咲く。矛む盾じゆんした表現だけどそうとしか言えない。クラス中の男子生徒と女子生徒が、それをうっとりと眺めていた。ギャップが魅み力りよくになっているのだろうか。

「ごめんよ、城島くん。逆絵、どうもきみに懐なついちゃったみたいだ」

　次いで兄、津久見奏かなで。こっちは喋しやべり方に微妙な気き障ざっぽさがあるが、それでもぎりぎりのところで人なつこさを残している。女子生徒だけでなく、男子生徒にも受けがよさそうだ。

　仕方なしに人混みの中へ進む。……なるべく目立たないように学校生活を過ごすのが僕の信条だったはずなんだけど……どうも硝しよう子こが入学してきてから、それが崩ほう壊かいしつつあるような。

「いや、懐いたって言われても」って、誰だれかが僕の背中に小さく膝ひざ蹴げりを入れてきた。からかわれているのか恨まれているのかはあまり考えたくない。

　で、その人混みが開けた先。

　台風の目である津久見兄妹、その妹の隣となりに座っていた芹せり菜なが、立ち上がってこっちを向き、

「あ、お帰りなさい、城島くん」

　どういう訳わけか、とてもにこやかな──とびきりの笑え顔がおを、僕にくれる。

「あ、あ……ただいま」やばい。

　これはやばい。非常に、絶対に、確かく実じつに、完かん璧ぺきにやばい。

　芹菜のこの笑顔に、僕は見覚えがある。子供の頃ころ、何度か目にした。

　そしてその記き憶おくの中で、僕は常に、大泣きしていたような……。

　何な故ぜならこれは、りなちゃんが心底から機き嫌げんの悪い時にだけ見せる笑え顔がおで、

「えっと、……森もり町まち？」

「じゃあ津つ久く見みさん、あとはバトンタッチで」

「あ、森町さん、もしかして……何か用事があったの？」

「え？　あ、違う違う。別にどこにも行かないよ」

「そう。それならよかったわ」

　呼び掛けた僕から顔を背そむけて、津久見逆さか絵えと話を始める芹せり菜な。向き合っている気け配はいは至って普通で、そこに怒りは感じられない。

「さあ城き島じまくん、座って？」でも、一転、その顔が僕へ向いた途と端たん。

　たぶん僕だけにしかわからないけれど、明らかにその笑顔が変わる。

　──ええと……これは……。

　なんだか無む理り矢や理りに座らされた僕の目の前では、津久見逆絵がにこやかに笑えんでいた。

「みんなで、城島くんの話をしていたのよ」

「……え？」悪気がなさそうに微笑ほほえむ津久見妹。でも、なんだその『城島くんの話』って。

「ええと、僕はどういう扱いを……」どうにも耐えきれなくなって周囲を見渡す。

　全員が全員、そっと眼を逸そらしやがった。

「私はいい人だと思うわ、城島くんのこと」

　天然なのか、或あるいは大おお真ま面じ目めなのか。津久見さんは、真まっ直すぐに僕を見詰めて言った。

「あ、っと……お礼を言えばいいのかな？」

「いいえ。隣となりの席が城島くんでよかったと思って。ね、奏かなで兄さん？」

「そうだね。転校することになってとても不安だったけど、よかったな」

　──いや、何か特別なことをした覚えはまったくないのだけど……。

　芹菜が怒っている訳わけがわかった気がする。

　というかそれどころではなく、クラス中の視し線せんが恐こわい。

　城島って面めん倒どう見みよかったんだなといった顔で見直している視線。転校生が可愛かわいいからって気合い入れちゃってというふうに呆あきれている視線。上う手まくやりやがったなこの野郎とばかりな嫉しつ妬との視線。それらの雑多な感情が混こん沌とんとして入り交じっている。

「城島、津久見さんが可愛いからって浮気するなよ」

　よりによって大おお田たがくだらない冗じよう談だんで、背後から僕の肩を叩たたいてきた。

「あ、噂うわさの可愛い彼女さんね。もしよかったら今度会わせて欲しいわ」

　周囲の空気を無視してマイペースな津久見妹。

「いや、その、彼女って訳じゃ……」

「あ、そうなんだ？　よかったじゃないか逆絵。お前にもチャンスがあるんだ」

　そしてよりにもよって周囲を強こわ張ばらせるようなことを言う津つ久く見み兄。

「もう、変な冗じよう談だんはやめてよ、奏かなで兄さん」

　おっとりと兄を諫いさめる彼女の言葉もフォローには足りなかった。

　周囲から、ひそひそと話し声が聞こえる。

「おい……どうするよ」

「…………殺やるしかねえか？」

「そうだな……でも」

「明るい夜は目もく撃げき者しやがいる。だから闇やみ夜よを狙ねらおう」

「ああ、実行に移すなら新月の夜に……って、おい、塚つか原はら、早まるな！」

「煩うるさい！　俺おれはもう我慢ができんっ」

「見付かったら犯罪になるぞ！」

　……見付からなくても犯罪だよ。

　話し声の一部が集団から離はなれて、大きくなっていく。

「待て、俺に考えがある！」

「なんだよ、言ってみろ」

「物理的にじゃない、社会的に殺ればいいんだ……！」

「な……ッ!?」

「安心しろ、社会的に抹まつ殺さつされたって人間の例は世界に幾らでもある」

「そうか……その手があったか！　お前頭いいな！」

「よし、じゃあ早速対策を……」

「俺、親おや父じが市役所に勤めてんだ。戸こ籍せきからいっとくか!?」

「変な写真校内にバラまくって手もあるぞ」

「パソコン得意な奴やつ、いるか？」

　…………勘かん弁べんしてくれ。

　うちのクラスの男子どもはどうしてこういう時だけ一致団結するんだろう。

　階下も戦場だ、などと冗談めかして思った数分前が懐なつかしい。

　戦場どころじゃない。集中砲火じゃないか。

　できるだけ日常で目立たないように、ずっとそう心がけてきた。だけど今年ことしになって、そんな長年の努力が音を立てて崩れているような気がする。

「どうかしたの？　城き島じまくん」

「え？」

「ちょっと城島くん、せっかく逆さか絵えちゃんが話してたの、聴きいてなかったの!?」

　……女子も敵かよ。

　僕は曖あい昧まいに笑って返事をしつつ、津久見妹の穏おだやかな笑え顔がおを前にして途方に暮れる。

　こうして昼休みは、なんだかもう訳わけのわからないままに終わってしまった。




　　　　‡




　七時間授業を終え、放ほう課か後ご。

　今日きようもまた、取り立てて普ふ段だんとは差異のない一日でした。

　いつものように登校し、いつものように午前の授業を受け、いつものように昼休みに談だん笑しようし、いつものように午後の授業をこなす。つまり──何もかもが十全。

　何も起きないのはいいことだ、とマスターはいつも言っています。もちろん家に帰るまでが学校生活ですので気を抜くのは尚しよう早そうですが、少なくとも、学校で『無限回廊エターナル・アイドル』が襲おそってくる確かく率りつは、時刻が下がるにつれ減少していきます。

　私は荷物をまとめながら肩の力を抜きました。

「硝しよう子こちゃん、今日は真まっ直すぐ帰るのー？」

　そんな私の許もとに、きみちゃんがとてとてと駆け寄ってきます。仕し草ぐさはやや緩かん慢まんですが、既すでに荷物をまとめ終わっているあたり侮あなどれません。

「いえ……市立図と書しよ館かんで借りていた本の返却日が今日までですから、ちょっと逆方向に寄り道する必要があります。どうしましたか、きみちゃん」

「うん。あのねー。私、ちょっと急いで帰らなきゃいけないのー」

　それにしてはあまり焦あせっているふうには見えませんが、まあ、それは彼女の仕様でしょう。

「おばさんが早く帰ってくるから、料理作んなきゃなのー」

　きみちゃんが暮らしている速はや見み家けの母親──つまり殊こと子こさんのお義か母あさまは、印刷会社に勤務しています。いつもは帰る時刻が不定期だから、早めに帰ってくる日は料理の腕に寄りをかけたいということでしょう。きみちゃんらしい心こころ遣づかいです。

「八や重えさんは部活ですよね？」

「うん。いつものことだけど」

　帰りの挨あい拶さつに私たちのところに来た八重さんが、ぶっきらぼうに頷うなずきます。

「姫ひめは？　暇じゃないの？」

「ふふふ……。何を隠そう私は何もすることがないわ！」

　八重さんの背後から現れたひめひめは無む駄だにＶサイン。

「じゃあ姫、硝子に付き合ってあげたら？」

「そうねえ。帰りにマックでいいわよ」

「うわー……ひめひめ、安上がりだー」

「ではこれからひめひめのことを安い女と呼ぶことにしましょうか」

「あんたせっかく私が付き合ったげるって言ってんのに……」

「飲み物はＭサイズまでですよ。Ｌサイズはセレブ過ぎます」

「追い討ちっ!?」

　ジト目で私を睨ねめつけるひめひめ。

　まあ、こういう冗じよう談だんが言えるようになったのは、四人の関係が良好な証拠ですね。

「硝しよう子こ、今日きようは姫ひめのお守もりだね」

「ちょっと八や重え、それ逆じゃない!?」

　微笑を浮かべ、八重さんがひめひめをからかったのが別れの合図。

「じゃあ、また明日あした」

「私もさっさと帰るねー」

　という訳わけで、今日は私とひめひめ、ふたりで寄り道しつつ帰宅と相あい成なりました。

「仕方ないな。図と書しよ館かんまで、私の自転車の後ろに乗っけてってあげよう」

「ひめひめ、ふたり乗りは道交法違反ですよ。……まあ、提案は受けさせて頂きますが」

「ふたり乗りだとだいたい五分くらいかな？」

「そうですね、それほど遅くはならないでしょう。よろしくお願ねがいしますね」

「いえいえ。……あ、そう言えばさ、硝子」

「どうしました？」

　ふと、ひめひめが私に顔を近付けました。

「……あれから、何かあった？」

　声の調ちよう子しを落とし、内ない緒しよ話ばなしのように周囲を窺うかがいながら。

　それは私の正体を知っているひめひめとだからできる、秘密の話の合図です。

「いえ、特には何もありません。ただ、あれの行動はいつも唐とう突とつですから、気を抜くのは禁物です。ひめひめも注意だけはしておいてくださいね」

「うん。わかってる。……また私を使ってこようとするっていうのはないと思うけど……」

「それもわかりませんよ。裏をかいてくる可能性もありますから」

　一時期、無限回廊エターナル・アイドルの固定剤リターダだったひめひめは、その際に無限回廊エターナル・アイドルの思考を少しだけ盗み見ています。その彼女が知る限り、前回の事件を起こした時点で、無限回廊エターナル・アイドルは次の標的を決めていなかったそうですが──考えを変えたという可能性も捨てきれません。

「そっか。ま、私が何かできる訳でもないんだけどね」

　笑いながらの言葉ですが、やはりその表情には僅わずかな恐怖があります。それは当たり前。虚軸キヤストのことを知っているとは言え、彼女はもう、普通の人間に過ぎませんから。

「大丈夫です。いざとなれば殊こと子こさんもいますし」

「ん。そだね」

「それに……六月の事件では不覚を取ってしまいましたが、たとえ再びひめひめが標的にされても、ひめひめが心配することなど皆無です。……もちろん、きみちゃんや八重さんに関してもそうですが……私が必ず、みんなを守りきってみせます」

「……うん。頼りにしてるよ」

　そう言うと、ようやくひめひめの顔から恐怖は消えてくれました。

「じゃ、後ろ向きな話は置いといて、そろそろ行こうか」

「そうですね。よろしくです」

　ひめひめの言う通り。不安を言葉にするのは不毛です。

　という訳わけで、図と書しよ館かんに出発しようとふたり立ちあがったのですが、

「あ、硝しよう子こ、やっほー」

　その瞬しゆん間かん──教室の外から、聞きき慣なれた声が私の耳に届きました。

「おや……」振り返ると、ジャージ姿の小柄な身体からだがこちらに手を振っています。

「里り緒おさん、どうかしましたか？」

　この教室まで来るのは二度目ですね。私は窓まど際ぎわへ行きました。

「何か私に？」

「うん。晶あきらがね、頼みがあるって」

「先せん輩ぱいが、ですか？」

　でしたら、わざわざ里緒さんを介してでなくメールでも打てばいいのに。

　そんなことを考えていると、里緒さんが私へ、自分の携帯電話を差し出してきました。

「これ見て」

「え、はい」画面を覗のぞき込みます。

　そこには、マスターのアドレスで送信されてきたメール。

『すまないけど、放ほう課か後ごの監かん視しは中止して硝子のところに。四時半頃ごろ、一の九の前を通りがかるようにするから、僕に同行してる奴やつらを確かく認にん頼む』

「……だってさ。何が起きたのかわかんないけど」

　言いつつ、里緒さんが怪け訝げんな顔で首を傾かしげました。

「そうですね。どうして私に連絡なしなのでしょう？」

　文面も各所で不自然です。『通りがかるようにする』とか『同行してる奴ら』とか。

　と、里緒さんが思い出したように、

「そう言えば、転校生が来たとか言ってたよ、晶」

「……え、そうなのですか？」その情報は初耳です。

「だとしたら、その転校生の確認をして欲しいということですかね」

　しかしマスター、それならば何な故ぜ、私に一報してこなかったのでしょう。

「時間がなかった、と考えるのが妥当でしょうか」

「そうかもね。だってこの晶のメールが送られてきた時間って、授業中だよ」

「確たしかあの人、今は一番前の席ですよ。そういうことは難むずかしいかと」

「じゃあやっぱ、休み時間に打つ暇がなかったんじゃない？」

　私の背後で、ひめひめが身を乗り出して言ってきます。

「でしょうね。しかし、それなら同報メールにでもすればいいものを……これは面めん倒どうくさがったというのが本当のところだと判断します」

　机の中に隠してメールを打つにしても、マスターならそのくらいはできるはずです。

「まったくあの人は……」

「ふふ、硝しよう子こ、まるで主婦みたい」

「何を言うのですかひめひめ。私は主婦ではありません。もしマスターが飲んだくれて帰ってきてもお夜食を作って待っているなどということはありません。むしろ玄関に施せ錠じようです」

「……ごめん、鬼おに嫁よめだったわ……」

「ねえ硝子、もうすぐ四時半になるよ」

「あ、申もうし訳わけありません里り緒おさん」

　里緒さんがいるのに、ついいつもの調ちよう子しで談だん笑しようしてしまいました。

「ひめひめ、どうしましょう？　ちょっとこれは優ゆう先せんしなければならないのですが……」

「でも図と書しよ館かんの本、今日きようが期限なんでしょ？」

「優先順位としてはぶっちゃけ明日あしたでもまあ構わないのですが」

　社会のマナーには違反してしまいます。しかし、延えん滞たいも已やむなしでしょう。里緒さんや殊こと子こさんとも緊きん急きゆうで話し合いをする必要があるかもしれませんし。

「ま、その確かく認にんが終わるまでは待つよ。どっちみちもしそうなら、私も無関係って訳にはいかないって言うか……知っときたい」

「そうですね……すみません、いろいろと」

「こら、謝あやまらない。いいんだよ、そういうことは謝らなくて」

　少しだけ緊張しつつも、ひめひめは笑ってくれます。

　そんな私たちに、里緒さんが怪け訝げんそうな視し線せんで言いました。

「ねえ硝子、ひょっとしてその人が『ひめひめ』なの？」

「あ、そうです」

「こんにちは、ええと……柿かき原はる先せん輩ぱいですよね？」

「うん。ひめひめのことは知ってるよ。顔はわかんないけど」

　もう固定剤リターダではない彼女は、里緒さんにとっては判別できない『大勢の多数』なのです。

「ごめんね、里緒は欠落してるから、どこかで会ってももう会えないね」

　里緒さんの言い回しは少々難なん解かいでしたが、ひめひめに意味は通じたようです。

　ひめひめは頷うなずくと、笑え顔がおで里緒さんに頭を下げました。

「今後も助けてもらうことがあるかもしれないから、その時はよろしくお願ねがいします」

「うん、それは任せて。硝子の頼みだったら、わかんなくても大丈夫だよ」

　笑い合うふたり。しかし……殊こと子こさんの家にいるきみちゃんの件と同じく、まさかひめひめと里り緒おさんが話をする日が来るとは、さすがの私も予測していませんでした。

「さて、そろそろ、でしょうか？」

　体内時計は午後四時二十九分十六秒。教室の時計はそこから十九秒の進み。

「じゃ、里緒、ちょっと隠れてるよ。教室入ってもいい？」

「あ、もちろんです、どうぞ」

　私は里緒さんを、自分の席に案内し、そこに座らせました。

「ここに何なに喰くわぬ顔で座っておいてください」

「おっけーだよ。ありがとね、硝しよう子こ」

　私たちはマスターを捜すため、窓まど際ぎわに待たい機き。開けた窓の縁ふちに手を掛けて廊下を見渡します。

　人が来る気け配はいは───あ。

「お、あれかな？」ひめひめが呟つぶやきます。

　廊下の奥、角を曲がり、数人の生徒が歩いてくるのが見えました。

　その内のひとりは、私のよく知るシルエット。

「あれ……ですね」

　マスターと一いつ緒しよにいるのは、四人。女性ひとりに男性三人。

　徐じよ々じよに近付いてくる彼らの顔を、私の網もう膜まくが正せい確かくに捉とらえました。よって記き憶おく内部にある顔写真を照合。その内の男性ふたりが、マスターのクラスメイトとして記憶済みでした。

　ひとりは羽は屋や恵けい介すけ。特筆事項はなし。

　もうひとりは大おお田た敦あつし──奇くしくも、八や重えさんの彼氏さん。

「データのない人間がふたりいます。女性と、その隣となりにいる……男性ですね」

　私は振り返り、里緒さんに呼び掛けました。里緒さんは頷うなずき、窓の外を注視。

　私は、近付きつつある集団、その知らないふたりを観かん察さつします。

　男性の方も女性の方も、非常に整ととのった容姿をしていました。

　私には美び醜しゆうというものの機微がまだ判断できないのですが、それでもデータとして、均きん整せいの取れた顔立ちとスタイルであるということはわかります。男性の方、マスターとは似ても似つきませんね。これは完全敗北ですよマスター。

　そして女性の方は……。

「……え？」

　私は彼女を見て、意図せずに小さな声をあげました。

　瞳ひとみ。鼻び梁りよう。唇に、顎あご。そして、それらのパーツ配置。

　数値が、記憶容量の中にある人間の顔、そのひとりと類似性を示したのです。

　平たく言えば、つまり、似ている。

　年ねん齢れいも違います。表情の作り方も異なります。ですから、普通の人間は気付かないでしょう。指摘しても気のせいと済まされてしまう可能性も高いです。

　しかし少なくとも私は、その顔を見てその人を連想してしまい──。

　五メートル、三メートル、二メートル。

「あ、城き島じまのカノジョさんじゃん」と、そこで。

　マスターのクラスメイトである羽は屋や恵けい介すけさんが、私を発見し、浮かれた声をあげました。

「え、どの人？」私の知らない男性が、それに反応して質問。

「おい城島、紹介してやれよ」空気の読めない羽屋恵介さん、マスターを肘ひじで突っつきます。

　マスターは殆ほとんど瞬しゆん間かん的てきに、顔をしかめました。

「彼女じゃないって言ってんだろ……」言いい訳わけをしつつ、苦にがい顔で私に視し線せん。

　……『隠れてろよ！』とでも言いたげな顔でした。

「確たしかにこれは……失策でしたね……」

　小さく呟つぶやき、こちらもマスターにアイコンタクトを送っておきました。

『やっちゃいました。てへっ』

　──通じたでしょうか？　通じてない可能性が高いですね。……いえ、わざわざダイレクトリンクの意思伝達機き能のうを使うほどのことでもないので別にいいのですが。

　などと思考していると、一いつ緒しよにいた女性が私を見詰めてきました。

「そちらの方が城島くんの彼女さんなの？」

「あ、いえ、別に彼女という訳ではないのですが……」意い識しきせず、私の指が微かすかに震ふるえます。

　声を聞いてみれば、それもまた同様に似通っていました。

　ただし、喋しやべり方はまったく似ていません。いえ、もちろん当然のことではあるのですが。

　マスターは──平気なのでしょうか？

　そもそも似ていると意識していないのでしょうか。機械である私だけが、共通項を見付けて、余計なデータで混乱しているだけなのかもしれません。

「これ、僕の従妹いとこで硝しよう子こっていう」

「よろしくお願ねがいします。ええと……」

「僕は津つ久く見み奏かなで。こっちは妹の逆さか絵えです」応こたえたのは、彼女の横にいた男子生徒でした。

「転校生なんだ。今、城島くんたちに校内を案内してもらってるところさ」

「そうですか」

　つまりはこのふたりを確かく認にんさせるため、マスターは里り緒おさんを呼び出したのですね。

　私は背後に視線を遣やり、椅い子すに座っているはずの里緒さんを一いち瞥べつしました。

　里緒さんはじっとマスターたちの方を見ています。私の視線には気付きません。

「こちらこそ先せん輩ぱいをお願いしますね」

　いえいえ、と、お決まりの返事を転校生ふたりがしてきます。

　そして女子生徒、逆絵と紹介された人が、マスターたちを促うながしました。

「あまり立ち止まっていては城き島じまくんの迷惑になるわ。行きましょう？」

　それは私の中で、似ている顔がデータにない表情と声で話すという矛む盾じゆんでした。

　そのことに、有ゆう機き体たいの脳が違和感を訴えてきます。記き憶おく容量への検索機能は正せい確かく無む比ひ。……機械であるというのも考えものですね。普通の人間なら、微かすかな既き視し感かん程度で済むのですが。

「それじゃ、また」奏かなでさんと名乗った兄の方が私たちに手を振りました。私と、それからついでにひめひめも、マスターたちに頭を下げます。一団は再度、歩き始めました。

　そして、マスターが寸前、里り緒おさんを一いち瞥べつ。

　が──直後、逆さか絵えさんに袖そでを引かれ、ああ、と頷うなずき、視し線せんを前へ。

　僅わずか一分ほどの対面が、終わります。

「どうでしたか、里緒さん」

　マスターたちが角を曲がったのを見届け、私は里緒さんへ向き直り、問いました。

　まあ、転校生が即すなわち虚軸キヤストだというのはあまりに出来過ぎです。無限回廊エターナル・アイドルもまた、何か仕掛けてくるのにわざわざ怪しまれるような人員を使ってきたりはしないでしょう。ですから私は、里緒さんが首を横に振るのを見届けて、ひめひめと帰ろうと思考しました。

　しかし。

「……里緒さん？」

　里緒さんは、無言のまま携帯電話を取り出してボタンを操そう作さし、

「……もしもし、晶あきら？」

　さっき去っていったマスターに、電話を掛けました。

　──え？

　どういうことでしょう。何な故ぜわざわざ、このタイミングでマスターに？

　まさか──。

「ちょっと、硝しよう子こ、もしかして……」

　ひめひめが私の腕を掴つかみます。

　私の心しん臓ぞうが、僅わずかに速度を増します。




　里緒さんは、そして。

　無表情のまま、私をちらりと見て。

「ちゃんと見たよ、晶。うん。……ふたり、いた」

　少し声をひそめながら、はっきりとそう言いました。




　　　　‡




　午後七時を回ってからようやく、僕は校門を出た。

　疲れた身体からだに加えて気までが重い。ひとりになるとどうしても眉まゆ根ねに皺しわが寄ってしまう。

『ふたり、いた』──。

　二時間半前に電話口で聴きいた里り緒おの声は、未いまだ僕の耳に強く残っていた。

　順当に考えると、固定剤リターダと虚軸キヤストの関係だろう。どちらが虚軸キヤストかは不明だけど。

　けれどそれはさしたる問題じゃない。問題はつまり、津つ久く見み奏かなでと逆さか絵え、そのふたりが非日常側の存在であるという事実だ。

　二時間半前──即そく座ざに電話を掛けてきてくれた里緒に、わかった、とだけ返事をして、僕は平静を装よそおった。あの場でことを荒立てるのは得策ではないと判断したからだ。

　それに、彼らの態度も気になった。

　もしもあの双ふた子ごが無限回廊エターナル・アイドルの差し金であるのなら、教室にいた里緒に気付かないはずがない。それなのにふたりは、里緒の方もまったく見向きもせずにいたし、あの場を去ったあとも態度ひとつ変えなかった。気付いたけれどただ黙だまっていたという可能性も高いが、それにしたって、里緒に見られたことが何を意味するのかがわからないはずはないだろう。

　つまり、仮に無限回廊エターナル・アイドルの差し金であったとしたら、少なくとも彼らはあの場でのトラブルを望んでいなかったということになる。それは確たしかだ。

　希望的に過ぎるが、別の可能性もあった。

　彼らが虚軸キヤストであるのはただの偶然、という線せんだ。

　そうなると話は違い、逆に僕らにとって有利な状況になる可能性もあるのだが……これはあまり期待しない方がいいだろう。転校初日から僕に接触してきたことはどうにも怪しいし。

　明日あしたにでもふたりを呼び出して話をしなければならない。クラスがあの状態だからかなり骨が折れるだろうけど。

　それにしても──今日きようは本当に疲れ果てた。

　あれから二時間半、結局僕らは、部活を見て回りたいというふたりの要望に応こたえて、あちこちの部活を案内して回る羽は目めになった。大おお田たとその取り巻きのひとりが一いつ緒しよにいたからか、彼らがその間に虚軸キヤストとして何かをしてくることはなかった。だけど、それは裏を返せば、こちらから仕掛けることができなかったということでもある。

　大田たちがいたのは良よし悪あし、か。

　とにかく、明日は今日よりも遥はるかにいろいろとやることが多い。

「まったく……」小さく口の中だけで呟つぶやきながら、僕は帰路を歩いた。

　国道を過ぎて住宅街に入り、人通りは少ない。まだ明るいが午後七時。硝しよう子こに連絡するのを忘れていたのが少し気になった。

　と、その時。背後から自転車の音が聞こえた。

　二秒後に僕の傍そばを通り過ぎ──そして僕の三メートル手前で停止。

「……あ」

　追い越された瞬しゆん間かん、すぐにわかった。

「あら、城き島じまくん。遅いお帰りね」

　芹せり菜なだ。

　……自転車に乗ったまま、もの凄すごいジト目で僕の方に振り返っている。

「何か用事でもあったの？」

「……う……」

　どうしよう。明らかにまだ怒っている。

「いや、転校生が部活を案内してくれっていうから」

「知ってるよ。グラウンドからだらしなくデレデレしてるの見えたから」

　いや、知ってたならわざわざ尋きくなよと思うというかデレデレはしていない。

「うちには来なかったね。なんで？」

「なんでって……陸上部には興きよう味みないって言うから」

「そっか。興味ない、か。それは結構ね」

「いや……結構、って」

「それとも、城島くんも興味おありではないんでしょうかね？　陸上は」

「どこの敬語だよ……まったく」

　僕が歩いて近寄ると、ようやく芹菜は自転車から降りる。それでもジト目は変わらない。

　正直、勘かん弁べんして欲しい。何が原因なのかは──まあ、ある程度予想できているけれど。

　だけどこういう場合、僕が意地になると芹菜はますます口を閉ざす。昔からそうだ。喧けん嘩かをして、向こうから謝あやまってきたことは一度もない。りなちゃんが怒った時は特に。

　だから僕は先に言った。

「……他ほかに何か言いたいことは？」

　りなちゃんは、言いたいことがあったら必ず言う。だから怒っている原因の大半は、何か言いたいけれど言いたいことがわからない、もしくは──、

「別に……別に、ないよ」

　もしくは、言いたいことがあるけれど、言えない。

「あのさ」

　りなちゃんが怒る理由はわかる。けれど、それを口に出すのは彼女にとってとても辛つらい。

　こういう時は、僕がちゃんとしなければと思った。

「僕は……僕はちゃんと、りなちゃんのことを考えてるよ。答えは出せないし、まだ出さないけど。でも、りなちゃんのことをなおざりにするつもりはない」

　ゆっくりと歩きながらの言葉。視し線せんは合わせない。

　たっぷり、十ほども数えただろうか。

　それでも三メートルも進んでいなくて、だからだろうか、りなちゃんは小さく言った。

「ずるいよ、あっちゃん」

　ずるい……そうなのだろう。確たしかに僕は、ずるいことを言った。だって、

「そんなん先に言われたら、あたしが厭いやな女みたいじゃない」

「厭な女じゃないよ。僕が言うのもあれだけど……たぶん、普通だ」

「普通って。それ、フォローになってないよ」

「むしろ安心したよ、僕は」

　そして、沈んだ声の彼女に対して、僕は更さらに卑ひ怯きようなことを言う。

「ああいう時に怒るってことはさ、ちゃんと真剣に考えてくれてるからだろ？　僕のこと」

　進んだ距きよ離りは、更に二メートル。

　このまま会話に反比例して、永遠に目的地へは辿たどり着けない、そんな感覚があった。

　でも、その感覚はたぶん、真実だ。

　りなちゃんは一度、僕を否定している。今の──虚軸キヤストになって、どうしようもなく変わってしまった僕のことを、心の底から拒絶している。本人は覚えていないだろう。けれどそれは、もう一度起きてしまったことで、覆くつがえりようがなく、だからこそ、必ずまた起きることだ。

　本当なら僕は、こんなフォローみたいなことを言うべきじゃない。

　気を持たせるなんて最低だ。りなちゃんのことが大事なら、これがいい機き会かいだとばかりに拒絶してしまえばいい。津つ久く見みさんって可愛かわいいよね、とかそんな適当なことを言って、愛あい想そを尽かせてしまうべきだ。そうすれば僕も──境きよう界かい線せんを変えずに済む。

　それこそ、直なお川かわ君きみ子こと日常では決して関かかわろうとしない、舞まい鶴づるみたいに。

　でも、僕はそれができなかった。

　理由はわかっている。殊こと子この言葉が忘れられないのだ。

　私たちは変わりつつあるんじゃない、終わりつつあるんだ、と。

　硝しよう子こは感情を芽め生ばえさせようとしている。それは絶対に終しゆう焉えんとは違う。

　だったら僕も──僕が終わってしまってはいけないと、どうしても──。

「……本当ならね」

　りなちゃんがぽつりと言った。僕らはいつしか立ち止まっていた。

「本当なら、あんなことで怒ったりしないよ。だって、頭ではちゃんとわかってるもん」

「……本当なら、って。僕、何か変な態度をとったか？」

「気付いてない？　気付いてないかなとは、思ってたけど」

　僕の視線と彼女の視線が交こう叉さする。

「何を、だよ」

「似てるな、って思って。そう思ったら、ちょっと我慢できなくなっちゃって」

　りなちゃんの言っていることが、僕にはわからない。

　似ている、だって？

「……えっと……津つ久く見みさんが？」

「うん」

「誰だれに……？」

　りなちゃんは言った。

「硝しよう子こちゃん」

「……え？」
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　僕は、きょとんとしてしまう。

　津久見逆さか絵えと、硝子。

　顔立ちはどう見ても似ていない。性格は──見ようによってはどっちとも天然っぽくは見えるから、芹せり菜ながそう感じてもおかしくないかもしれない。でも方向性は違う。だったら──、

　そう考えて、僕はそれに思い至った。

　──虚軸キヤスト。

　もし、普通の人間と虚軸キヤストとで、何か違った気け配はいがあったとして。

　そしてもし、りなちゃんが、それを無む意い識しきで感じ取ってしまったとして。

　そうだとしたら、似ていると思うのも……おかしくはないのかもしれない。

「あっちゃん、いつも硝子ちゃんと一いつ緒しよにいるから気付いてないだろうとは思ってた。でも、あたしくらいの距きよ離りで見てたら何となくわかるよ。あの人と硝子ちゃん、ちょっと似てる」

「わからないよ、僕には。それに、あの娘こと硝しよう子こが似てたって……」

　眉まゆをひそめる僕へ、りなちゃんはさっきよりも悲しそうな顔をした。

「……やっぱりそれも、気付いてないんだ」

　え、と。僕は尋きき返したつもりだった。だけど、声は出ない。

　続く彼女の言葉が、僕の心しん臓ぞうを、横殴りにしたのだ。

「硝子ちゃん、あっちゃんのこと、好きだよ」

「何を……言ってんだ？」

　意味がわからなかった。

「そんなことある訳わけない。それに、その『好き』ってのは違うだろ？」

「違わないよ、全然」

　首を振るりなちゃん。

「見てればわかる。家族としてなんかじゃない」

　僕は……今度こそ、言葉を失う。

　嘘うそだ。

　だってあいつは機き械かいで、まだ感情は生まれかけの子供みたいなもので、それに僕のことは、主人としか考えていなくて。それが、そんなものが恋愛感情の訳がない。

　──本当にそうか？

　頭の中で、声がした。

　近くにい過ぎて見えていないのではないのか。

　主人と慕したった相手にその感情を持つのは自然なことではないのか。

　本体が機械とは言え、硝子の身体からだは人間の少女のもので、思考だってそれに影えい響きようを受ける。

　だから──。

「……違う」僕は、吐き出すようにして、そう口にした。

　何な故ぜだろう。どうしても、口に出さずにはいられなかった。

「それは……たぶん、違う。違うよ」

　確たしかにあいつは、僕にとって大事な存在だ。何ものにも代かえ難がたく、どうしようもない。

　まるで自分の一部のような、そんな存在だ。

　だけど──だからこそ。

　それを肯定してしまってはいけない気がする。

　肯定したら、僕は、僕らは、殊こと子この言うように──。

「ま、いいよ。どっちみち今日きようのはあたしが悪かったし。それは硝子ちゃんとは関係のないことで、全部あたしのせい。もっと大人おとなにならなきゃダメだなぁ」

　立ち尽くす僕を前に、りなちゃんは朗ほがらかに、どこかわざとらしく笑えんだ。

「恥ずかしいから、先に帰るね。……ごめん」

　止まってしまった僕の横で自転車に跨またがり、俯うつむき、言う。

「……ああ」やっとのことでそう答える。

　僕はもう、完全に余裕を失ってしまっていた。

「あ、そうそう」

　そして。

　りなちゃんは自転車をこいで少し進め、僕よりも一メートル前に行った後、照れ隠しのように、さっきよりも尚なお明るい声で、僕をからかうように言う。

「あとね、あの娘こ、もうひとり、別の人にも似てるよ。それも何となく気になった原因かも」

「もうひとり、って？」

「あっちゃんのお母さん。ほら、あっちゃんって少しマザコンっぽいところあったでしょ？」

　冗じよう談だんのつもりなんだろうか。それとも、何かを示し唆さしているのだろうか。

　わからない。

　だけど僕は必死になって「バカ言え」と無む理り矢や理り笑う。

「……ねえ、あっちゃん」

　それでも、りなちゃんは、僕から目を逸そらし、前を見たまま、

「壁かべ……作んないで欲しいよ」

　とても寂しそうに、悲しそうに、そんなことを呟つぶやいて。

　白さを増し始めた空の下、自転車で僕を置き去りにする。

「……壁、か」

　それはたぶん、彼女が何となく感じたことなのだろう。

　でも、ある種の真実なのかもしれない。

　非日常に足を踏み入れた僕と、日常にいるりなちゃん。

　僕は過去にしがみついていて、だからこそ彼女は、母さんや身内の面おも影かげから僕を奪えないんではないかと、そう感じてしまったのだろう。

　この前は、家まで一いつ緒しよに帰ったのに。

　距きよ離りは以前よりも離はなれてしまったように思えた。




「では……明日あしたの出方によって様よう子すを見るという訳わけですね」

「ああ、そうだな。……正直、あいつらの目的がわからない」

　そして、それから一時間の後。

　家に帰った僕は、夕食や入浴を手早く済ませ、さっきの記き憶おくを自分の中から消し去るようにして、硝しよう子ことふたりで津つ久く見み兄妹についてのことを話し合っていた。

　帰ってきてすぐは硝子の顔を真まっ直すぐ見られないかもしれないと思っていたが──自分でも厭いやになるくらい、こういう切り替えは早い。

　或あるいは、舞まい鶴づるの言うように、非日常に逃げ込んでいるだけなのかもしれない。そう思ってしまいそうになるのを必死で止めつつ、僕は言葉を続ける。

「お前から見て、あのふたり、どう映った？」

「そう……ですね」

　硝しよう子こはソファに沈めた身を少しだけ起こし、テーブルの上にあったコップを手に取る。

「別段、普通の人間と変わったところがあるようには見えませんでしたが」

「まあ、そうだな。僕らにも違いがわかるような奴やつならそれはそれで危険だ」

「無限回廊エターナル・アイドルの手の者かどうかはともかく……そうでないとしたら、どうするのですか？」

「少なくともあいつの味方にならなければそれでいい」

　実際、それは僕の本心だ。

　そもそも、里り緒おや殊こと子こや舞鶴、佐さ伯えき先生も、今では味方のようになってしまっているが──無限回廊エターナル・アイドルのことを捜しているうちに、偶然出会った奴らだ。別に僕は仲間を集めている訳わけではないし、そういう意味では、邪じや魔まさえしなければ放っておいて構わないと思う。

「どんな力を持ってるかもわからないから、それは確たしかめないといけないけどな」

　無限回廊エターナル・アイドルと関係なくても、僕らにとって害になるような存在ならば手を打つ必要はある。

「あのふたり……共生型、なんでしょうか？」

「そう考えるのが妥当だろうな」硝子の疑問に、僕は頷うなずいた。

　兄妹として一いつ緒しよにいるのなら、それぞれが別の寄生型だとは考えにくい。どちらかが虚軸キヤストそのもので、もう片方が固定剤リターダだろう。

「どうかしたのか？」

「いえ……」硝子はコップの中のココアをひと口飲み、

「もしそうなら、私とマスターと同じなんですね、あの人たち」

　そう、ぽつりと言った。

　声こわ音ねからは、どんな意志も読み取れない。だけど僕は、思わず尋きく。

「話、してみたいのか？」

「いえ、そういう訳では」歯切れが悪い。自分の気持ちがわからないのかもしれない。

　確かに現在、僕らの周囲にいる共生型は里緒だけだ。

　だけど里緒を固定剤リターダにしている虚軸キヤストは、猫の小こ町まち。僕らは小町と意思の疎通はできない。

　以前、こいつは殊子に言われたことがあるという。

　硝子だけが、この世界にあって唯一の異質だ──と。

　だとしたら、同じ立場にいるだろう津つ久く見み兄妹と接触をしてみたいのかもしれない。どちらが虚軸キヤストかはわからないけれど、話をすれば、硝子が得るものはあるだろう。

「会話の必要性があるのではなく……ただ、疑問がありました」

　硝子は顔をあげると、僕を真まっ直すぐに見詰めた。

「疑問？」

「ええ。……あのふたりは何な故ぜ、双ふた子ごの兄妹なのでしょう？」

「どういうことだ？」

「私とマスターは形式上、従い兄と妹こ同士ですし、実際の関係も機き械かいと主人です」

「ああ、そうだな」

「でも、あのふたりは双子の兄妹となっているのですよね」

　そうだ、と同じ返事をしかけ、僕は硝しよう子こが何を言いたいのかに気付いた。

「立場の違い、か？」

「はい」硝子は頷うなずく。

「何故そのような形式を取ったのか、そこは知っておく必要があると、そう判断します。もちろん、実質的なメリットはないのですが……その……」

　言いい淀よどむその顔には、僅わずかに戸と惑まどいが垣かい間ま見みえる。

　そうか、と僕は思った。

　硝子はゆっくりと感情を芽め生ばえさせている。その度合いは、二カ月前、姫ひめ島しま姫ひめの事件を境に大きく伸びた。言葉遣づかいや表情もあれからぐっと人間らしさを増した。直接硝子の口から聴きいた訳わけではないが、今は少なくとも──笑え顔がおを自分で作成しているなんてことはないだろう。多少ぎこちなくも、自然に笑えているはずだ。

「お前、自分の立ち位置を知りたいんだろ？」

「立ち位置、ですか？」

「ああ。他ほかと比べて自分がどうなのか、それが気になるんだ」

「いえ、そのようなことは。私は私です。他者と比較するような理由がありません」

「理由はなくていいんだよ」それでもまだ、躍やつ起きになって理由だのと口にする癖くせは抜けない。

　僕は苦笑した。

「それにな、『私は私』なんて、そんな科白せりふはいい大人おとなになって、家族でも作ってから言うもんだ。僕もお前もまだ、自己の唯一性なんて確かく立りつできちゃいないさ」

「その、マスター。いい大人と言われましても……」

「この際だから言っとくけど、お前、まだまだ子供だよ」

　硝子にとっての唯一性。それは、『全一オール・イン・ワン』という機械としてではなくひとりの人間として、自分自身を認にん識しきすることだ。その過程として、他人と自分とを比べたくなる。それは人間なら誰だれだって持つ感情であり、誰だって通る道だ。

　だからこそ僕は、それを微笑ほほえましく思った。

「子供ではありません」

　でも、そんな僕の思いはどうやら通じなかったようで、硝子は口を尖とがらせて僕を睨にらんでくる。まったく──子供と言われて怒るなんて、何よりの証拠じゃないか。

「わかったわかった」僕はぞんざいに手を振る。

　少し安心した。家に帰る前、芹せり菜なに言われた言葉──あれはやっぱり彼女の勘違いだ、と。

　こいつはまだまだ子供で、そんな感情、僕に対して持つ訳わけがない。

「マスター」……などと思っていたら。

「では、どうすれば子供ではなくなりますか？」

「は？」

「マスターが私を子供と言うのなら、それなりの根拠があるはずです。その根拠を示してください。私が大人おとなになるにはどうすればいいのでしょうか」

　問うてくる目は本気なのか冗じよう談だんなのかよくわからない。

「それともやっぱり、マスターは、あの写真みたいなぼよよんのぱややんが……」

　言いながら自分の胸をまじまじと見る硝しよう子こ。

　そのまま湯上がりの瑞みず々みずしい両手を、そのまま膨ふくらみの上へと置く。

「これ、まだ足りないですか？　どうすればもっと膨らみますか？」

　そして上目遣いに、こっちをじっと見てきて──、

「おい、ちょっと、お前は……！」僕は焦る。
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　見ているこっちの頬ほおが熱あつくなった。

　だいたいこいつはこういうことに関してあまりにも無む頓とん着ちやくだ。自分の身体からだや仕し草ぐさが年とし頃ごろの男に対してどんな効果を及ぼすのかまるで理解していない。こんなだから子供だって言うのに。

「い、いや、そういうことじゃなく……あ、そうだ！」

　さりとて説明するのは気恥ずかし過ぎるので、僕はしどろもどろに誤ご魔ま化かした。

「たとえば、そうだ、プリンとかだ！」

「……は？　プリンですか？」

　自分の胸を両手で掴つかんだままの姿勢で硝しよう子こは首を傾かしげる。って、咄とつ嗟さにプリンって言ったのも僕が無む意い識しきで変な連想をしたからかもしれない。まずい、ますます顔が熱あつくなってきた。

　自や棄け気味に、僕は言葉を続けた。

「お、大人おとなはああもプリンばっか食べない……から、もうちょいプリンを控えてみるとか？」

　殆ほとんど出任せだった。が、

「な……っ」愕がく然ぜんとする硝子。硬直している。あ、これはどうにかいけそうだ。

「マスター……それは……」

　僕は調ちよう子しに乗り、滑かつ舌ぜつをよくした。

「そうだよ。だいたい、毎日プリンプリンって、それこそ子供みたいだしな。大人だったらそんなんじゃなくて、もっとこう、落ち着いた……」いいぞ。この調子で、

「って……あれ、硝子？」と。

　僕の言葉を無視し、硝子はすっくと立ちあがった。

　そのままてくてくと廊下に消えていく。

「え……もしかして、怒ったのか？」

　それならそれで、怒りという感情を素直に表したのだから喜んでいいのかも……なんて考えてる場合だろうか。ソファに座ったまま廊下を見てみるが、硝子は何やら台所でごそごそと冷れい蔵ぞう庫こを漁あさっていた。何をしてるんだろう。あ、戻ってきた。

「…………は？」戻ってきたのはいいのだが──。

　硝子の胸の前には、お盆に載せた山盛りのプリンがあった。しかもピラミッド型。

「ちょ、っと待て……お前……」

「何か？」硝子は無表情。目も合わせない。

「いや、何か？　じゃなくてだな……」

　ソファに座り、テーブルの上にピラミッドをがたんと置く硝子。無言でその頂上にあったひとつを手に取り、封を開けるとスプーンを差し込んだ。

　いや、意味わからないぞ。というか、今気付いたけど、

「そもそもお前、なんでそんなに大量のプリンがうちの冷蔵庫にあるんだ!?」

「買ったからに決まっているではないですか」

「いつ!?」

「今日きよう、さっき、マスターがまだ帰っていない隙すきにです」

「そんな、僕に黙だまって……いや、そうじゃなくてだなっ」

　とか言っている間に、硝しよう子こはひとつめのプリンにスプーンを差し、ひと欠片かけらを口に入れる。

「お前、そんなに怒るなよ……」

「ほほっへなろひまへんっ」

　怒ってなどいませんと言いたいらしい。喰くいながら喋しやべるなと言いたい。

「怒ってんだろどう見ても……」

　そのまま硝子は僕を睨にらみ、ひとつめのプリンをあっという間に消費した。

「……それ、全部喰う気か……？」

　ざっと見た感じ、十四個ってとこだろうか。さっきひとつ食べたから残り十三か。

「本当は三日間に分けて食べるつもりでしたが」

「じゃあそうしろよ！」

「……謝あやまりますか？」と、硝子がスプーンを置き、俯うつむいたまま口を尖とがらせて言った。

「え？」

「謝るのなら、三日間に分けて食べます。大サービスでひとつ差し上げてもいいです」

　それだけあってひとつかよ。

「わかったよ。悪かった」けど、取とり敢あえず謝っておいた方がいい気がする。

「まったく……冗じよう談だんにもほどがあります」

　機き嫌げんが直ったのか、硝子は僕にもひとつプリンを差し出す。

「……て言うかお前、何でそんなにプリン好きなんだよ」

　それを受け取りながら、僕は苦笑した。──まあ、否定するような気はするけど。

「好きという訳わけではありません」ほら。

「いや、それ前々から思ってたんだけど……どう考えても好きじゃないか」

「ですから『好き』とかではありません。定期的に身体からだが欲するだけです」

「だから、なんで定期的に身体が欲するんだよ。『好き』だからだろ？」

　僕は呆あきれ果てる。

　そんな僕をじっと見詰めながら、硝子はぽつりと、

「……『好き』なのでしょうか、これは」

「は？」

「ですから、私がプリンに執しゆう着ちやくしているとするなら、それを『好き』というのでしょうか」

「それはそうだろ」僕は何気なく答える。

　だけど、硝子は微かすかに首を傾かしげ、不ふ思し議ぎそうな声で言った。

「七月の事件の時、上うえ野のくんは私に執着していました」

　僕は言葉に詰まる。

　それは、上野恭きよう一いちが硝子を攫さらった時の──僕にとっての、苦にがい記き憶おくだ。

「何かに執しゆう着ちやくすることを『好き』というのでしたら、上うえ野のくんは私のことが好きだったのでしょうか。でもそれは……私のプリンとは、違うと……思い、ます」

　硝しよう子こにしては珍しい、ゆっくりで、曖あい昧まいな言葉。

「私も、多少は理解してきました。大きな理屈もなく『厭いやだ』と思うこと、望んだ結果に対して『よかった』と思うこと、友達と一いつ緒しよにいて『楽しい』と思うこと。デジタルを幾ら細分化しても埋まらなかった微小な隙すき間まに横たわっていたものが、あっさりと埋まっていくような、そんな感覚で学習しています。でも……」

　僕を見ながら、遠くを見ているように、

「でも、『好き』という概がい念ねんは、分析不可能な部分があまりに多いです」

　硝子は、唇を引き結ぶ。

　好きという言葉と、感情との問題だ。

　好意と親愛、そして恋愛感情。そのどれもが『好き』と言い表せるもので、だけど硝子はたぶん、その差異に明めい確かくなものを見付けられない。もちろん辞書的な意味は理解しているだろうし、他者のそれを客きやつ観かん的てきに区別することもできるだろう。でも──いざ自分のことを考えた時、その感情を知らない硝子には、どうしてもある一いつ線せんで理解できない。

　僕は口を開こうとした。何か言ってやろうとした。

　けれど、こんなこと、言葉で納得させられるのなら硝子は悩む必要なんかない。何よりさっきみたいな、あまりにも無防備な行動など取らない。

　それに僕だって、人間である僕にしたって──『好き』という言葉の本当の意味を、ちゃんと理解しているとは言えないのだから。

　硝子は続けた。

　そして、その続いた言葉に、

「私、上野くんに『付き合ってくれ』と言われた時、マスターのことを考えました」

「……え？」僕の心しん臓ぞうが、止まる。

「男女交際をすると、相手からある程度の身体的、心理的な束そく縛ばくを受けます。故ゆえにマスターの所有物たる私にとって、他者と交際するなど絶対に許容できないことです。ですが……」

　反応ができない。

「どうして私、あの時、マスターのことが浮かんだのでしょう？」

　何も応こたえることができない。

「それはつまり、私が、マスターのことを……」

　時計の音と、硝子の声だけが、僕を支配して、

「マスターのことを、す……、」

　──硝子の声が、止まった。

「　　……、　　　か、は、……？」

　口は動いている。けれど、喉のどが、舌が、動いていない。何かを言おうとして、だけど言えなくて、声を、言葉を出そうとして詰まっているかのようで、顔が少しだけ歪ゆがみ、

「……おい、硝しよう子こ！」

　僕はテーブル越しに、硝子の肩を掴つかんだ。

「それ以上言わなくていい！　言語の発生を止めろっ」

「あ、マス、ター……」

　はっとしたように、僕を見あげる。大きく喉を鳴らし、唾だ液えきを飲み込んだ。それでようやく、硝子は三回ほど大きく瞬まばたきをして、ゆっくりと息を吐き出した。

「すみません。……言語機き能のうにエラーが出たようです」

「ああ、わかってる。あまり無理するな。覚えたてなんだから」

　はい、と。伏し目がちに頷うなずき、硝子は肩を落とす。

「もう寝ろ。明日あしたも早いし、もしかしたら戦う必要だってあるかもしれない」

「わかりました……マスター」

　言われたままに、硝子は立ちあがった。残りのプリンを台所へ運ぼうとするのを止め、そのまま二階へと向かわせる。どこか覚おぼ束つかない足取りで階段の奥へと消えていくのを見届けてから、僕は大きな溜ため息いきを吐ついた。

　ちゃんとわかっていたはずなのに、油断していた。

　──硝子は、感情に由来する言葉を口にできない。

　正せい確かくに言えば、ついこの間まで口にできなかった、だ。

『好き』『嫌い』『楽しい』『悲しい』『嬉うれしい』『厭いやだ』──エトセトラ。

　客きやつ観かん的てきな単語としてなら、また主体が他者であるなら声に出せる。が、こと自分の感情や意志の表現になると、思考回路と人間の身体からだとの間で齟そ齬ごによるエラーが出てしまうのだ。

　それは、自分に感情はない、と強く思い込んでいるが故ゆえに。

　自身の行動や意志にはすべて理由があると頑かたくなに信じているが故に。

　そして、それらの感情を、本質的に理解できていなかった故に──。

「マスターは悲しんでいる」とは言えるけど「私は悲しい」とは言えない。無理に言おうとすると、さっきのようになってしまう。

『口にできない単語』は、ここに来た当初は多た岐きに亘わたっていた。

　あいつの、どこか機械的な、妙な喋しやべり方はそのせいだ。自身の感情表現を単語として発声できないから、流りゆう暢ちように喋ろうとすると持って回った言い回しになってしまう。

　けれど僕は、ここ最近、そのことを完全に忘れていた。

　この春になってから、その制約が随ずい分ぶんと減ったからだ。

　最初はいつだっただろう。確たしか、鴛おし野の在あり亜あに宿った姫ひめ島しま姫ひめの生命を消すかどうか、それを硝子に問うた時だ。あいつは「いやです」とはっきりと言った。

　それから無限回廊エターナル・アイドルと戦い『全一オール・イン・ワン』の機き能のうを前よりもスムーズに稼か働どうできるようになり、そして姫ひめ島しま姫ひめを取り戻すというプロセスを経て、二カ月前からは制約がほぼなくなった。

　長年使ってきた言葉遣づかいはなかなか直らないけれど、それでも「楽しい」とか「いいと思う」とか、多少ぎこちないながらも口にできるようになっていた。ちらほらと、自分でも意い識しきして使うように心がけてきたのではないかと思う。

　でも、やはり、まだ完全ではなかった。

『好き』という言葉。硝しよう子この中では判断できない、曖あい昧まいな言葉。

　その言葉で、硝子は自分の気持ちを表現できなかった。

「……まったく」僕の心しん臓ぞうは、さっきまで以上に、どくどくと速度を上げていた。

　自己嫌けん悪おを覚える。

　子供だとかなんとか思っていたらこのざまだ。

　冗じよう談だんじゃないと思う。僕の方こそ、硝子を笑えないじゃないか──。

　でも、僕の心臓がこうも暴あばれ回っているのは、自己嫌悪のせいだけではなかった。

「やっぱ……そう、なのか？」

　結局、りなちゃんの言ったことは、正しかったのかもしれない。

　さっきの硝子。

『好き』という単語を口にできなかった硝子。

　どうすればいいのだろうと、僕は思う。

　答えは出ない。

　ただ、どうしようもなく。漠ばく然ぜんとした不安だけが胸に充みちる。




　落ち着かない気分から逃げ出すように、僕は携帯電話を手に取った。

　明日あしたの、津つ久く見み兄妹についての対策。

　それを──里り緒おや殊こと子こたちに話しておかなければ。
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　普ふ段だんよりも遅めの帰宅だったが、それでも両親は家にいない。いつものようにコンビニ弁当で夕食を済ませた大おお田た敦あつしは、やることもなくぼんやりと、家でテレビを見ていた。

　少し前までならば、隣りん家か──皆みな春はる八や重えのところに行き、ふたり分の料理を作るところだったが、最近はそれもしていない。夏休み前辺あたりから、八重の父親が仕事の都合で割合早めに帰宅するようになったからだ。団だん欒らんの少なかった家の子供同士で過ごす夜の時間は、かれこれ十年近く続いていたというのに、たったそれだけのことで終わりを迎えることになった。

　八重とも、随ずい分ぶんと疎そ遠えんになってしまったような気がする。

　陸上部に入っている八や重えと帰宅部の自分とではそもそも一日の生活サイクルが合わない。幼い頃ころからずっと一いつ緒しよにいたはずなのに、この頃はすれ違うばかりだ。メールや電話も距きよ離りを埋めてくれていると思えない。会う頻ひん度どが下がってたった一カ月だが、幼おさな馴な染じみ同士だからこそ、短い期間でも別々にいることが耐えられないのかもしれない。

　そしてそのことに、妙に苛いら々いらした。

　どうしてこうも苛々するのかはよくわからない。

　ただ、八重と一緒にいなければならないような気がして、八重だけを見続けていなければならないような気がして、八重と一いつ時ときでも離はなれてはいけないような気がするのだ。それができない自分に、それを許してくれない周囲に腹が立つ。同時に──なかなか会えなくなってしまったのにも拘かかわらず、平気な顔をしている八重にも。

　いつからこんな苛立ちを感じ始めたのだろう。以前なら考えもしなかった。

　八重がいない時はクラスの友人と遊び惚ほうけていたし、それで気が紛まぎれたというのに、最近はそんなことではまったく満たされない。

「……ち」うじうじと考えていると、テレビのバラエティ番組ではしゃぎ回るタレントにすら腹が立った。テレビを消し、ソファに身体からだを投げ出す。携帯電話を弄いじる。八重に送ったメールはまだ返ってきていない。仕方ないのでｉモードを立ちあげてコミュニティに繋つないだ。

　今年ことしの六月に、取り巻きのひとりに教えてもらったウェブサイトだ。ウェブサイトといっても登とう録ろくメンバーは挟はさ間ま市し内ないの十代を中心としたローカルなもので、他人の紹介がないとメンバーにはなれない。登録は本名で、というのが怪しかったが、実害にあった奴やつもいないし、サイト上ではハンドルネームが使えるというので、一応誘われるままに登録だけはしてある。もっとも『他人の願ねがいを皆で叶かなえよう』だの、『悩みを相そう談だんし合って助け合おう』だの、コンセプトが鼻についたからサイト自体を滅めつ多たに見なかったが。

　八重にも話したが機き械かい音おん痴ちな彼女はあまり興きよう味みを示さなかったし、誰だれかを誘う時以外はここの話を誰かにしてはいけない、などという決まり事もあるから、尚なお更さらだ。それに、安易に悩みでも相談して、万が一にも知り合いに見られたら格好が悪い。

　そう思っていた。だけど──。

　八重とのことを誰にも言っていないのだから、知り合いが見ても自分だとはわからないのではないか、そうふと思った。だったら書き込んでもいいのではないか、と。

　何となく、掲示板に書き込んだ。適当に『ヤマモト』と、偽ぎ名めいを使う。

　文面は完結に。『幼馴染みの彼女と最近すれ違っている。どうすればいいだろう』。

　別に回答が欲しかった訳わけではない。文字にすることで多少なりともストレスが発散できるのであればという程度だった。何か適当な返事でもあれば気が紛まぎれるかも、と。

　だけど、その僅わずかに五分後。

　携帯にメールが届いた。コミュニティからだ。

『新着メールが一件あります』という文面と、そのＵＲＬ。

　幾ら何でも早過ぎる。暇人がいるもんだ、と思った。返事は出さずにおこうと思い、繋つなぐ。

　内容を見て、心しん臓ぞうが跳ねた。

　──『もしかして、八や重えちゃんの彼氏さんですか？』

「……おいおい」何だ、これは。

　確たしかに登とう録ろくメンバーは挟はさ間ま学園の生徒が大多数を占めていると聞いたことはある。でも、まさかあの書き込みだけでいきなりなんて、偶然にしても出来過ぎだ。背筋が寒くなった。

　差出人の名前は『Ｅ・Ｉ』。そんなイニシャルの知り合いが八重の友人にいただろうか。

　そうこうしている内に、再びメール。

　──『違ったらごめんなさい。でも、私の友達の八重っていう人が、あなたと同じような悩みをオフで私に相そう談だんしてたから気になって』

　オフというのはオフライン、つまりネット上ではない現実で、だろうか。

　どちらにしても返事はやめておこうと思った。

　もしこれが本当なら、八重も自分と同じように考えてくれているということだ。それがわかっただけでも充分。嘘うそや同名の偶然でもいい。そう考えることで、多少は気が紛まぎれる。

　それに返事をしなければ、向こうもこれ以上踏み込んでこないだろう。大おお田たは携帯電話をテーブルの上に置き、苦笑して再びテレビを点つけようとして、

　三度目の、メール着信音。

　──『八重ちゃん、もう別れた方がいいのかもしれない、って言ってたし・・・』

　前向きになっていた気分が、一気に凍り付いた。

　ただの同名で偶然だと思った。八重なんて名前は確たしかに今どき珍しいが、ない訳わけではないだろう。それに、八重がそんなことを思っているはずがない。幼い頃ころからずっと一いつ緒しよで、一緒にいることが当たり前で、これからもその関係は続くはずで、その認にん識しきはふたりに共通していることだ。だから、こんなメールは何かの間違いで──。

　四度目。

　──『八重ちゃんは、今は友達と遊んだり部活したりの方が楽しいって言ってました』

　嘘だ、と思った。携帯の電源を切ろうとした。

　しかし、電源ボタンに手を掛けた瞬しゆん間かん、メールをまた受信。

　──『「敦あつしくん、最近、変わっちゃった」とも』

　今度は──自分の名前まで。

「……いい加減にしろよ」恐こわくなりつつも、怒りが湧わいてくる。

　悪戯いたずらだろうか。個人情報が漏れているのかもしれない。

　もう、即刻コミュニティから退会するべきだ。返事を出すのはバカバカしいし、何より、これがもし大田のクラスメイトだとしたら、下へ手たに関かかわっていては逆効果だ。

　コミュニティに繋つなぎ、退会画面へと進む。手続きは簡かん単たんだ。あと一分もあれば済む。そうしたら今度はメールにフィルターをかければコミュニティとは無関係になれる。

『本当に退会しますか？』という質問画面で、『はい』を選び、ボタンを押そうとした。

　ディスプレイの上部に、メール着信を示す『Ｅ』の文字が浮かんだ。

　もう……やめておけ。

　見るな。これ以上くだらないことに関かかわるのはまっぴらだ。

　でも、これで最後にしようと、そんな思いがふと頭をよぎって。

　気付いたら指は、メールの内容を確かく認にんしていた。

　──『昔のあなたは、もっと覇は気きがあって、グループの中心にいるような、そんな人だったはずです。八や重えちゃんは、そんなあなたが好きだったんです。それなのに、今のあなたは全然違う。・・・あなたはいつからそんなふうに変わってしまったのですか？』

　頭を殴られたような衝しよう撃げきとともに、視界にあるメールの文字が躍おどり始めたような気がした。

　昔の自分。

　グループの中心にいるような、そんな人──。

　確たしかに、こいつの言う通りかもしれない。

　記き憶おくにある自分は、いつだってグループのリーダーで、周囲の雰囲気を思うがままに操あやつっていて、そのことが自分のアイデンティティで。

　そのためであれば、どんな手でも使っていたのではなかったか。

　そう、それこそ──他人を陥おとしいれ、利用してでも、自らの地位を確保し、周囲の視し線せんがすべて自分に向くようにしていたのではなかっただろうか。

　八重が自分のことを見てくれていない場所では、必ず。

　自分のことだけを見てくれる八重のいない、その空白を埋めようとするかのように。

　いつから、自分が集団の中心にいなくても平気になったのだろう。

　わからない。けれど。

　それが平気になった頃ころから、自分は八重の不在に耐えられなくなり始めたのではないか？

　そして。

　八重がもし、大おお田たのことを『周囲に注目されるリーダーシップのある人間』として見ていたとしたら。そんな自分のことをこそ、好きなんだとしたら。

　呆ぼう然ぜんとした気分のまま、指が携帯電話のボタンを操そう作さする。

　──『誰だれだ』

　送信。

　返事はすぐに来た。

　──『そう言えば、あなたのクラスに転校生が来ましたね。私、あなたが転校生を案内しているのを一年の教室で見ました。まるで腰こし巾ぎん着ちやくみたいだった』

　腰こし巾ぎん着ちやくという言葉に、どうしようもない怒りが湧わいた。

　大おお田たは沸ふつ騰とうする思考そのままに、そのメールにまた返事をすべくキーを操そう作さする。

　コミュニティを退会しようなどという考えは、とうにどこかへ消えてしまっていた。
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　午後十一時二十八分。

　挟はさ間ま市し内ないの北、とあるマンション、その二〇一号室。

　津つ久く見み奏かなでは、ダイニングキッチンに備え付けの椅い子すに逆さかさまで腰掛け、無言で何ごとかを思案していた。整ととのった顔はそのままに、俯うつむき加減に目を伏せ、時折、髪を掻かき上げる。

　視線を僅わずかに上げた。

　テーブル越しの向かい側に座った少女を見て、薄うすく笑う。

「思いの外ほか、早くバレちゃったね、逆さか絵え」

　話し掛けられた少女──逆絵はそれに答えず、テーブルの上に載った肉料理にフォークを突き立てた。次いでナイフ。無言で切り裂き、口へ運ぶ。

　仕し草ぐさは上品で、貴族の晩ばん餐さんを思わせた。

「初日からいきなりか。本当はもう少し……せめて一週間くらいは学校生活を満まん喫きつしてもよかったんだけど……彼、対応がなかなか早かったな」

　もぐもぐと料理を消費していく逆絵を微笑ほほえましげに、奏は自分の傍そばにあったワイングラスに口を付ける。赤い液体をひと口だけ嚥えん下かし、ふう、と溜ため息いきを吐ついた。

「逆絵も、もっと彼に甘えたかったんじゃない？」

「その必要はない」と。

　無言だった逆絵が、ナイフとフォークを動かす手はそのままに、小さく呟つぶやく。

「もとより私には関係ないこと。彼らが『日常』と呼ぶものもまた巨大な澱よどみの中にあることに変わりなく、故ゆえに私は私の過ごす時間に線せん引ひきをする必要性を感じない」

　ちら、と向かいに座った奏を一いち瞥べつし、

「だから、行動を起こしたくないのは奏兄さんの方」

「これは参ったね」兄は大おお仰ぎように肩を竦すくめた。

「一本取られたって訳わけか」

「その比ひ喩ゆは適切ではない。私は奏兄さんをやり込めたのではなく、ただ事実を指摘したのだから。……それとも、予定の変更でも提案するつもりなのか。だとしたら却下する。私は私の目的を達成するにはこれ以上のものはないと判断している。だから私たちの……」

「大丈夫、それはないよ」逆絵の言葉を遮さえぎって、奏は失笑した。

「ただ少し残念かなと思っただけ、それだけだよ。……それに……僕はね、逆絵。僕自身のことなんてどうだっていいんだ。知ってるだろ？　僕が何をしたいか、どんな気持ちでいるのか、そんなものはすべて逆さか絵えの意志よりも下位に位置するくだらないことさ。だから、逆絵が僕に気を遣つかうことなんか何ひとつとしてないんだよ」

「もとより気を遣ってなどいない」

　逆絵の返事は冷たい。奏かなでと目も合わせないまま、フォークに突き刺した肉片を口に運び、食はむ。最後のひと切れだった。皿の上にはもう料理は残っていない。

「美お味いしかったかい？」

「お腹なかが減った」

「……って、まだ足りないの？」

「この世界に固定するための存在確かく率りつ的てきエネルギー、その絶対量が圧倒的に足りていない。故ゆえにカロリーを変換し補わなければ、私は保てない」

「そっか。そうだね。お昼は少ししか食べられなかったし」

　奏は立ちあがった。

「じゃ、もう少し作るよ。何がいい？」

「お肉がいい」

　感情の込められていない顔で、それでも声は透すき通って、可愛かわいらしくも聞こえる。

「肉、好きだなぁ。逆絵は」

「好きとか嫌いとか、そのような嗜し好こうに意味などない」

「ふうん」その返事に、奏は端たん正せいな顔を、少しだけ意地悪く歪ゆがめた。

「じゃあさ、嗜好じゃなくて愛情における好き嫌いというのに意味はあるのかな？　たとえば僕は、逆絵を愛している。とてもとても愛してる。それは僕にとって何よりも優ゆう先せんすべき感情で、だからこそこの感情は、僕が逆絵のことを何よりも優先する根拠となってるんだ。ひょっとして……嗜好と同じように、それにも意味がないのかな？」

「ない」返事は即答。

「愛情であろうと嗜好であろうと同様だ。好きも嫌いもただ個人の優先順位を決定するファクターでしかない。言わば澱よどみの中にあるべクトルのひとつだ。小さなそれらがどのように動きどのように変へん遷せんしようとも、それはミクロレベルでの問題に過ぎない。水滴が大河の流れを変えることがないのと同様に、世界から見れば個々の好き嫌いなどどこにでもある波のようなもの。ミクロのマーブルがマクロのフラクタルに変化を及ぼすことなど、決してない」

「……なるほどね」

「それよりも私はお腹が減った。奏兄さん、お肉ちょうだい」

「はいはい」

　悲しむ素振りを微み塵じんも見せず、気き障ざったらしい仕し草ぐさで自分の髪を撫なで上げた奏は、モデルのような歩みでキッチンへと向かう。冷れい蔵ぞう庫こを開け、中のものを取り出し、まな板に載せた。

「で、何が『お好み』かな？　ステーキ？　ソテー？　ロースト？　煮るのも焼くのもご随ずい意いに、どんなご要望にだってお応こたえしてみますよ。食いしん坊のお姫様」

　けれど、奏かなでのそんな愛情は──、

「必要ない」

　まったく、無視される。

「調ちよう理りや味付けに伴う味覚の変化も無意味だ。私はお腹なかが空すいた。それだけ」

「なるほど。そうか。……そうだよね」

　その言葉に奏は一いつ瞬しゆんだけ唖あ然ぜんとした表情を見せるが、すぐに得とく心しんしたように頷うなずく。

　眉まゆをひそめつつも、楽しそうに笑った。

「じゃあ、お粗末様ですが……」

　まな板の上に置いた生のままの肉を掴つかむ。そしてキッチンから出てテーブルへ歩み寄ると、その食材のままの食物を、逆さか絵えの目の前にある皿の上に置いた。

「お好きなだけどうぞ」

「いただきます」

　逆絵は、ナイフとフォークを脇わきに捨て、その肉を両手で固定した。

　まるで犬のように、咬かみ付き、引ひき千ち切ぎる。

　赤い肉汁、というよりも、固まりかけた血液が、唇を滴したたって皿へ落ちた。

「美お味いしいかい？」

「ほいひふはへふひひははい」

「……食べながら喋しやべるのはやめた方がいいよ。……『美味しく食べる意味はない』かな？」

　こくり、と頷いた逆絵の頭を、奏は愛いとおしそうに撫なで、

「せめてしっかり食べてくれよ。せっかく逆絵のために用意した肉なんだから」

　そして──表情を消す。

「ま、いいや」

　目前で逆絵に咀そ嚼しやくされていく人間の女の腕を眺めながら、奏の声は明るい。

「逆絵の血肉になるんなら、母さんも浮かばれるだろうさ」

　テーブルの反対側へと行き、さっきと同じように、椅い子すに逆さに腰掛け。

　ワイングラスを手に取って、中の赤い液体をひと口。

「少しは逆絵の気持ちを知ることができればと思ったんだけど……やっぱ不ま味ずいな、これ」

　粘性の高い、腐りかけの血液が、ワイングラスとともに床ゆかへ叩たたき付けられた。

「まだ足りないのなら幾らでも言ってね、逆絵。母さんだけじゃなくて、父さんもあるよ」

　逆絵は応えない。

　指ゆび輪わの嵌はまった薬指の先に齧かじり付き、第二関節から先を削そぎ千切るのに夢中だった。
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　昨日きのうの夜半から崩れ始めた天気は朝になって雨を降らせた。午前中最後の授業である四限目になってもまだ、降ふり止やむ気け配はいを見せないでいる。

　クーラーが作動しているから蒸し暑さはないにせよ、窓の外からは陰いん鬱うつとした音がしとしとと響ひびいていた。まるで僕の気分のようだ──とは陳腐に過ぎる表現だけど、頭の中をぐるぐると回る思考の重さからして、事実だろう。

　考えることが、多過ぎた。

　硝しよう子このこと。りなちゃんのこと。そして、津つ久く見み兄妹のこと。

　どこからが日常でどこからが非日常のことなのか、それすらもわからなくなってくる。差し当たっては明らかな非日常である津久見兄妹についての対策を具体的に考えようとしたのだが、これも現段階でできることは少ない。

　一応彼らに対しては、朝のうちに『昼休みちょっと一いつ緒しよに付き合ってくれ』と、それを耳打ちしてある。本当なら昨日の夜の内に呼び出せればよかったのだけど、さすがに転校初日では彼らの住所や電話番号がわからなかった。

　巳やむを得ず、場所は保健室。殊こと子こや里り緒おや佐さ伯えき先生や舞まい鶴づるも呼んでいる。彼女たちと一緒にふたりを問い詰めてみるつもりだった。

　方針は単純。

　敵であるようならば即刻排除。そして敵でなくても、殊子によって力を一時封印。無限回廊エターナル・アイドルがいつ来るかわからないこの状態で、協力を交渉するのは危険過ぎると判断した。

　あとはいろいろと思い悩んでも仕方がない──のだが──。

「ね、城き島じまくん、今のところなんだけど」

　隣となりの席の津久見逆さか絵えが、僕にそっと耳打ちしてきた。

「板書の数式、２ｘプラス……１かしら？　それとも７？」

「７だよ」

「ありがとう」答えると、にこやかな笑え顔がおでお礼を言ってくる。

　確たしかに数学教師の板書は非常に雑で、転校してきたばかりの彼女にとっては解読困こん難なんなのかもしれない。最前列の席に座っていると話もしにくいだろう。

　だけど、何もわざわざ身体からだを寄せて、耳の傍そばで囁ささやかなくてもいい。絶対に。

　背後に座った塚つか原はらが、僕の椅い子すの脚をがしがしと蹴けってくる。こいつのことだから、なんでお前ばっかりそういう美お味いしい思いをしてるんだこの野郎という怨えん嗟さのキックだろう。

　僕だって好きでこういうことになっているのではないんだけど──。

　とにかく一限目からずっとこの調ちよう子しで、僕は思考にも集中できずにいた。

　しかし──ひょっとして天然なんだろうか……。

「ねえ、ちょっと見てもいい？」

　などと考えていると、今度は僕のノートを覗のぞき込んでくる。身体を乗り出して、心なしか机ごとこっちに寄ってきているような気もする。

　塚つか原はらだけでなく、背後の視し線せんが痛い。殺すぶっ殺す絶対殺す、とか、積せつ極きよく的てきだね……ひと目め惚ぼれなのかな？　などと、ひそひそ話まで聞こえる。聞こえないように喋しやべってくれているのだろうけど、あいにく僕は固定剤リターダで、聴ちよう力りよくも常人以上だ。

　ふたつ左ひだり隣どなりの芹せり菜なまでがちらちらとこっちを窺うかがっている。

　考えるべきことは多過ぎるのに、僕に追い討ちをかける隣の席からの頻ひん繁ぱんな問いと、この教室の空気。正直、保健室にでも逃げてしまおうかと何度か考えてしまった。

　ちなみに、転校して一日経たった津つ久く見み兄妹は、かなりクラスに馴な染じんでいた。

　快活で人当たりのいい美男美女に対する周囲の反応は実に現実的だ。兄の奏かなでと妹の逆さか絵え、双方が同性からも異性からも注目され、好意的に受け入れられている。もしこのまま三カ月も経てば、クラスの中心は確かく実じつにこのふたりになるだろう。

　やはり彼らは敵で、この態度も無限回廊エターナル・アイドルの策略なのかとも思ってしまう。そう考えると辻つじ褄つまは合う。クラスを乗っ取って何かを企くわだてようとしているのかもしれないけれど──。

　まあ、そこは今考えても仕方がない。

　どのみち昼休みになれば、このふたりに関しての懸け念ねんはあらかた解決できるだろう。

　ついでに僕のことを嫌いになるような暗示を殊こと子こにかけてもらおうか。そんなことを考えて、直後、あまりの莫ば迦か莫ば迦かしさに失笑した。

　また芹菜がこっちを一いち瞥べつする。僕は気付かない振りをしてやり過ごした。

　……実際、それも同様に、由ゆ々ゆしき事態だ。

　正直なところ──芹菜が僕を嫌いになってしまうのは、避けたかった。

　いっそのことそうなってくれればいいと考えたこともある。僕の近くにいることで危険に晒さらされるのならその方がいいし、僕は彼女の想おもいに答えることはできないのだから。

　でも無限回廊エターナル・アイドルにとっては、芹菜の感情など関係ない。

　僕が芹菜のことを大事に思っている、それだけであいつが彼女を標的にするには充分な理由となる。だったらできるだけ僕の傍そばにいてもらった方が安全だ。

　もしかしたら、エゴによる体ていのいい言いい訳わけなのかもしれないけれど。

　僕は、違う方法が選べなかった。卑ひ怯きようで身勝手で、最悪の選択──。

　時計を見る。

　チャイムまであと十五分。

　昼休みにはせめて津久見兄妹の件だけでも片付けばいいなと思った。
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「ねーねー硝しよう子こちゃん、あれ見てー」

　前の席に座ったきみちゃんが、こっちを向いて窓の外を指差しました。

「おや」見れば校庭に、犬が一匹迷い込んでいます。中型の雑種。こんな雨の中で濡ぬれそぼって、餌えさでも求めに来たのでしょうか。

「寒そうだねー」

「野の良らはいつも野ざらしですよ。大丈夫、一匹で生きていく獣けものは強いのです」

「大自然のシビアな現実だねー。でも、学校に来るなんて、ひょっとして昼休みに誰だれかが餌とかあげてるのかなあ……やめたほうがいいのにねー」

「居着いてしまうと先生が保健所に連絡してしまいますしね」

　顔に似合わず冷静な意見を言うきみちゃんに、私は微笑ほほえみました。

　しかし、今は授業中。雑ざつ談だんにかまけていては先生に睨にらまれます。

「でも、今は犬よりも授業ですよ、きみちゃん」

　へへ、と舌を出し、きみちゃんは再び前に直りました。丁ちよう度ど先生が板書を終えてこちらを向いた時でしたので、ジャストタイミングです。

　昼休み十分前の教室はややざわついた空気。それでも雨とクーラーの音の方が耳につきます。私は教科書に目を向けると、授業と併行して、十分後のことを考えました。

　昼休み、私たちは保健室へ集合なのです。

　マスターのクラスへ転校してきた虚軸キヤスト、津つ久く見み兄妹に話を聴きくために。

　場合によっては戦せん闘とうもあり得ますから、自然、私の思考回路では様さま々ざまなケースのシミュレーションが繰くり返されています。私とマスターだけでなく、里り緒おさん、殊こと子こさん、佐さ伯えき先生、そして舞まい鶴づる蜜みつも一いつ緒しよですから、戦力としては充分以上ですが──虚軸キヤストと虚軸キヤストが殺し合う際に、数の大小が勝敗を決定するとは限りません。ましてや相手の能力は未知数。考え得る限りのことを想定し、対策を練っておく必要があります。

　ただ、それなのに──。私は自分の意志とは裏うら腹はらに、彼らが敵でない場合の対策を優ゆう先せんして、あれこれと思考してしまっていました。

　自分の意志を自分でコントロールできない状態。二カ月ほど前から頻ひん出しゆつし始めたこのエラーは、今はもうエラーとしてではなく、乱数的な状態変化として私の内部で処理されつつあります。が、やはりまだ二カ月。どうしても回路を走る違和感は拭ぬぐえません。

　恐らくは共生型。私とマスターとの関係と殆ほとんど同じであろうふたり。

　もし、彼らが敵ではないのなら。

　私は彼らとどう接し、どう相あい対たいすればいいのでしょう。彼らから得るであろう情報を、私とマスターとの関係に、どうフィードバックしていけばいいのでしょう。

　その疑問と結けつ論ろんは、邂かい逅こうの時刻が迫った今になっても出ていません。

　マスターと私の関係。そして、津久見兄妹の関係。そこにはどんな差異があるのか。そして、その差異を前に私は何を考えるのか。

　恐らく、マスターと私との今の関係、それそのものを客きやつ観かん的てきに見詰め直すことになる。それだけはわかっているのですが……。

　再び、窓の外を見ました。

　野の良らはまだ校庭をうろうろとしています。

　他ほかに犬の姿はありません。

　あの野良はひょっとして世界でただ一匹、孤独な存在なのかも、などと。

　他愛たわいもない、益えきもなければ意味もないことを思考しました。
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　ようやく、チャイムが鳴った。

　丁ちよう度どきりのいいところで数式の説明が終わったこともあり、数学教師はチャイムと同時に授業を終了させる。即そく座ざに日直が号令をかけたのと同時、僕は深くゆっくりと呼吸をし、心の準備を終えた。正直なところ──日常のあれこれを考えるよりも気を楽にしている自分がいる。

　最悪だな。そう自じ嘲ちようしつつ、僕は横を向く。

「津つ久く見みさん」

「あ、うん。話したいこと……よね」

　何な故ぜか恥ずかしそうにしながら逆さか絵えが僕を上うわ目め遣づかいに見たので、少し拍子抜けする。何なんだろうこの反応。ひょっとして変な勘違いをされていないか？

「朝言った通り、保健室で。いいかな？」

「うん。でも……奏かなで兄さんも……なの？」

「一いつ緒しよに頼む」

　周囲には気付かれない程度の小声で、僕は頷うなずいた。

「逆絵ちゃーん、お弁当一緒に食べない？」クラスの女子が津久見さんを呼んだ。

　彼女は「ごめんなさい、ちょっと先生に呼ばれていて」と、機き転てんの利いた返事。

「おう、晶あきら。今日きようは雨だし、屋上は用なしだろ？　飯めし喰くおうぜ」

　僕のところにも良りよう司じが寄ってくる。僕は断るために向き直った。

「あ、ごめん、良司。悪いんだけど……」そして言いかけたのと同時。

「敷しき戸どくーん！」教室の奥の方で、芹せり菜なが──鴛おし野の在あり亜あと一緒に、良司へ手を振っていた。

「晶、用事あるならさっさと済ませてこいよ。先に喰ってるぞ」

　呼ばれた良司は手を振り返すと、彼女たちの方へ踵きびすを返した。見れば津久見兄も妹と同じように、昼食の誘いを断っているようだ。

　行くか。……まずはこっちを片付けないと。

「じゃあいいかな、津久見さん」

　僕は、教室の入り口に立っていたふたりに向かって、改めて声を掛けた。

　ふたりが僕を見る。何の用事で保健室まで行かなければならないのだろうという疑問が表情に出ていた。この調ちよう子しだと、ひょっとしたら外はずれかもしれない。

　一いち抹まつの不安を脇わきに置き、僕は彼女たちを促うながす。

「あの、城き島じまくん？　さっき敷しき戸どくんが言ってた、屋上は用なしって……」

「ああ。屋上に友達がいるんだ」

　もうすぐ紹介するよ。頭の中でそう呟つぶやき、曖あい昧まいに笑った。

　と──。

　それは本当に、唐とう突とつだった。

「ねえ、奏かなで兄さん」

「どうしたんだい？　逆さか絵え」

「城島くん……屋上に、お友達がいるんですって」

「そうみたいだね、逆絵」

　唐突過ぎて、一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られるほどに。

　──なん……だ？

　注意していなければ、誰だれもわからないレベルだった。

　現に、クラスの連中はまったく気付いていない。

「どんなお友達かしら？」

「そうだね」

　僕だけが──その違和感に気付いた。

　身体からだが硬直する。

　他ほかの誰でもなく、僕だけを見詰め。

　ふたりで会話をしながら、僕だけを見詰め。

　津つ久く見み兄妹は、薄うすく笑えみを浮かべたまま、

「きっと……恐いお友達だよ、逆絵」

　気け配はいだけを、変へん貌ぼうさせたのだ。

「……っ!?」まさか。

　どういうことだ。いや──これは……。

「恐こわいお友達？　それは厭いやだわ、奏兄さん」

「そうだね。厭だよね、逆絵」

　徐じよ々じよにではあったが、確かく実じつに。

　津久見兄妹の言葉と口調が、それまでのものとは異なって──常じよう軌きを逸いつし始める。

「……恐いお友達のところに私たちを連れて行って、いったいどうするつもりなのかしら」

「さあね」

「煮られるか」

「焼かれるか」

「刻まれるか」

「殺されるか」

「そうね、いずれにせよ」

「そうだね、いずれにせよ」

「きっと」

「きっと」




「「きっと、奈落の底の果てのように潰し拉げさせられてしまうに違いない」」




「津つ久く見み……奏かなで……逆さか絵え……！」

　僕は、目を見開く。

　ふたりは薄うすら笑っている。

　確かく信しんした。

　理性や感情や感覚とは別に……僕の中の奈落も、全力で告げていた。

　僕らに敵対する意志があるかどうか、だって？

　無限回廊エターナル・アイドルの手先かどうか、だって？

　僕は何をとぼけたことを考えていたのだ。

　それどころじゃない。

　これは、こいつらは。

　こいつらは日常を謳歌する気なんて最初から持ち合わせてはいない。

　頭の上から足の先、善意の上うわ澄ずみから悪意の奥底に至るまでを、

　これ以上終わりようもないほどに、終わらせてしまっている存在だ──。

　殺意と敵意で睨にらみ付けた僕を前に、ふたりはくすくすと肩を震ふるわせた。

「恐こわいわ」

「恐いよ」

「じゃあどうしましょう？」

「じゃあどうしよう？」

「殺すの？」

「いいや、殺せないさ。まだ殺せない」

「そうね、今の私たちでは、まだ殺せないわ」

「お前ら……っ！」僕は叫んだ。「こんなところで何をするつもりだ?!」

　クラス中が仰ぎよう天てんし、こっちを向く。

「おい、晶あきら……何言ってんだ？」僕の背後、良りよう司じが仰ぎよう天てんして近寄ってくる。

　一いつ緒しよにいた芹せり菜なや鴛おし野のも立ちあがった気け配はいがある。

「来るなっ！」咄とつ嗟さに制止の声をあげながら、クラス中が何ごとかと驚おどろいていた。

「おい、何キレてんだよ！」

　違う。僕じゃない。

　仮に僕が錯さく乱らんして暴あばれ回ったとしても、そんなことよりも。このふたりがこれから仕出かそうとしている何かの方が、万倍も億倍も、取り返しがつかないことになる──！

「殺せないのね。だったら……」

「だったら、逃げようか」

　そして。

　ふたりの声こわ音ねが、ハーモニーで以もつて。

　日常では決して口にし得ない、異世界の名前を発音する。

「捕まえられるのならどうぞ。……僕らの『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』を」

　踵きびすを返し、教室の扉を開け、ふたりは手を繋つないで廊下へと駆け出した。

「……っ！」
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　周囲が異様に騒さわがしいが、そんなことは無視だ。

　僕は咄嗟に、彼らの制服の裾すそを掴つかもうと手を伸ばした。

　気け配はいが──気配は既すでに、一変していた。

　教室の気配がではない。この場、この世界の気配が、逃げていく津つ久く見み兄妹を中心にして、何か別種のものに塗り替えられていく。

　教室を踏み越えて、廊下に飛び出た。

　飛び出て、すぐに気付く。

　飛び出た先はもう、廊下ではなく、非日常──。

「おい、待てよ晶あきら！」良りよう司じの声が背後で聞こえた。

「ちょっと、どうしたっての!?」芹せり菜なも同じように、僕に駆け寄って来た。

「え、何!?　待って……」もうひとりいる。これは鴛おし野のか。

　だけど──間に合わない。

　僕は足を止める。歯は咬がみする。叫びたい気持ちを抑え、代わりに小さく吐き捨てた。

「……そういう……ことか……！」

「って……なんだ？　どうなってんだ？」

「え、あれ？　何……？」

「嘘うそ……」

　良司、芹菜、鴛野。三人が、何が何だかわからないという感じにきょとんとしている。

　教室とは違う、ざわついた空気。

　何ごとかとこっちを見ている沢たく山さんの教師たち。

「どうしたの、どの先生に用？」そのうちのひとりが、僕らに向かって問うてくる。

　教室を出て、廊下へ出たはずの僕ら。

　だけど──。

　二年三組の出入り口と直接繋がっていたのは、職員室だった。

　津久見兄妹はどこにもいない。

　恐らく、こことは別の校内のどこかに行ってしまっていた。
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　四限目終了のチャイムが鳴ったのは一分前です。

　が、マイペースな日本史の先生が話すのをやめないので、まだ授業は続いています。クラスの生徒たちは明らかに、おいお前空気読めよといった電波を先生に送っているのですが、どうも受信状態は芳かんばしくないようで、先生は摂せつ関かん政治の時代における神しん仏ぶつ習しゆう合ごうについて熱あつく語り続けていました。本ほん地じ垂すい迹じやく説せつよりも御ご霊りよう信しん仰こうよりもまずは飯を食わせてくれ話はそれからだというクラスメイトたちの思いは、当時の民衆たちの感情にも通じるところがあるのかもしれません。……いえ、たぶんあまり関係ないでしょうけど。

　とにかく、クラスの雰囲気はざわざわと浮き足立っているのに、先生はノリノリです。前の席のきみちゃんがこっちを向き「お腹なか減り過ぎて眠いー」というやや複雑なジェスチャーを送ってきました。クーラーの効いていなかった一学期、七月の頃ころは夏バテで食欲減げん衰すい気味だった彼女ですが、涼しいと段違いですね。文明とは偉大です。

　などと思考している内に、既すでにチャイムが鳴って三分。

　私もこの後、重要な用件を控えているので、できればすぐにでも授業を終わらせて欲しいのですが──あと一分経たったら提案しなければならないかもしれません。

「……先生！」そんなことを思っていたら。

　たまりかねたクラスメイトのひとりが、手を挙げて先生に呼び掛けました。

「俺おれ、昼休みに用事あるんですけど！」

　そうだよく言った、と。全員が彼を、英雄を見る眼まな差ざしで見詰めます。が、

「この末まつ法ぽう思し想そうを受けて、慶よし滋しげの保やす胤たねの『日に本ほん往おう生じよう極ごく楽らく記き』を始めとした、所謂いわゆる『往おう生じよう伝でん』が作られる。えー……これは、教科書にもあるように、めでたく往生を遂げたと信じられた人々の伝記を集めたもので、災さい厄やくがよく起きていた当時の思想を実に反映し……」

　先生、全然聞いていません。

　元々生徒を無視した授業を進めるような人ではありますが、まさかチャイムの音まで聞こえていないのではないかと疑わざるを得ませんね、これ。

　クラスの空気はざわつきを通り越して、先生に呆あきれる気け配はい。

　そんな中、教室の前の方で、生徒がひとり、無言で立ちあがります。

「……八や重えさん？」

　長身の彼女にクラスが注目。

　普ふ段だん、こういうことには文句ひとつ言わない八重さんが苦情を言うのかと、驚おどろいています。私もまた──よほど切せつ羽ぱ詰まった用事があるのだろうかと思考しました。

　しかし。

　そのまま八重さんは、何かを言うでもなく、唐とう突とつにその場にしゃがみ、

「え……？」

　また立ちあがり、膝ひざに手を当てて、しゃがみ、立ち、しゃがみ、立ち──。

　屈伸運動を、始めました。

　………………はい？

　全員が呆あつ気けに取られます。私もです。意味不明です。どういうことでしょう。

　やがてひとしきり屈伸運動を終えた八重さん、今度は脚を広げ、伸脚運動を開始。

　スカート姿ではしたないです。って、違いますねそういうことではなく……私も少々思考回路が混乱しているようです。完全に訳わけがわかりません。ひょっとしてギャグのつもりなのでしょうか。いえ、八重さんに限ってそんなことは。

「あの、八や重えさん！」クラスが静寂に包まれる中、私は意を決し、立ちあがりました。

「何をしているのですか……？」

　八重さんは、ぼんやりとした顔でゆっくりとこちらを向き、

「準備運動」

「いやだから何のですか」

「……部活」

「あの……今は授業中というか昼休みというか……」

　でも、次はアキレス腱けん。

　寝ね惚ぼけている？　そんなことはありません。あり得ません。でも、ではこれは、

「では次に、この時代の芸術についての説明に入ります。……国こく風ふう化かは芸術面・美術面にも大きな影えい響きようを与え、たとえば建けん築ちくにおいては、寝しん殿でん造づくりというものが出てきた。はいここ、寝殿造にアンダーライン。えー……この寝殿造というのは、白しら木き造づくりに檜皮ひわだ葺ぶきの……」

　と。

　そこで、私はようやく気付きました。

　先生は黒板を板書している訳わけではありません。教科書を手に、こちら側を向いています。

　でも、それなのに。

　奇き矯きような行動を始めた八重さんをまるで無視し、授業らしきものを続けていて──。

　背後で、ごそごそと誰だれかが動き始めました。

　振り返ると、生徒のひとりが鞄かばんから弁当箱を出して蓋ふたを開けています。

　ざわめく気け配はい。

　今度は、ピコーン、と音。

　見れば三つ隣となりの男子生徒が、携帯ゲーム機きを出してボリューム最大に電源を入れ、

「あ、もしもし梨り々り香か？　うん。そう、今からさ、マルイ行かない？　あの指ゆび輪わやっぱ欲しいから買おうと思って。え？　だからマルイだって、マ・ル・イ。あ、……切りやがった！」

　隅すみの女子生徒が誰かと携帯電話で話し始め、

「……すー……むにゃ」

　前の席のきみちゃんまでもが、小さく寝息をたてて、机に突っ伏し──。

　教室は、いつしか混乱に包まれていました。

　立ちあがる者。教室の外へ出ていく者。雑誌を読み始める者。ノートパソコンを取り出してインターネットへ繋つなぎチャットを始める者。セーラー服を脱ぎ鞄から私服を取り出し着替え始める者。挙げ句の果てには、いきなり抱き合って少々表現するのが難むずかしい熱あついベーゼを交わし始める最近付き合い始めたふたり組まで。

　その数、クラスメイトの半分以上。

　好き勝手に、周囲の目を気にせず、思い思いのことを始めていました。

「硝しよう子こ！」教室を見渡しながら何も言えなくなっている私に、ひめひめが駆け寄ってきます。彼女はまだまともなようです。でも、もはや授業どころではありません。

「どうなってんの!?　これってまさか……」

　言われ、私は、思考回路に対応できていなかった有ゆう機き体たいをどうにかして動かしました。

「ええ。これは……」

　間違いありません。状況はもはや異常。

　これはどう見ても、日常にはあり得ない、虚軸キヤストが引き起こした何か。

　教室を見渡します。半分程度の生徒たちはまだ正気で、呆あつ気けに取られているか、周りの友人たちを止めようとしているかのどちらか。しかし彼ら彼女らも、ひとり、またひとりと、夢遊病のように別のことを始め──クラスメイト全員がそうなるのは、時間の問題です。

「そうです、舞まい鶴づる蜜みつは……」

　私はこちらに来たひめひめの手を握り、舞鶴蜜の姿を捜します。

　もし彼女までおかしくなってしまっていたら私にとっては不利な状況になり兼ねません。

「あ」いました。

　喧けん噪そうの奥、教室の一番後ろ。

　黒髪の少女は、この状況にあって椅い子すに腰掛け腕を組んだ姿勢のまま、敵意に充みちた視し線せんでじっと周囲を睥へい睨げいしていました。彼女はすぐに気付いて、

「……ぼさっとしてんじゃないわ、機械人形」

　面めん倒どうそうに、立ちあがります。

「冗じよう談だんじゃないわ……ここまで大っぴらとはね」

　蜜は、楽しくて笑っているのか忌いま々いましくて怒っているのか判然としない顔をしました。

「その例の双ふた子ご、先手を仕掛けてきたってところでしょ」

　はっきりと断定するのは、直感と感覚で行動する彼女故ゆえの決めつけか。

　しかし、様さま々ざまな可能性が想定されるとは言え──あながち間違いではありません。あの双子が敵だったというのは、最も高いものです。

「私は行くけど、あんたはどうするの？」

「行くって、どこへ……」

「決まってるじゃない。殺しによ」

　蜜は禍まが々まがしい笑えみを浮かべました。彼女にとって、真まっ向こうから侵しん蝕しよくを開始した異世界は、堂々と暴あばれ回れるいい口実なのでしょう。

　しかし、優ゆう先せんしなければならないのは、まずはこの場をどうにかすること。見れば、無言で殴り合っている男子生徒たちまで出始めています。

「行くのは構いません。でも、このクラスの状態を放っておくのは危険です」

「は？　こいつらが生きようが死のうが知ったこっちゃ……」私の言葉に、蜜は嘲あざけりの表情をしましたが、その視し線せんが私の向こうにいるきみちゃんを捉とらえ、

「……ち」舌打ちし、左の義手を右手で握にぎり締しめました。

「わかったわよ。取とり敢あえずこいつら黙だまらせりゃいいんでしょ？」

　面めん倒どうそうに吐き捨てる蜜みつ。

　ひめひめは、私の腕に抱きついたまま、

「硝しよう子こ……どうするの……？」

「まずは校内の状況を理解するのが先決ですね。……ひめひめ、殊こと子こさんに電話をお願ねがいします。私はマスターに確かく認にんを取ってみます」

　状況は、安易に結けつ論ろんを出せないほどに異常。

　クラス内は喧けん噪そうに満ちていましたが、外部からは誰だれも見に来ない上に──窓越しの廊下では生徒たちがこちらに見向きもせず歩いていました。




　　　　‡




「なに、これ……どうなってるの……？」

　顔面蒼そう白はくの芹せり菜なは、僕の制服の裾すそを不安げに掴つかんだまま離はなさない。

「良りよう司じくん……」

「俺おれも意味わかんねえよ」

　僕らの後ろでは鴛おし野のが良司の腕にしがみついて、半なかば呆ぼう然ぜんとしている。

「……ち」

　僕は顔をしかめつつ、状況が思っていたよりも遥はるかに厄やつ介かいなことを思い知らされていた。

　あれから、時間にすれば五分も経たっていないだろう。

　それなのに学校中は、異常な状況の下もとにあった。

　まずは空間。

　僕らは今、体育倉庫にいる。

　あの後、訳わけがわからないままに職しよく員いん室しつの扉を開け、外に出たのだが──出た先は廊下ではなく、人のいない美術室だった。半ば狂乱する芹菜たちを落ち着かせて再びそこを出ると今度は家庭科室。その次が別のどこかの教室。更さらにその次が、今、ここ。

　扉を開けた先にはちゃんと廊下が広がっているのに、いざ部屋を出てそこに踏み入ると、いつの間にか別の場所であることを知覚する。

　そう──いつの間にか、だ。

　扉と扉が別の空間、学校の中のどこかに繋つながっている。そして僕らの精神も、空間を飛んだ事実をその瞬しゆん間かんには認にん識しきしない。せめて元の教室に帰ろうとしたのだが、それも望み薄うすだ。

　そして厄介なことに、異常はもうひとつあった。

　生徒たちがおかしくなっているのだ。

　ふたつめの家庭科教室と、その次の教室で僕らはそれを見た。調ちよう理り実習が終わって後片付けをしているはずのどこかのクラス、その全員が、それぞれ好き勝手に、皿を割り散らかしたり、眠り込んでいたり、殴り合っていたり、抱き合って泣いていたり、まるで一貫性のない行動をしている。芹せり菜なや良りよう司じや鴛おし野のはまだ正気だが、これだといつどうなるかわからない。もちろん僕も、自覚せずにおかしくなってしまう可能性だってあった。

　これが、津つ久く見み兄妹の──『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』の力なのだろうか。

　まだ不ふ確かく定てい要素があるかもしれないから断定はできないが、まずはこの状況からどうにかして脱出する必要がある。芹菜や良司や鴛野が僕と一いつ緒しよにいるのは、眼の届く場所にいてくれて助かったと思う反面、やりにくくもあった。

「何なの……何なの、これ……」

　芹菜が呟つぶやくけれど、外から聞こえるくぐもった雨の音は、その声を体育倉庫に響ひびかせない。

　そう──おかしな話だ。

　外、壁の向こうからは雨の音が聞こえるというのに、その外へは出られない。

　がくがくと震ふるえる芹菜の腕を握り返しながら、僕はどうすればいいかを考える。一緒に動くか、或あるいは人のいないここで決して動かないように言い聞かせ、僕だけ捜索に移るか。どちらにせよリスクが伴う。僕のいない間に芹菜たちがおかしくなってしまったらどうしようもない。気絶させ、手足を縛しばった状態で置いておくか。いや、そうなると、ここにおかしくなった誰だれかが来た場合がまずい。それに校内には津つ久く見み兄妹だっている。あいつらの目的が僕であれば、芹菜たちは格好の標的となるはずだ。でも、だったら──。

　ズボンのポケットに入れていた電話が振動した。

「あ、あっちゃん……」着信に気付き、安心したような顔をする芹菜。この異様な状況だ。電波が通じていたという事実だけでも気休めになるのだろう。

「ああ」頷うなずきつつ、取り出す。

　硝しよう子こからだった。

「もしもし」

『……マスター、無事ですか？』

　硝子からだ、と芹菜に断ってから、僕は続けた。

「今のところは、な。それにしても……携帯は通じる、か。意味不明だな」

『携帯は通じる？　どういうことですか？』

「お前のところはどうもなってないのか？」

　もしかしてまだ教室から出ていないのかもしれない。

　説明しようとして、芹菜たちがいるのを思い出す。説明の途中で下へ手たを打ち、妙な単語を使うとまずい。僕はダイレクトリンクを使い、硝子に情報を転送した。

『なるほど、だから外が……。あ、今ひめひめも殊こと子こさんから同じことを聞いたようです』

「そっちの状況は？」

　硝しよう子こは『送ります』とだけ言い、情報を転送してきた。頭の中に──と言うよりも、僕の体内の血液に混ぜ込んだ不定量子回路へと流れ込んでくる。

「……同じ、か」

『はい。クラスメイトたちがしっちゃかめっちゃかです。その上、空間まで歪ゆがんでいるとなると……これは厄やつ介かいですね。電話が通じるのが意味不明ではありますが』電話の声が外に漏れないようにと配はい慮りよしてくれたのだろう。硝子は少し声をひそめつつ状況を分析する。

「で、そっちは大丈夫なのか？」

『ええ。クラスメイトを全員気絶させ、現在待たい機き中ちゆうです。意い識しきがあり、かつまともなのは私とひめひめ、それから舞まい鶴づる蜜みつの三名ですが……って、情報転送してましたね』

「ああ、そうだな」随ずい分ぶんと無む茶ちやをやったものだ。まあ、舞鶴が『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を数秒なりとも解放させれば、クラスメイト全員を絞め落とすのは一いつ瞬しゆんだろう。

『マスター、どうしますか？　指示をください』

「そこから動くな」僕は即そく答とうした。

　実際、それが最も妥当だ。

　できるならばすぐにでも合流したい。だが、今の僕らが同時に互いを捜したとしても意味はないだろう。この空間の断絶がランダムなものではなく、津つ久く見み兄妹によって操そう作さされている可能性もあるのだから、硝子が下へ手たに動くのは逆効果だ。

『……イエス、マスター』硝子は電話の向こうで、僕の意図を理解して頷うなずいた。

『お待ちしています』

「ああ、でも……わかってるな？　危なくなったら逃げろよ」

『無む論ろんです。現状、舞鶴蜜がいるので戦力は申し分ありませんが……彼女が頭おかしくなる可能性も否定できませんから』途と端たん、ちょっとあんたどさくさに紛れて何失礼なこと言ってんのよ！　と、きいきいやかましい声が受話器越しに聞こえてきた。

『訂正です。既すでに頭はおかしいですからこれ以上おかしくも……うぐ』硝子の言葉が途中で止まり、ふざけるんじゃないわよ殺すわよ！　と舞鶴が受話器のすぐ傍そばで怒ど鳴なった。

　……まあ、ここまで元気なら心配いらないか。

『ちょっと、やめなさい舞鶴蜜。冗じよう談だんですよ冗談。はい、わかりました謝あやまりますから！　まったく……ごほん。えー……では私は、里り緒おさんに現状を伝えます。外は雨ですから、佐さ伯えき先生とも一いつ緒しよでしょうし。小こ町まちが分裂できれば校内の探索も迅速に進められますね』

「だな。頼む」頷き、あのふたりはそもそも異常があろうがなかろうが保健室から出ないから異変に気付いていないだろうと思う。

　思うと同時──携帯のスピーカーからコール音が聞こえてきた。

「硝しよう子こ、悪い。キャッチが入った」

『殊こと子こさんからかもしれませんね。では私はこれで。ダイレクトリンクをリアルタイムで接続しておきましょう。大まかな状況はそれで伝達し合えますし』

　細かな意思伝達はともかく、お互いの身に危険が迫っているかどうかはそれで判断できる。

「わかった」お前も気を付けろ、そう付け足して、僕は再度通話ボタンを押した。

「もしもし？」『お、繋つながった』聞こえてきた声は硝子の予想通りの相手だ。

『なんかいろいろ大変なことになっちゃってるけど、そっちは大丈夫かにゃー？』

「『にゃー』なんて言ってる場合かよ」

　こんな時にも余裕の態度を崩さない殊子に、僕は失笑する。

「で、そっちは？」

『今、姫ひめとも話してたんだけどさ。同じだね。生徒から教師から、学校にいる連中がおかしくなっちゃってる。それと同時に、扉を境きよう界かい線せんにして空間が変な感じに繋がってる……ってとこか。ちなみに、窓もダメ。開けて飛び降りてみたんだけど、何な故ぜか体たい育いく館かんに出ちったよ』

　三年の教室は三階なのに無む茶ちやをする奴やつだと心中で苦笑した。

「今はその体育館か？」

『そうだね』

「だったら、隣となりの部屋だ……会えるとは思えないけどな」

『近くて遠いねえ。なかなか暗示的だ』

　受話器の向こうで、殊子の軽けい薄はくに笑う気け配はいがした。

『ま、いいか。こんな状況じゃ仕方ない。私も協力してあげることにしよう。そうだな……この状況じゃ私が虚界渦アンダーゲートを開放しても意味ないだろうし、ちまちま行くってのでどうかな？』

　こういう時のこいつの回転は速い。いちいち説明がいらないことに感かん謝しやしながら、

「それで頼む」僕は頷うなずいた。

『わかった。硝子のちゅー一回……って言いたいとこだけど、君きみ子こたちのためでもあるし、ただ働きしてあげるよ。ま、運が良ければその内晶あきらクンとも会えるかもね』

　言うだけ言うと電話を切る殊子。直なお川かわ君子や舞まい鶴づる、それに姫ひめ島しま姫のため──殊子も、この状況を傍ぼう観かんするつもりはないようだ。解決を導みちびいてくれるとは思えないが、役には立つだろう。

　遭そう遇ぐうした生徒を『目ハ覚ラまハしラ時計』で片っ端から眠らせながら、次々に部屋を進んでいく。殊子はそうするつもりで、僕もまた殊子にそれを求めていた。

　つまり、硝子や舞鶴がディフェンスなら、殊子はオフェンスだ。

　もし津つ久く見み兄妹が空間の接続を自在にできるのであれば意味はないが、そうでないのならば殊子はいつか誰だれかと遭遇できる。会えた奴やつは殊子と同道していけばいい。

　津久見兄妹がどんなに無茶な力を持っていても、こっちは六人いるのだ。人数のアドバンテージを最大限にまで利用すれば、打開の手がない訳わけじゃない。

　携帯電話を見詰め、あとは里り緒おに頼んで小こ町まちを使ってもらうかと思う。分裂しながら部屋を進んでいくという手。それは無む駄だにならないだろう。

　僕はダイレクトリンクで、現在里緒と通話中であろう硝しよう子こにその旨むねを伝えようとした。

　と、

「……おい、晶あきら」

　背後から──良りよう司じが僕の名前を呼び、思考を中断させられる。

「どうしたんだ、何かあったのか？」振り返った。

　芹せり菜なは相変わらず僕のシャツの裾すそを掴つかみ、不安と恐怖で足を震ふるわせていた。鴛おし野のも同じような顔をして良司の腕にしがみついている。とは言え、周囲に変わった様よう子すはない。

　だったら、僕はすべきことがあるのに。そう考えていると、

「なあ……どういうことだ？」良司の声が、妙に低く、体育倉庫の中にくぐもった。

　外から聞こえる雨の音にも負けないほどに、強く。

　良司は、

「お前さ。……何でそんなに、落ち着いてられるんだ？」

「……え？」

「意味がわかんねえよ」一いつ瞬しゆんだけ呆あつ気けに取られた僕を、

「こんな訳わけわかんねえことになってるのに、お前、どうしてそんなふうに平気なんだ？」

「良……司？」

　純粋な疑問とは明らかに違う視し線せんで見て、

「俺おれ、頭がおかしくなりそうだ。鴛野や森もり町まちも同じだよ。教室を出たら別の場所だなんて、現実にある訳がねえ。何度も夢だと思ったし、集団幻覚でも見てんのかとも考えた。でも、そうじゃねえ。だからますます訳がわかんなくなって……なのに、お前は……」

　僕に縋すがるようにシャツの裾を握っている芹菜の指先を注視し、それから再び僕を睨にらみ、

「お前、この変な状況について、何か知ってんじゃねえか？」

　何か恐ろしいものを見るような、そんな目で──。

　そう、言った。

「知ってる、って、そんな……」

　僕は今いま更さらながら、自分の失敗に気付く。

　いつの間にか──思考を完全に、非日常側へと切り替えていた。

　津つ久く見み兄妹による攻こう撃げきによって起きたこの現象。それをどうにかしなければという思い。

　そして、解決しさえすれば良司たちの記き憶おくは殊こと子こが改かい竄ざんしてくれるという、最低の安心感。

　それらに気を取られ、現状を見失ってしまっていた。

　日常を疎おろそかにして、非日常に没頭してしまっていた。

　それがどんなにやってはいけないことであるか、わかっていたはずなのに。

　舞まい鶴づるに言われたじゃないか。──日常もまた、戦いだ、と。

「そんなこと、ある訳わけないだろ」

　後悔を押し殺し、僕は震ふるえる声をあげる。震えは演技したつもりだった。

「いったい、何言ってるんだ、良りよう司じ」

「じゃあ、さっき電話してたのは誰だれだよ!?」

　それでも誤ご魔ま化かせず、良司はついに怒ど鳴なった。

「俺おれたちの知ってる奴やつか!?　そいつ、やけに事情に詳しいような喋しやべり方してたよな？　硝しよう子こちゃんじゃねえ、その後の女だ！　……受話器から聞こえてたんだよ！」

　血の気が引いた。

　殊こと子こは硝子と違い、声をひそめてはいなかった。雨の音でも誤魔化せていなかったのだ。

　慌てて芹せり菜なを一いち瞥べつするが、芹菜は困こん惑わくして僕と良司とを見比べている。聞こえていたのは良司だけだったのかもしれない。でも、不幸中の幸いだなんてとても思えない。

「あれは……」

　何か上う手まい説明をしようと思ったが、咄とつ嗟さに思い付かない。畜生、なんて無ぶ様ざまだ。こういう時の詭き弁べんや諧かい謔ぎやくこそ、僕が得意にしていることじゃないか。なのに、

「そもそもお前、あの転校生ふたりに何か怒鳴ってたよな。よくよく考えれば、学校が変になっちまったのはあれからじゃねえのか？　なあ、知ってるなら教えてくれよ。こりゃ、いったい何なんだ？　俺たちはどうしてこんな訳わかんねえことになってる?!」

　良司の追及は、僕のそんな狼ろう狽ばいを抉えぐるかのように鋭するどくて──、

「……お前……何なんだよ」

　根源的なその質問に、僕は答えることができなかった。

「……僕だって……何かを知ってる訳じゃない」

　辛かろうじて──たいして上手くもない嘘うそを、辛うじて、吐ついた。

「でも、狼狽うろたえてもどうしようもないじゃないか。だから……」

「答えになってねえぞ……晶あきら」

　誤魔化せない。どうしようもない。

　信じてくれ、そう言おうとした。でも、できなかった。

　自分を信じろなんて言葉は、自分は嘘を吐いていると白状しているようなものだ。

「……言う気はねえ、ってことか」

　やがて良司は、僕から眼を逸そらし、吐き捨てるように呟つぶやいた。

「わかったよ。もういい。お前は何かを知ってる。でも俺らには言えねえ。そういうことだろう？　……それがわかっただけで充分だ」

　そして、呆あつ気けに取られている鴛おし野のの手を引き、踵きびすを返す。

「行くぞ、鴛野。森もり町まちも来い」

「え……？」

　それでも僕のシャツを掴つかんでいてくれた芹せり菜なが、良りよう司じの言葉に戸と惑まどった。

「とにかく、訳わけがわかんねえのならわかんねえなりにどうにか動くしかないだろ？　ひたすら進んでりゃ学校から出られるかもしれねえしな」

　吹っ切れたような良司の言葉。

　一理ある。事情を知らない人間にとっては最善の選択だろう。

　だけどそれは、危険なことに変わりない。

「待て」僕は、破裂しそうな心しん臓ぞうを必死で抑えつつ、声を振り絞る。

「今動くのは危険だ」

「何でそんなことがわかるんだよ？」

　でも僕の言葉はもう、良司にとって疑念にしか繋つながらない。

「お前がそう判断してんならそれでいいけどな、俺おれは行くぜ。学校の連中がおかしくなってようが関係あるか。鴛おし野のや森もり町まちくらいなら俺が守ってやれる」

　柔道二段。それは普通の学生にとっては大きなアドバンテージだろう。

　──普通の学生にとっては。

「駄だ目めだ……行くな」

　どうしようもない罪悪感の中、僕はついに、声を荒げた。

　最悪の選択だけど、仕方ない。こうなれば力ちから尽ずくででも良司たちを止める。

「いいからここにいろ！　頼むから！」

　体育倉庫の扉に手を掛けた良司は振り返らない。

「森町、来ないのか？」

「あ……あた、し」芹菜は僕と良司との間で視し線せんを移ろわせた。

　普ふ段だんは気が強いりなちゃん。けれどこんな状況で、それが発揮できるはずもない。

「来いよ。晶あきらの傍そばにいても何も変わらない」良司は言う。

「……あっちゃん……」芹菜は助けを求めるように僕を見る。

　僕は、その眼を見詰め返そうとした。

　大丈夫だと、僕と一いつ緒しよにいれば大丈夫だと、そう言いたかった。

「心配いらないから、僕と……」言おうとした。

「形だけの言葉でどうなるってんだよ！」

　それを遮さえぎる、良司の叫び。そして。

　がら、と。体育倉庫の扉が開けられる。無人の体たい育いく館かんから湿った空気が洩もれてくる。前に進んでも、決してそこには繋がらない。だけど目前の広い空間に、芹菜の視線が奪われた。

　瞬しゆん間かん。

「来い、森町！」

「え、……きゃ！」

「良りよう司じ、待……！」

　腕を強く引っ張られた芹せり菜なの身体からだが、僕から離はなれる。シャツを握っていた指先が呆あつ気けなく解かれる。咄とつ嗟さにその腕を掴つかもうとしたけれど間に合わない。普通の人間である良司の怒りは、固定剤リターダである僕の狼ろう狽ばいした反射神経を呆気なく凌りよう駕がした。

　鴛おし野のを抱きかかえ、芹菜の腕を掴んだ良司が、体育倉庫の扉、境きよう界かい線せんに差し掛かる。

　体たい育いく館かんへと出て行こうとする姿が僕の視界にはっきりと映る。

　引き離されたのは僅わずか一歩。一メートルにも充みたない距きよ離り。

　だから僕は、追い付けるものと信じ、すぐ目の前にある芹菜の前に回り込もうとして、良司の行く先を阻はばもうとして、体育倉庫の扉を潜くぐった。もし津つ久く見み兄妹がこの歪ゆがみを自由に操あやつっているとするならこんな好こう機きは逃さないだろうと、そう思いながら、焦しよう燥そうとともに。

　空間を跳ちよう躍やくしたような実感はなかった。

　けれど、ふたりを追い越した感覚も──なかった。

「……りなちゃんっ!!」

　次の瞬しゆん間かん、僕はどこかの教室にいて、そこには暴あばれ回っている生徒たち。

「りなちゃん！」

　机や椅い子すが倒れる轟ごう音おんの中、叫び、慌てて周囲を見渡し、捜す。

　芹菜や、良司や、鴛野の姿は──どこにもない。
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「待って……待ってよっ！」

　半なかば絶叫のような声だったが、それでも良司は、芹菜の手首を離さなかった。

「あっちゃん！」

「諦あきらめろ！」

　既すでに晶あきらの姿はどこにもなく、良司たちのいる場所も、もう体育倉庫ではない。

　特別教室棟の三階、音楽室。

　体育倉庫とは建物も階数も違うその場所には、幸か不幸か、良司たち以外誰だれもいなかった。

「あっちゃんっ！　あっちゃんが……！」

　防音の壁かべに、芹菜の絶叫が響ひびく。晶の名前を連呼する芹菜に腹が立った。

　実際、問い詰めてもはっきりとした答えを返さず、言葉を濁にごすだけだった晶を、良司はもう信用できなかった。仲のいい友人だったはずなのに、どうしてこうもあいつのことが苛いらつくのだろうと思うけれど、無理もない話だと自分を納得させる。どう考えてもこの異常な状況は、あいつが津久見兄妹に対して怒ど鳴なった直後から始まっているのだ。

　それなのに、芹せり菜なはまだ、晶あきらの名前を叫んでいる。

　正せい論ろんを言っている自分ではなく、ただ好きだからという感情だけで、晶を頼っている。

「あいつは危険だ、森もり町まち！」

　自分の腕を振りほどこうともがく芹菜をこっちへ引き寄せ、両肩を掴つかんだ。

「わからねえのか!?　あいつは何か知ってて、その上で俺おれらに隠し事してたんだぞ！」

「だからって、置いていくことないじゃない！」

　芹菜は殆ほとんど涙声で、音楽室の出口へと視し線せんを遣やる。元来た道を戻ったとしても再び体育倉庫に繋つながっている訳わけではないだろうに、それでも晶のところへ行こうとしているのだ。

　理屈ではなく感情で──芹菜は晶のことを信じていた。

「敷しき戸どくん、落ち着いて……」鴛おし野の在あり亜あが良りよう司じの服を引っ張る。

「お前は黙だまってろ！」

　ひ、と。背後で在亜が身を竦すくませた。それに対して何かを思う余裕もなかった。ただ、こんな状況になってまで晶のことをあっちゃんと言っている芹菜に対して苛いら立だっていた。

　それが嫉しつ妬とだとは気付かない。

「頼むから落ち着いてくれよ、森町！　お前は絶対危ない目には遭あわせねえから！」

「あっちゃんは危ない目に遭ってもいいっていうの!?　ひとりなんだよ！　ひとりで置き去りにして……学校の中、みんなおかしくなってるのに！　それなのに……！」

「あいつは心配いらねえよ！」

「なんでそんなことがわかるのよおっ！　離はなしてよ！」

　その叫びは良司を完全に拒絶していた。

　しかし良司は、それを受け入れることができない。

「もうこうなっちまったもんはしょうがねえだろ!?　いいから俺と……」俺と一いつ緒しよに来い。

　そう叫びかけた良司の、芹菜の両肩を掴む腕に力が入る。芹菜が苦痛に顔を歪ゆがめる。

　自分が目の前の少女を苦しませているというその事実が、良司の頭をますます沸ふつ騰とうさせた。

　と、

「やめてえっ！」

　そんな良司に、冷水を浴びせるように。

　ふたりの間へ、半ば無む理り矢や理りに、在亜が割って入った。

「やめてよ！」芹菜を良司から引ひき剥はがし、抱だき締しめ、まるで守るようにして。

「落ち着いてよ！　変だよ……敷戸くん」

「なん……だ、よ」

　芹菜どころか在亜まで。

　涙目でこっちを睨にらんでくるふたりの少女。

　その光景に、良司は何が何だかわからなくなる。

「畜……生っ」

　頭を抱え、ふたりの視し線せんから目を逸そらし、良りよう司じは数歩後退する。

　背中を向け、まるで逃げるように壁かべ際ぎわまで歩き、目の前のそれを殴った。

　鈍にぶい音が、振動とともに拳こぶしへ返ってくる。

「何でだ!?　どうして……！」

　感情を上う手まく言葉にできない。つくづく、自分は不器用だと思う。

　晶あきらは何かおかしい、そう感じたこと。

　こいつと一いつ緒しよにいると危ない、そんな直感があったこと。

　芹せり菜なと在あり亜あを守りたかったこと。

　自分は正しいのだという思いと、やり方が間違っていたのだという思いが交こう錯さする。わかってくれさえすれば誤解は解けるのに、わかってもらうにはどうすればいいのかわからない。

「俺おれは……ただ……」それきり、言葉は出ない。

　全員が無言。何度か、芹菜が小さくしゃくりあげる呼吸の音だけが響ひびいた。

　窓の外で雨の音が聞こえる。でも、それだけだ。

　やがて──、

「……城き島じまくんを捜しに行こ？」

　芹菜を抱だき締しめ、頭を撫なでていた在亜が、怖おず怖おずと──良司に向かって、そう提案した。

「敷しき戸どくんも、ちょっと混乱しちゃっただけだよね？　だからあんなことしちゃったんでしょ？　それはもう過ぎたことだし、今いま更さらここでどうこうしても仕方ないよ。ね、芹菜。芹菜ももう大丈夫でしょ？　城島くんともう一回合流できれば、きっとなんとかなるよ」

　良司はゆっくりと振り返る。

　ぎゅ、と。無言で芹菜が、在亜の背中に力を込めた。

　彼女はこっちを見ない。それが辛つらかった。

　だけど同時に、在亜がフォローしてくれたことが有あり難がたくもある。

「すまねえ。悪かった、森もり町まち」

「……うん」

　項うな垂だれた良司に、芹菜が小さく頷うなずく。

　争っていても仕方がない──そんな空気が、三人の間に広がった。修復できない歪ゆがみはまだそこにあったけれど、どうしようもなく壊こわれてしまってはいない。

　もう一度校内を歩き回って、晶に再会できれば。そうすればこの歪みも元通りになるのではないか。楽らつ観かん的てきかもしれないが、良司はそんなふうに思った。自分は間違っていないという意地のようなものはまだ心の中に残っていたが、それでも、女の子ふたりを泣かせてしまったという罪悪感の方が遥はるかに大きい。是非はどうあれ、褒ほめられたことではない。

「行こう。晶ともう一回合流だ」

　いけしゃあしゃあとそんなことを言う自分はなんて勝手なのだろう。でも、そうしなければならなかった。失態を取り戻さなければ──芹せり菜なは泣なき止やんでくれない。

　良りよう司じはふたりを促うながし、音楽室の出口へと向かって歩こうとした。

「さ、行こ、芹菜」

　在あり亜あが、芹菜を促してくれる。すまないと思いつつ、良司は扉に手を掛け、そのままの姿勢でふたりを待ち、顔だけで振り返った。

　──気付いたのは、偶然だった。

　歩き始めたふたり。

　ふたりの背後にあった、キャスター式の黒板。

　それがゆっくりと、ふたりに向かって倒れかかろうとしている──。

「……え」一いつ瞬しゆん、意味がわからなかった。

　地じ震しんが起きている訳わけでもなければ、誰だれかが暴あばれた訳でもない。

　窓は開いていない。風も吹いていない。

　だから、幾らキャスター式で安定が悪いからと言って、黒板が倒れる要素はどこにもない。

　それなのに、まるで、誰かがわざとそうしているかのように。

　丁ちよう度ど、角の部分にふたりの頭部がぶつかるような角度と距離で。

「……っ！」

「え」表情の変わった良司を見てきょとんとしたのは、芹菜と在亜の両方。

　ふたりは気付いていない。咄とつ嗟さ過ぎて、考えている暇はなかった。

　身体からだは勝手に動いた。思考ではなく、感情に任せて。

「え……きゃっ！」

　ようやく、倒れてくる黒板が目に入ったふたりが身を竦すくませる。間に合わない。

　だから良司は、ふたりの方に駆け寄って、そして、

「危ねえっ！」

「きゃあっ！」

「……ひ！」

　三者三様の短い声とほぼ同時に、良司は黒板から守るようにして、覆おおいかぶさり、

　どん、と。

　衝しよう撃げきがあった。

　思ったよりも、遥はるかに軽い。

　当たり前だ。キャスター式の黒板なんて、そんなに重いものではない。気付くタイミングによっては女の子ひとりでも受け止められる程度のものだ。背中に角が当たったが、その痛みも鈍にぶい。だから全然たいしたことはなく、良司はほっと息を吐つく。

　何にせよ、無事でよかった。

　そう思い、抱だき締しめた相手に「大丈夫か」と声をかけ、黒板を再び押し戻し、そして。

　そこで良りよう司じは──そんな自分の考えがまるで見当違いだったことに、気付く。

「あ……」

　問題は、黒板が倒れてきたこと、そのものではなかった。

　何もかもが一いつ瞬しゆんだった。だから、理性ではなく感情のままに行動した。

　その、結果。




　良司の腕の中で、芹せり菜なが呆ぼう然ぜんとしている。

　芹菜だけが、呆然としている。

　そして、

　良司に突き飛ばされた在あり亜あが、顔面蒼そう白はくのまま、床ゆかに座り込んでいる──。




「あ、……お、れ……？」

　自分は何をしたのだろうと思った。

　だけど何をしたのかは、目の前の光景を見れば瞭りよう然ぜんだ。

　倒れてきた黒板。

　良司は。

　芹菜と一いつ緒しよにいた鴛野在亜自分の彼女を突き飛ばし、

　森町芹菜好きな相手だけを、身を挺ていして守った。

　その行為。

　それは少なくとも、在亜にとって、どうしようもないほど取り返しのつかない行為だ。

「だいじょうぶ……か？　おし、の」

　震ふるえる声で、良司は呼び掛ける。

　何か言いい訳わけをしようとした。でも、言葉は出てこない。

　当たり前だ。

　そもそも最初から、問題を抱えていたのは良司自身だったのだ。

　晶あきらを疑ったこと。

　芹菜を無む理り矢や理り引っ張ってきたこと。

　晶のことばかりを気にする芹菜に苛いら立だったこと。

　今の自分の行為は、そのすべてが結実したに過ぎない。

　何な故ぜなら、最初から良司は、付き合っているはずの在亜ではなく芹菜だけを見ていて──。

　在亜が、顔を俯うつむかせた。

　無言で立ちあがった。

　良司は反応できない。

　芹せり菜なは戸と惑まどっている。

　在あり亜あは。

　顔を上げ、

　そのふたりを、酷ひどく悲しそうな、でもどこか笑っているような顔で一いち瞥べつした後。

　無言で踵きびすを返し、走り始めた。

「鴛おし、野の……」良りよう司じの声は弱く、

「待って、在亜！」芹菜の制止は逆効果だっただろう。

　鴛野在亜は、硬直したふたりを置き去りに、音楽室の扉を開け、廊下へと消える。
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　それと同時刻。

　津つ久く見み兄妹や城き島じま晶あきらたちが飛び出し、いなくなってしまった二年三組の教室。

　校内の他ほかの場所と同様に、そこにも混乱は訪れていた。

　それぞれが思い思いに、一見意味不明な行動を取る。眠り始める者、教室を走り回る者、携帯でどこかに電話をしようとする者、黒板に妙な落書きをする者、手近な人間を殴り付ける者、女子生徒を強ごう姦かんしようとする者、自じ慰いを始める者、ノートパソコンを取り出してキーボードを乱打する者。秩序はなく、理性もなく、ただそれぞれが乱雑な行為を繰くり返していた。

　そう──繰り返していた。

　しかし今、教室はとてつもなく静かだ。

「……ふふ」その静寂の中、楽しげに笑う、ただひとりの人間を除いて。

「なるほどね。そういうこと」

　教室の前に置かれた教きよう壇だん。そこに座った大おお田た敦あつしは、意い識しきを失ったクラスメイトたちを見下ろしながら、ひとり静かにくつくつと嗤わらっていた。

「面おも白しろいな。だけどまあ、茶番だね」

　折り重なるようにして倒れた制服姿の級友たちは、死んだように動かない。

　大田がそうした。

　たったひとりで、それを成し遂げた。




　教室で混乱が始まった時──。

　次々に訳わけのわからないことをし始めたクラスメイトたちの中にあって、大田だけが最後まで自分を見失わずにいた。最初は狼ろう狽ばいし、訳がわからなくなっていたが、しばらくしても自分だけがまともでいることに気付き、そして、思い至ったのだ。

　これが、あいつの言っていた『変化』だ、と。

　それを理解してからは、もう最高だった。

　法則も見抜けた。意味不明だったクラスメイトたちの行動にも合点がいった。要するに彼らは、自分の欲望を加速させていただけなのだ。『変化』が始まったその瞬しゆん間かんに、やりたいと思っていたこと。それをし始めただけ。眠かった奴やつは眠り、食欲を覚えていた奴は喰くい、遊びたかった奴は遊び、犯やりたかった奴は犯す。理性を失わされ、ただ欲望の赴おもむくまま、やりたいことをやる。たったそれだけで、クラスはとんでもない混乱に見み舞まわれた。

　恐らく──平気なのは、自分のような特別な存在だけだろう。




　事前に仄ほのめかされていなければ、訳わけがわからないままその場を逃げ出したかもしれない。気付けたのはあいつのお陰かげだ。感かん謝しやしなければならないと思う。

　あいつ。『Ｅ・Ｉ』。

　昨日きのうの夜、コミュニティに接続した大おお田たにメールを送ってきたあいつだ。

　メールの遣やり取とりをした次の日の朝。つまり今日きよう、あいつは大田の前に現れた。

　教室へ向かう廊下を歩く大田に声をかけてきたのだ。

　来てと言われてついて行くと、誰だれもいない化学教室で、大田にそれをくれた。

　そして言った。

　今日、学校に大きな『変化』が起きる。そうなったらお前はこの力を使え、と。

　半信半疑だったし、正直なところ訳がわからなかったが、今ならすべて理解できる。生まれたこの大田自身の力はとても強大で、だからこそこんな異常事態の時にこそ使うべきだったのだ。力を使うと同時、知ち識しきも流れ込んできた。これがどういうものなのかは、力を使った瞬しゆん間かんに理解できた。大田自身の心から生まれた別の世界。虚軸キヤスト。

　あいつは言った。

　これはなかなか凄すごい世界だ、と。

　確たしかにこれは、自分で感心してしまうほどだ。

　何しろクラスメイト全員を、まとめて静かにさせたのだから。

　使いようによっては『有識分体分裂病』や『目ハ覚ラまハしラ時計』、『全一オール・イン・ワン』にすら勝てる──確かそうも言っていた。それらは大田には意味のわからない単語だった。ただわかったのは、自分と同じような存在が他ほかにもいて、この力はそいつらよりも強いものだということだけ。

　そして、それがわかれば充分だった。

「さて、どうしようか」

　教きよう壇だんの上で格好をつけて膝ひざを立て、大田は笑え顔がおでひとりごちる。

　そろそろクラスメイトたちを見下ろすのにも飽あきた。学校の中を歩き回って力を誇示するのも悪くない。それに、早く──大事な恋人のところに行って、この力を見せてやりたい。

　すべての中心になった自分を見れば、八や重えもきっと、別れようなどとは思わないだろう。

　学校を襲おそった混乱によって八や重えが危険な目に遭あってしまうかもとは考えなかった。思考は既すでに異世界の論ろん理りで動いていて、だから自分以外の人間が八重を傷付けることができるなどとは欠片かけらも思わない。すべてを支配できるのは自分だけで、支配したものを自由にしていいのも自分だけ。集団の中心にいたいという自分の願がん望ぼうを実現できる手段──それを得たからだ。

　まだ教室から一歩も出ていないから、教室のドアが乱雑に校内のあちこちと繋つながっているという事実は知らない。八重のところには簡かん単たんに行けると思っていた。

「さて、じゃ、行きますか」

　誰だれも聞いていないのにひとり得意げに呟つぶやき、そういえばあの転校生たちがいないな、と気付く。確たしか昼休みに入ってすぐ、城き島じま晶あきらと何か騒さわいでいた。

　──あいつらも後で見付けて、ちゃんと思い知らせてやろう。

　あっという間にクラスの話題の中心になってしまった兄妹。あのふたりを屈服させないことには気が済まない。彼らは自分に従うべきで、自分だけを見るべきなのだ。

　得意げに微笑ほほえみ、教きよう壇だんから降りる。倒れ伏したクラスメイトたちを踏み付け、扉へ向かう。

　その扉が開いたのは──三人目のクラスメイトの頭に足を乗せた時だった。

「……ん？」

　誰だろう。気付き、立ち止まる。

　入ってきたそいつは、まるで逃げるように教室へと駆け込んできて、直後、足元に広がった教室の惨さん状じように気付き、俯うつむけていた顔を上げる。

　立ち止まり、辺あたりを見渡し、視し線せんが大おお田たと交差した。

　知っている顔を見て、大田は笑う。

「──やあ」

　自分の力を自慢できる格好の相手が来たことが、嬉うれしかった。

「見てくれよ。これ全部、俺おれがやったんだよ」

　大田は得意げに、散乱したクラスメイトたちを指差す。

　その視線は、自分以外の全員を見下した、酷ひどく傲ごう慢まんなものだった。




　だけど。

　大田は、知る由よしもない。

　彼が夢見、そして実現した世界。

　自らが中心にいて、誰もが自分を見ている、理想の世界。

　それは──その思考は、かつて、自分が莫ば迦かにして脅迫していたもういないクラスメイト、直なお川かわ浩こう輔すけとよく似たものであるということに。

　だから大田の視線もまた、とてもよく似ていた。

　──かつて力を手に入れた直川浩輔が、他ほかならない大田自身をぼろぼろにした時のものと。

　あの時、自分に向けられた瞳ひとみと同じ、ちっぽけで尊大な視し線せんを、倒れ伏したクラスメイトたちへと注ぎながら、大おお田たは嗤わらう。

「どう？　なかなか凄すごいでしょ」

　教室へと駆け込んできた、知っている顔──鴛おし野の在あり亜あへと。




　　　　‡




　私がマスターと電話で会話をしてから、十分が過ぎました。

　状況は変化なく、私たちは一年九組の教室で、気絶したクラスメイトたちを傍かたわらに、ただ無言でいました。外からはしとしとと雨の降る音が聞こえます。しかし、窓から外に出ることはできません。窓を開けた先の空間は、校内の別の場所と繋つながっているはずで──この雨の音は、断絶した空間を逆に強きよう調ちようしているかのように、私たちの耳へと届いています。

　異変が起きる前にうろうろしていた雑種の犬は、未いまだに校庭で雨に打たれています。近くにいるのに、私たちはあの犬にも決して触れられないのです。

　起きているのは三人。

　舞まい鶴づる蜜みつ、私、そしてひめひめ。

「……殊こと子こたちが言ってたこと、ホントなんでしょうね？」

　沈ちん黙もくに耐えられなくなったのでしょうか。

　蜜が、機き嫌げんの悪そうな顔をしかめ、吐き捨てるようにして呟つぶやきました。

「疑うのなら外に出てみればいいではないですか」

「あら、出てってもいいのかしら？　だったら大歓迎よ。私、できるのならばさっさとあいつらを殺しに行きたいのだけど」

「いえ、駄だ目めですが」

「だったら黙だまってなさいよ。だいたいね、何もできないっての、苛いら々いらするのよ私は」

　きみちゃんを守るという当初の目的を忘れているのでしょうかこの女。短たん絡らく的てきにもほどがあります。……まあでも、蜜がいなければこの静けさは作り出せなかったのも確たしかなので、あまり強く出ることは不適当です。そこは感かん謝しやしておかなければなりません。

「しかし……それにしても、義手になんてものを取り付けているのですか、あなたは」

　私は、先ほどの蜜の行為を思い出し、溜ため息いきを吐つきます。

「いいでしょ？　これ」対する蜜はひらひらと、自分の左腕、義手を見せびらかしました。

「何がいいのか理解不能です。まったく……どこの時じ代だい劇げきですか」

　つい十分ほど前。

　クラスメイトたちを静かにさせるため、蜜は数秒だけ『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を解放させました。そのためには自分の身体からだを多少なりとも傷付ける必要があったのですが、彼女は、カッターナイフを探す私を制止して、おもむろに自分の義手を手首から捻ひねり、引き抜いたのです。

　そしてそこには、あろうことか刃渡り五センチほどの短刀が仕込まれていて──。

「便利なのよ。いつでも解放できるし、咄とつ嗟さの時の武器にもなるし」

　前回の事件で上うえ野のくんに不覚を取ったことを彼女なりに反省したのでしょうが、反省の仕方が甚はなはだしく間違っています。義手に刃物を仕込んだ女子高生なんて、タランティーノの映画よりもアレげであることは間違いありません。

　ちなみに、その短刀で僅わずかに切った右手の指先には、今は絆ばん創そう膏こうが貼はられています。

「……で、傷は大丈夫ですか？」

「あら、人の心配とは意外ね機き械かい人形。おあいにく様、こんなもん舐なめときゃ治るわ」

「そうですか。それならいいのですが」

「何よ。やけに殊しゆ勝しようじゃない」

　蜜みつは暴あばれられない苛いら立だちのせいか、私へ皮肉げな笑えみを浮かべました。

　……どうも勘違いしているようですね。ちょっと反はん撃げきを試みます。

「いえ、あなたのことですから、武器になると思って突っ走り、自分を傷付ける可能性を綺き麗れいさっぱり忘れて刃先に毒とか塗ってるのではないかと」

「なっ……そんな訳わけないでしょ！」

「……どうしました？　やけに狼狽うろたえていますが……ひょっとして本当に塗っていたとか」

「莫ば迦かにしてんの!?　気付くわよそのくらいっ！」

「あの……気付く、ということは、ひょっとして一度、毒を塗ろうとか考えましたか？」

「か、……考えてないわよ！」蜜は真まっ赤かになりました。おやおや、これは図ず星ぼしですか？

　しかし、まさかそこまでとは。短たん絡らく思考ここに極まれりですね。

「っ、あんた前々から思ってたんだけど……私で遊んでない!?　ってこっち見なさいよ！」

　騒さわがしいので無視。

　私は、気絶したクラスメイトたちが起きださないかを再度確かく認にんします。

　と、

「ねえ、硝しよう子こ」それまでずっと黙だまっていたひめひめが、私の袖そでを掴つかみました。

「どうしました？」

「晶あきら先せん輩ぱいたち、今どうしてるのかな？」

「そうですね……ダイレクトリンクでは、特に異変を報告してきてはいません。さすがに詳しい事情までは不明ですが、少なくとも危き機きに陥ってはいないでしょう。殊こと子こさんはあちこち歩き回ってくれていますから、この空間が任意で繋つながれたものでないのなら、いつか必ずここへやってくるはずです。……里り緒おさんと佐さ伯えき先生は期待できそうにないですが」

　さっき電話で確認したところ、里緒さんの『有識分体分裂病』は、この空間に対して無力とのことでした。小こ町まちを分裂させて保健室の外に出しても、すぐに消えてしまうそうです。つまりこの異変──教室と教室は、距離的にとても遠くにあるということ。

　一見無秩序で万能に見える小こ町まちの分裂にも、法則はあります。分裂した小町は、一匹だけ遠く離はなれた場所へ移動するということができないのです。少なくとも里り緒おさんが『基点ターミナル』と定めた小町の二十メートル以内にいなければ、存在が維持できないそうで。『基点』は『基点の基点』を樹じゆ形けい的てきに配置することで複数定義できますが、それらもまた距きよ離り制限が二十メートル。つまり空間が断絶しているこの状況下では、原理的にどうしようもありません。

　故意にか偶然にか、弱点を突かれた形になってしまっていました。

　よってふたりは保健室で待たい機き。状況が変わるまで動くことはできないでしょう。

「……そっか」ひめひめは私の言葉に、溜ため息いきをひとつ。

　しかしそこに落胆の色は見えません。むしろ不安が濃こいものでした。

「ひめひめ、何か気になっていることがあるのですか？」

　私が問うと、ひめひめは二秒ほど考え込んだ後、

「あのさ……晶あきら先せん輩ぱいと、鴛おし野の在あり亜あさんって一いつ緒しよにいるんでしょ？」

　怖おず怖おずと、そう、言いました。

「あれから状況が変わっていなければそのはずですが……それがどうかしたのですか」

「うん……鴛野在亜さん……無事なのかなと思って」

　そうか──と。

　私はその事実を考こう慮りよしていなかった思考回路を、強く戒いましめました。

　ひめひめと、鴛野在亜さん。

　ふたりの関係は、ただの他人とはとても呼べないものです。

「私にはあんま実感ないんだけどさ……あの人の中に、私の存在の一部？　記き憶おく？　……それ、入ってるんでしょ？　だからなんて言うか、他ひ人と事ごとじゃないって言うか」

　ひめひめの不安は、鴛野在亜さんにではなく、むしろ自分自身へ向いていました。

「時々、思うの。今ここにいる私はただの抜殻で、あの人の中にいるのが本当の私じゃないか、って。もしそうだったらって考えるとちょっと恐こわくて。関係ないって考えてた方がいいんだろうけど……あの人に何かあったら、私はどうなっちゃうんだろう、なんて」

「ひめひめ……」

　彼女の悩みはつまり──自己の存在。心の在処ありか。

　それがどこにあるのかという問いは、哲学的なものを孕はらんでいるが故ゆえに、私には回答が困こん難なんなものでもありました。機械である私は、自己の存在はすべて本体である『全一オール・イン・ワン』、その思考回路の中に存在しているとしか確かく信しんしていません。

　しかし人間は違います。

　脳。心しん臓ぞう。心。意い識しき。魂たましい。器官と概がい念ねん、そのどこに自己を定義するのかを有史以来苦悩し続けてきた動物です。存在の一部を分かたれたひめひめが、人よりも強くその悩みを持っているのは当然と言えるでしょう。私には理解できないが故ゆえに──思い至れずにいました。

　どのような言葉を掛けるべきなのか。

　それがわからず、私は唇を僅わずかに動かしたまま、何も言えずにいて、だけど、

「……莫ば迦かじゃないの？」その時。

　つっけんどんな声が別方向から聞こえ、私とひめひめは、反射的にそちらを向きました。

　声の主は、舞まい鶴づる蜜みつ。

「くだらないこと言ってんじゃないわ」

「……くだらないって、何よ」

　殆ほとんど話をしたことのない相手からの罵ば倒とうに、ひめひめは戸と惑まどいながらも蜜を睨にらみ付けます。そんな彼女を失笑し、蜜は更さらに続けました。

「自己の在処ありかなんて関係ないでしょう？　あんたの命の一部が他ほかの人間のところに行ってようが、あんたがここにいる事実には変わりないし、関係ないじゃないの。……たとえ存在を『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』と融ゆう合ごうさせてしまっても、私が私であるようにね。生命とか意い識しきとか魂とか存在とか、そんな上うわっ面つらだけの言葉を頭の中だけで巡めぐらせてうじうじしてんじゃないわ。たとえその鴛おし野の在あり亜あがあんたの命の一部を持っていようが、あんたが鴛野在亜じゃない以上、その命もあんたのものじゃない。あんたが姫ひめ島しま姫ひめかどうかなんて、あんた以外の誰だれも興きよう味みを持っちゃいないわよ。……くだらない考えね。悩むんなら別のところでやって頂ちよう戴だい」

「舞鶴蜜、言葉を慎つつしんでください」

「あんたもよ、機き械かい人形」

　諫いさめた私にも怯ひるまずに、蜜はこっちを睨み付けてきます。

「あんたの友達はいったい誰？　鴛野在亜の中にある人格の断片？　それともそこにいるそいつ？　それすらもわかんないっていうのなら、あんたは本当にただの機械ね。今すぐばらばらに解体してあげるから、ただの部品になってご主人様に使ってもらいなさいな」

　視し線せんには敵意と、それから怒りが込められていました。

　だけどその言葉は、意外なことに、私たちのことをちゃんと慮おもんぱかったもので──。

　ひめひめは、弾はじかれたように蜜をじっと見詰めていました。

　言葉を失った私たちを、ふん、と鼻で笑い、蜜はそっぽを向きます。

　やがて、ひめひめが怖おず怖おずと、遠えん慮りよがちに。

「ありがと……舞鶴さん」蜜に向かって、微笑ほほえみを浮かべました。

「礼なんか言われる筋合いはないわね」

　蜜は無ぶ愛あい想そうにこっちを見ません。それでもひめひめは、穏おだやかな目で息を吐きました。

「ううん。……けっこう優やさしいんだね、舞鶴さんって」

「はぁ？」ひめひめの素直な科白せりふに、蜜は素すっ頓とん狂きような声をあげます。

「なんでそんなふうになるのよ？　あんた頭大丈夫？」

「優やさしいよ。だって優しくなきゃ、君きみ子こが友達になる訳わけないもんね」

「……う……。っ、煩うるさいってのよ！　黙だまりなさいっ！」

　きみちゃんの名前を出されて、蜜みつは見る間に顔を真まっ赤かにします。怒ど鳴なる声にも覇は気きがなく、腕を組んだまま眼を逸そらして、それきり黙り込んでしまいました。

「ひめひめ、それくらいにしておいてあげましょう」

「え？　何が？」

「いいではないですか。照れているのですよ」

「誰だれが照れてるってのよっ！」

　怒りを露あらわにする蜜を横目に、私は、彼女のことを少しだけ理解できたかもしれない、と、そんな、機き械かいには不似合いの曖あい昧まいなことを思いました。

　敵意以外のものをすべて欠落させたという虚軸キヤスト、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。

　その欠落は決して嘘うそではないのでしょう。しかし、だからと言って、即すなわち彼女が排除すべき敵であると結けつ論ろんできる訳ではありません。

　彼女は敵意以外のものを持たず、それ故ゆえ、愛情や優しさすらも敵意でしか表現できない──それだけのことかもしれないのです。

　少なくとも、彼女が敵意を持っているということは、その対象に興きよう味みがあるということ。敵意が強ければ強いほど、何らかの思いを持っているということ。

　だから彼女は、扱い方を間違えさえしなければ、敵ではなく味方になってくれるはずです。

　──『バカとハサミは使いよう』という諺ことわざが思考回路をよぎったのは内ない緒しよですが。

　ともあれ彼女が、ひめひめの悩みを吹っ切らせてくれたのも確たしか。ここはひとつ、口には出さずにお礼だけを言っておくことにしましょうか。

　しかし、それにしても。

　もし私のその仮説が正しいとすると……。

「そう言えば、舞まい鶴づる蜜」

「……何よ」

「ひょっとして殊こと子こさんのこと、けっこう好きなのではないですか？」

「……っあんたいい加減にしなさいよ！　本当に殺すわよっ！」

　義手の短刀を抜かれました。

　前ぜん言げん撤てつ回かい。危険であることには変わりありません。




　そんなこんなの会話をしていると、時間は更さらに十分ほど経過しました。

　時計の上ではもう昼休み半なかば。『もう』ではなく『まだ』と言ってもいいのかもしれませんが、学校中に異変が起きていることを考えると、安あん穏のんとしてはいられません。

　校内には未いまだおかしくなっている人たちが溢あふれているはずで、彼らが凶行に及んででもいればそろそろ死者が出ても不ふ思し議ぎではないのです。

「マスターに連絡を取ってみましょうか」

　私は体内時計に意い識しきを向けながら、ひめひめたちにそう提案しました。

「電話で？　硝しよう子このなんたらリンクで詳しいことってわかんないの？」

「さっきも言いましたが、ダイレクトリンクはあくまで大まかな状況しか伝達できないのですよ。もちろん会話機き能のうは使えますが、デバイスとしては非効率で。私がこの身体からだを上う手まく動かせなかった六年前ならまだしも、最適化された仕事量を計上できる現在では、携帯電話の電力を加味したとしても、そちらの方が遥はるかに消費エネルギーが経済的になります」

「よくわかんないけど、そういうもんなんだ」と首を傾かしげるひめひめに、

「要するに使えないってことでしょ」と、ひと言多い蜜みつ。

「とにかく、電話してみます」

　私は携帯電話を開くと、履り歴れきからマスターの番号を呼び出し、通話ボタンを押しました。

『もしもし』三秒後、開通。

「マスター、そちらは如何いかがですか？」

『……ああ』

「どうかしたのですか？　何か異変が……？」

　問うた私に、マスターはやや沈んだ声。私は心拍数が僅わずかに上昇します。

『いや……たいしたことじゃない。こっちの問題だ』

「言ってください、マスター」

　私が促うながすと、すまない、と。マスターは暗い声で謝しや罪ざいし、

『りなちゃんたちとはぐれた。……そっちには来ていないか？』

　珍しく、縋すがるように──そう、言いました。

「そうですか。……いえ、来ていません」

『……だよな』もし来ていたら、私たちが保ほ護ごしています。ですからマスターの確かく認にんは意味のないものでしたが、それでも言葉で問うた心情は決して意味のないものではありません。

「何か対策は？」

『殊こと子こにはもう伝えてある。お前には言わなくても通じると思って言わなかった。すまない』

「謝あやまる必要など皆無です。適切な判断ですよ」

　そのようなこと、わざわざ電話やダイレクトリンクで伝えなくていいことです。

「……どうしますか、マスター？」

『取とり敢あえず僕は、ひたすら移動してる。なかなか会えないけどな』

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくマスター。

『それにしても皮肉なもんだ。りなちゃんたちがいなくなった方が自由に行動できるって思ってる自分がいる。まったく……どうしようもないな』

「マスター、自分を責めても何も始まりません」考え込むと思考が非建設的な方へ沈んでしまうのがマスターの癖くせです。それを留とめるのが私の役目。

「今できることをやりましょう。敷しき戸ど先せん輩ぱいは芹せり菜な先輩と一いつ緒しよなのでしょう？　だとしたら虚軸キヤストに出くわさない限り、身の危険は少ないはずですから」

　機き械かいには似つかわしくない、希望的観かん測そく。私はいつからこんなことを言うようになったのだろうと、瞬しゆん間かん的てきに考えます。

　でも──電話越しのマスターが眉み間けんに皺しわを寄せている光景を思い浮かべると、私の口からは勝手に言葉が出てきました。

「里り緒おさんと佐さ伯えき先生に動いてもらうのは如何いかがでしょうか？　こういう時のためにふたりには待機してもらっているのですから。少なくとも学園にいる生徒の数は無限ではありません。片っ端から昏こん倒とうさせていけば、それだけ芹菜先輩たちの安全は確かく保ほできます」

「あらあら。随ずい分ぶんと過か激げきなこと言い出したわね機械人形。そんなにご主人様のことが大事？」

「舞まい鶴づるさん！」

　からかった蜜みつをひめひめが一いつ喝かつ。蜜は苦笑しつつ肩を竦すくめました。

「ま、オフェンスに出るっていうんなら私も願ねがったり叶かなったりってとこね。あんたたちの手伝いをするのは癪しやくだけど……暴あばれられるんなら乗ってやってもいいわ」

「舞鶴蜜もああ言っています。マスター、バカとハサミは使いようです」

「って、失礼なこと言ってんじゃないわよあんたっ！」

　電話越しに、マスターの苦笑する気け配はいがありました。

『……キ印に刃物じゃなきゃいいけどな』

「その可能性もありますね……どうにかしなければ」

「ちょっと!?」会話の内容に勘付いたのか、蜜が声を荒げてきます。

「城き島じまの奴やつ、なんか私の悪口言ったでしょ!?」

「言ってませんよ。被害妄想です」

「あんたに問い詰めても埒らちが明かないわ！　電話貸しなさいっ」

「駄だ目めです。マスターの回かい線せんは私専用です」

「誰だれがのろけろって言ったのよ！」

　きいきいと喚わめく蜜を無視して、私は再度受話器を耳みみ許もとに押し当てました。

『そっちは元気みたいだな』マスターは微かすかに笑っています。

「ええ。ひめひめもいますし、八や重えさんやきみちゃんも無事です」

　ならば私のすべきことは、ただひとつ。

　主あるじたるこの人のため、自身の役割を全機能を駆使して、果たす。

「ですからこちらのことを気に留める必要は……」ありません、マスター、と。

　そう言いかけた、刹せつ那なでした。

　がら、と。

　教室の扉が、開く音が──私の背後で、しました。

「……っ！」同時、蜜みつが息を呑のむ気け配はい。

「……硝しよう子こ……！」ひめひめが私の腕に抱きつく感触。

　そして。

「いやいや。気に留とめてもらわなきゃ困るんだけど、さ」

　振り返った私の視界に映るのは、

　開かれた扉から、教室の中に入ってくる、ふたりの人間──、

「お、電話中か。まあ、まだいいよ、そのままで。ね、逆さか絵え」ひとりは、男子生徒。

「そうね、奏かなで兄さん。……だってまだ、揃そろっていないもの」もうひとりは、女子生徒。

　この騒そう動どうの渦か中ちゆうにいるふたりの虚軸キヤスト。

　津つ久く見み兄妹、でした。

『どうした!?』電話口で異変を察知したマスターが、声を荒げます。

　私は瞬しゆん間かん的てきに跳ねた鼓こ動どうを落ち着けながら、マイクに向かって告げました。

「マスター、津久見兄妹です。……この教室に来ました」

『な……っ』マスターが絶句したのは僅わずか一秒足らず。

　直後──思考を完全に切り替えたのでしょう。

　無言のまま、ダイレクトリンクを使って私に命令を送ってくれます。『舞まい鶴づる蜜に頼んで奴やつらを教室の外へ押し出せ』。津久見兄妹が空間の歪ゆがみを自由にコントロールできるのであれば効果のない作戦ですが、その可否が不明な以上、これ以上の策はありません。

「イエス……マスター」

　返事と同時、通話が切れました。ダイレクトリンクは繋つながっています。傍ばう聴ちようされる心配のない会話機き能のうを使用した方がいいとのマスターの判断でしょう。

　私は携帯をスカートのポケットに落とし込みながら──ひめひめを背に、一足飛びに私たちの近くにやってきた蜜を前にし、ふたりの敵へと向き直りました。

　双ふた子ごは、感情の読めない笑え顔がおを浮かべています。

「……舞鶴蜜」私は彼らに聞こえにくい程度の囁ささやき声で、蜜の背へ。

「ここからあのふたりを遠ざけなければなりません。あなたが……」

「わかってるわよ、そのくらい」彼女はつっけんどんに返事しました。話が早いです。

「うーん……この場所じゃちょっと、いろいろ都合が悪いかな」

　けれどそんな私たちを意に介したふうもなく。兄の津久見奏が、周囲を見渡します。

「直なお川かわ君きみ子こに、皆みな春はる八や重え、それに姫ひめ島しま姫ひめか。彼女たちは今回の犠ぎ牲せい者しやとして含まれていないからね。無益に争って無む駄だな血を流すのはよくない」

「きみちゃんも八重さんもひめひめも、どんな時であろうと犠牲者になどしません」

「……あんたの言う犠ぎ牲せい者しやってのは誰だれよ？」

　蜜みつの問いに、今度は妹の逆さか絵えが返答。

「残念ながら、舞まい鶴づる蜜さん、あなたも犠牲者ではあり得ないわ。今回は傍ぼう観かん者しやに徹てつしてもらうことになっているの。もちろん、速はや見み殊こと子こや佐え伯えきネア、柿かき原はる里り緒おに関しても」

　非常に、丁てい寧ねいな口く調ちようでした。

　しかし私は、彼女のその声こわ音ねに違和感を覚えます。

　何でしょう。演算機き能のうを駆使しても原因が掴つかめません。

　或あるいは──まるで、原因の究明を、機械である本体が拒否しているような、そんな感覚。

「今回の犠牲者は徹底して、城き島じま晶あきらくん、そしてその周囲なのよ」

　そして、微笑。

　私の感覚が既視感を訴えてきました。

「津つ久く見み……逆絵、あなた……？」
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　丁寧な口調。穏おだやかな笑え顔がお。私はそれらに見覚えがあります。

　いえ、見覚えではなく──身に覚えがあります。

　表向きだけで丁寧な、その実、感情のまったく込められていない慇いん懃ぎんさ。

　自然に出たのではなく、表情をただ作成しているだけのような顔の動き。

　それは──それは、

「あなた、まさか……」

　それはまるで、機械のような──。

「お喋しやべりはこのくらいにしましょう？」

「そうだね、逆さか絵え」

　だけど、開きかけた私の口を無視し、津つ久く見み兄妹は話題を強引に転換し、

「この場所は都合が悪い。それはきみたちにだって同じことだ。だから……付いてこない？」

　皮肉げな笑えみを浮かべながら、踵きびすを返しました。

「……待ちなさいよ！」と、蜜みつ。

「硝しよう子こ……」私の腕をきつく握るひめひめ。

　双ふた子ごの歩みは止まりません。

「付いてこないなら別にいいさ。でもその時は、きみの大事な固定剤リターダが充分に力を発揮できず死ぬことになるよ。……それでもいいのなら、ここに閉とじ籠こもっていればいい」

　大おお仰ぎように肩を竦すくめながら兄の方が教室の扉を開け、

「来ないの？　……だったら城き島じまくんは、私がもらっちゃおうかしら？」

　妹の方が演技をしているような空々しい声で私を挑発し、

「待ちなさい！　まだ話は……！」

　扉の向こう、教室の外へと出て行こうとします。

「機き械かい人形！」

「わかっています」

　もはや是非もありませんでした。

　蜜に頷うなずきます。

「不本意ですが、お願ねがいします、舞まい鶴づる蜜」

「わかってるわよ。あんたはここにいなさい」

　津久見兄妹の挑発に乗る訳わけにはいきません。

　私たちがふたりとも彼らを追って行ってしまっては、ひめひめやきみちゃん、八や重えさんを守る人間がひとりもいなくなるのです。何しろ、津久見兄妹だけではなく、無限回廊エターナル・アイドルも校内に紛まぎれ込んでいる可能性も高いのですから。もちろん私はマスターなしには無力ですが、それでもいないよりはまし。反発力場の生成程度であれば可能です。

「取っ捕まえてぶっ殺してやるわよ」

　不敵な笑みで、蜜が一歩を踏み出しました。

「傍ぼう観かん者しやだなんて莫ば迦かにした報むくい、思い知らせてやるわ！」

　──と。

　蜜が息巻いた、その、直後。

「……え」

　それは『いつの間にか』としか形容できない感覚でした。

　私は一歩も動いていません。意い識しきが飛んだ訳わけでもありません。

　それなのに。

　それなのに、周囲の光景が──いつの間にか、変化していたのです。

　目前で走り出そうとしていた蜜みつは、どこにもいませんでした。

　それどころか、私の腕を掴つかんでいたひめひめさえも。

　意味がわかりません。

　自分のいる座標すら検出できません。

　私の視界に映るのは、それまでいた一年九組の教室とはまったく別種の空間。

　防音の壁かべ。

　隅すみに片付けられた机と椅い子す。

　キャスター式の黒板と、隅に見える楽器室へのドア。

　そこは──特別教室棟三階、音楽教室でした。

「……硝しよう子こ！」

　不意に名前を呼ばれて、声のした方を見ます。

「マス……ター？」

　その視し線せんの先には、同じく訳がわからないといった顔で呆ぼう然ぜんとしている、マスターの姿。

「どうした、何でここに……」

　マスターと、私。

　ふたり共、自分の意識しない内にこの場所へ来ていました。

　無む論ろん、そうさせたのは──、

「まあ、実は付いてこなくても無む理り矢や理り連れて来たってオチなんだけど。……さて、当事者たる虚軸キヤスト、きみたちふたりがここに揃そろった」

「津つ久く見み……っ！」

　私たちの前で並んで立っている、この双ふた子ごの兄妹。

「傍ぼう観かん者しやたちはその内にでも呼んであげよう。観かん測そくのない世界など存在すらし得ないように、観客がいない運命もまた流る転てんすることはないのだから。……ね、逆さか絵え？」

「奏かなで兄さん、何度言えばわかる？　運命など存在しない。あるのは事象と結果、因いん果が律りつの為なす複雑系の渦うずだけ。大おお仰ぎような言葉には何の意味もなく、それ故ゆえに彼らの行為もまた無為」

　今までとはまったく違う──いえ、今までの嘘うそを引ひき剥はがしたような──無む機き質しつ極まりない、津久見逆絵の言葉に、津久見奏は満足げな顔で頷うなずきました。

「では次に、当事者たる役者キヤストをここへ呼ぼうか」

　その言葉に、無言で身構えるマスター。

　私はマスターの背後に寄り、ふたりと対たい峙じします。

「……さあ『全一オール・イン・ワン』。僕らと彼ら、きみらと彼ら、世界の選択をする時が来たよ。きみたちは何を捨て何を得るのかな？　そして彼らは何を得て何を捨てるんだろうね。僕らはとうに決めている。だからきみらも早く決めないと……」

　そして、津つ久く見み奏かなでは。

　自身の髪を掻かきあげ、傍かたわらに立つ妹の肩を抱き。

「……大変なことになる」

　嬉うれしそうに……とても嬉しそうに、言って。

　ゆっくりと、横に一歩、まるで舞ぶ台たいの幕を開く司会者のように、退さがります。




　その背後、影かげ。

「……え」

「なん……だ？」

　役者のように、けれど自分が舞台に立っていることを自覚していないような顔で──芹せり菜な先せん輩ぱいと敷しき戸ど先輩のふたりが、きょとんとした顔で立っていました。

　強こわ張ばるマスターの気け配はい。

　私はそんな彼を制止するように、腕を握ります。
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　芹せり菜なたちを捜して校内をあちこち移動していたら、不意に音楽室へと飛ばされた。

　そこにいたのは、硝しよう子こと、この騒さわぎの首しゆ謀ぼう者しやである津つ久く見み兄妹。

　そして更さらに、彼らはあろうことか、りなちゃんと良りよう司じを連れて来て──正直なところ、僕の思考はごちゃごちゃといろんなことが交こう錯さくしてしまい、咄とつ嗟さの判断ができずにいた。

　だから、津久見兄妹に主しゆ導どう権けんを握られてしまったのは、僕の失敗だった。

「さて、じゃあ演えん劇げきの説明をしようか？　まずはストーリーからだね」

　津久見兄妹は、転校生として僕の前に現れた時の面おも影かげなど微み塵じんもない表情と気け配はいで、大おお仰ぎように、芝しば居いじみた身振りで話を始める。それはどこかあいつを連想させて、僕は唇を咬かんだ。

「むかしむかし……あるところに、それはそれは醜みにくいお姫様がいました」

「黙だまれよ、津久見奏かなで」だから、目の前のこいつを、殺意を込めた視し線せんで睨にらみ付ける。

「これ以上お前のくだらない茶番に付き合ってはいられない」

「……せっかく話を始めたのに、興きようが殺そがれるなあ」

　津久見は怯ひるまない。それどころか、余裕の表情で僕に気き障ざったらしい笑え顔がおを向ける。

「でも、ちゃんと聞いてもらわなきゃ困るよ。どっちみち、きみは僕に手出しができない。僕と逆さか絵えの『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』は、そういうふうにできてるんだ」

　ほら、と。肩を竦すくめ、芹菜と良司を指差す。

　ふたりは狼狽うろたえた表情で固まっていた。……良司はその場に立ち、芹菜は座り込んで。

「さっきまでは扉を『扉』にしてたけど、実は別にそんなことをする必要もないんだから。このふたりも、きみはおろか、僕に触れることすらできないのさ。その辺、彼らもちゃんと理解してるよ。そうだろう、敷しき戸どくん、森もり町まちさん？」

「あっちゃん……」芹菜が──りなちゃんが、僕に向かって手を伸ばす。座り込んだ姿勢のまま、前に進もうと身体からだを動かす。だけど彼女はその場所から移動できない。

　空間を繋つなぎ、操そう作さする力、か？

「どうなってんだよ……これ」同じく良司も、芹菜の方に一歩近寄った。これも無む駄だ。足を動かしてはいるが、移動できていない。質の悪いＣＧでも見せられているかのようだ。

「ふたりの空間を固定してるんだ。動作することはできても、座標を変えることはできない。それはきみたちも同じだよ、城き島じまくん」

　津久見の言う通りだった。

　僕はさっきから何度も、こいつらを殴りつけてやろうと、近寄ろうとしている。それなのに──幾ら歩いても距きよ離りは埋まらず、彼らに触れることはできない。

「……何よこれ……訳わけわかんないっ……」

　芹菜が頭を抱え、いやいやをするように首を振った。虚軸キヤストのことなんか何も知らないりなちゃんと良司には、それこそ気が狂いそうな現象だろう。

「とにかく僕に話をさせてくれないか？　僕、こういうの好きなんだからさ」

「……奏かなで兄さんのその芝しば居いじみた行為に意味はない。が、それなりの効果はあると判断する」

　津つ久く見み逆さか絵えが、機き械かいじみた口く調ちようで兄に追つい随ずいする。

「マスター……」硝しよう子こが無言で僕の腕を握り直した。

　硝子と物理的に接触できているのはあいつの計算だろう。

「……ああ」

　でも今はこうしておいて、機会を窺うかがうしかない。

　彼らの『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』にはもうひとつ謎なぞがある。生徒や教師たちをおかしくさせてしまったあれだ。この上で芹せり菜なや良りよう司じの精神が変へん調ちようしたら、打つ手がない。

「ええと、どこまで話したっけ。そうそう。むかしむかしあるところに醜みにくいお姫様が、だね」

　奏は無意味に妹の頭を撫なでながら、楽しそうに続けた。

「そのお姫様は、余りの醜さに、誰だれからも顧かえりみられませんでした。そしてついに……生まれた国を滅ぼして、他ほかの国へとやってきました」

　お姫様というのは、つまり……、

「そこで出会ったのが、とある村に住む凡ぼん庸ような少年です。彼は凡庸なあまり、お姫様の醜さ、恐ろしさをまったく理解せず、彼女を自分のところに招き入れました。たったひとりで寂しそうにしていたお姫様に、ついつい情が移ってしまったのです」

　つまり──くだらない比ひ喩ゆだ。

「黙だまれって言ってる」僕は低く呟つぶやくが、効果はない。

　奏の大おお仰ぎような科白せりふは、そして、

「しかし、ここでひとつ大きな問題がありました。……その少年に密ひそかな想おもいを寄せる、同じ村の少女がいたのです。少女はとても愛らしく、少年もまた、少女のことが好きでした」

　芹菜の話へと、移る。

「え……」突然当事者になった芹菜がはっとなって、僕の方を見た。

　僕は唇を強く咬かむ。

　こんな状況下にあって、彼女の視し線せんは酷ひどく真まっ直すぐで、何かの希望を僕に求めていて、

「少女は最初、少年がただの優やさしさでそのお姫様の世話をしていると思っていました。だから甲か斐い甲が斐いしくお姫様の世話を焼く少年のことが、一いつ層そう好きになりました」

　だから僕は、それに応こたえることが──できない。

「しかし」

「奏兄さん、『しかし』はさっき言った」

「あ、そうか。じゃあ、けれどでもだけどでもいいさ。つまるところ逆接だ。後に続くのは前の文脈を否定し打ち消すことだ。……醜い醜いそのお姫様はね、森もり町まちさん」

「やめろっ！」僕は咄とつ嗟さに叫んだ。できる限りの大声で。

「それ以上言うな！」それなのに。

　芹せり菜なは僕の方を不ふ思し議ぎそうに見ていて、大声に驚おどろいた様よう子すもない。

「無む駄だ。ついさっき、奏かなで兄さんはあなたたちの音声を切った。あなたたちの声は空間に閉じ込められる。私や奏兄さんには届いても、そこのふたりには届かない」

　僕の困こん惑わくに答える、津つ久く見み逆さか絵えの無む機き質しつな返答。

　奏は僕を一いち瞥べつし、厭いやらしく嗤わらって朗ろう々ろうと続きを諳そらんじる。

「お姫様は実は人間などではなく、怪物だったんだよ。……そして彼女の世話をする少年もまた、いつしか怪物になってしまっていたんだ。そのお姫様のせいでね」

「黙だまれえっ！」

　硝しよう子こは怪物なんかじゃない。醜みにくくもない。

　僕が芹菜に、りなちゃんに近付いてはならないのは、決して硝子のせいなんかじゃない。

　だって、そうでなかったら、僕は──、

「少年はもう少女と一いつ緒しよにいられません。何な故ぜなら少年はもうお姫様と同じ怪物で、人間ではないからです。……それなのに少年は、未練たらしく少女に付きまとっています」

　りなちゃんが僕を見ていた。

　良りよう司じも僕を見ていた。

　それとも僕の背後にいる硝子を見ているのだろうか。

　わからない。わからないけれど──その視し線せんは、

　その視線が、僕に突き刺さる。

「さてここで、ひとりの騎き士しが登場します」

　奏は大おお仰ぎように身体からだを回転させると、良司へと向き直った。

「騎士はずっと少女のことが好きでした。だから騎士になったのです。だから少女のことを守らなければなりません。醜い怪物となった少年から、守らなければなりません。

　ああ、それなのに！　それなのに騎士は、少女が自分のことを好きではないのをいいことに、別の恋人を作ってしまいました！」

「本題に入るまでが冗じよう長ちように過ぎる。それに話の筋にも一貫性がない」

　津久見逆絵の怜れい悧りな指摘は、滑こつ稽けいを超えて薄うす気き味み悪い。

　奏は、そんな逆絵の頭を愛いとおしそうに撫なでる。

　何故だろう。その、逆絵に対する奏の態度が、妙に僕の癇かんに障った。

　奏は笑う。そして、

「その騎士の恋人は、綺き麗れいなオシドリです。オシドリは騎士のことが大好きで、だから、騎士が自分のことを見ていないのを知った上で、それでもいいと騎士の傍そばに付き従っていたのです。……でも、そんなオシドリの健けな気げな想おもいが、悪い魔ま法ほう使つかいにつけ込まれてしまいました」

「悪い魔法使い……だって？」

「そうだよ、城き島じまくん」

　奏かなでがこっちを向き、

「悪い魔ま法ほう使つかいはね、決して主役ではないんだ。でも、物語を進めるには必要不可欠さ。だってこれは……この魔法使いは、少年と、少女と、騎き士しと、オシドリの欺ぎ瞞まんを暴あばく存在なんだから。それぞれの本音を曝さらけ出させ、真実を明らかにする魔法を持っているんだから」

　意味ありげな言葉。

　僕は、まさか、と思う。

　まさか、こいつの言う、欺瞞を暴く存在というのは──あいつか。

「さあ、じゃあここで、そのオシドリと魔法使いに登場してもらおうか？」

　けれど、その僕の予想は、

「さあ！」

　まったく──見当外れなものだった。

　奏が音楽室の奥、楽器倉庫に繋つながるドアを開く。

　別の空間へと繋がったその扉から出てきたふたりの人ひと影かげ。ひとりは鴛おし野の在あり亜あ。

　そしてもうひとり、鴛野の腕を無造作に掴つかみ、彼女を強引に引っ張ってきたのは、

「や、城き島じま。それからその他多数の人たち」

「大おお田た……敦あつし……？」

　やけに得意げな顔で楽しげな、僕らのクラスメイト──大田だった。

「さてさて、これで役者が全員揃そろいましたとさ」

　彼らの登場を満足げに眺め、津つ久く見み奏は髪を掻かきあげる。

「これからは欺瞞を暴く弾だん劾がいの時間だよ。僕らは基本的に手出ししない。……存ぞん分ぶんに罵ののしり合い、殺し合うがいいよ。何しろ時間はたっぷりあるからね」




　大田が鴛野を連れて、音楽室の中心へと歩み寄ってくる。

　鴛野は暗い顔で俯うつむいたまま、ひと言も喋しやべらない。泣いているように見えるのは錯さつ覚かくだろうか？　少なくとも怖がっているのは確たしかだろう。

　僕はだけど、この状況をどう解釈していいのかわからなかった。

　大田が何な故ぜ、鴛野を連れているのか。そして余裕の表情で僕を見ているのか。

「何が何だかわからないって顔だね、城島」

「……どういうことだ？」

　大田敦。

　四カ月前に一度死に、世界の修正力リペイントマーカーによって生き返らされた、皆みな春はる八や重えの恋人。

　こいつの、目的のためには平気で汚い手段を使うような性格は、殊こと子この力によってある程度治まっているはずだった。恋人を裏切ることに強い罪悪感を覚える、そう暗示をかけさせられ、妙なことは仕出かさないようになっていたはずだった。

　それなのに、こいつは今、『悪い魔ま法ほう使つかい』として、僕らの前に立っている。

「……力をもらったんだよ」大おお田たは言った。

「力、だって？」

「そうだ。力だ。俺おれに相応ふさわしい、最高の力」

「誰だれに、だ……」

「言わなくてもわかってるだろ？」
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　大田は苦笑する。

　そうだ。

　僕は、言われなくてもわかっている。

　どこかから僕らのことを見ているとは思っていた。いったいどこにいるのだろうと、ずっと考えていた。学校内で起きたこの最低な混乱が、津つ久く見み兄妹だけの思おも惑わくで引き起こされたなんて、そんな都合のいい結けつ論ろんを出すほど僕は楽らつ観かん的てきではない。裏で糸を引き、狡こう猾かつで汚らしい画策をしているというのはわかりきっていた。

　でも、まさか、それとは別に、更さらに追加の手を打ってくるとは──。

「……一枚上を行かれたってこと、か……！」

　対処のしようがあったのかもしれないけれど、少なくとも僕にはできなかった。

　それが結果だ。どうしようもない結果だ。

「大おお田た。あいつは……無限回廊エターナル・アイドルは、どこにいる？」

「さあね」殺気を込めた僕の一いち瞥べつを、大田は嘲ちよう笑しようで返す。

「どっちみち、あの人がいようがいまいが、お前には関係ないだろ、城き島じま」

「ふふん。頼もしいね、大田くん」

「お前も黙だまってろよ、津つ久く見み奏かなで。協力しろって言われてるからこの場は手伝ってやるよ。でもな、お前らだって俺おれにとって邪じや魔まであることに変わりないんだ。何せ俺は世界の中心、すべての真ん中にいるべき存在だからね。……お前が堂々とクラスでのさばられても困るんだよ」

　自己顕けん示じ欲よく、か。

　殊こと子こによってある程度封じられていた大田の欲望は、虚軸キヤストを得たことによって完全に復活してしまっている。自じ我が境きよう界かい線せんを侵しん蝕しよくした暗示も、自我そのものを書き換えられてはもう効果がない。──五月に一度繕つくろった日常が再び瓦が解かいする感覚に、僕は目め眩まいを覚える。

　脆もろい修しゆう繕ぜんだとは自覚していた。だけど、いざ壊こわれてしまうと喪そう失しつ感かんは大きい。

　でも、それでも。

　僕は目の前の現実に、どうにかして対処していかなければならない。

「……硝しよう子こ」背後にいる、この場での僕のたったひとりの味方に、僕は呼び掛けた。

「はい」

「できるか？」

　津久見兄妹の『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』によって作り出された空間の捻ねじれ。まずはそれを破は壊かいできるような武器を構こう築ちくする。りなちゃんの前だからと言って躊ちゆう躇ちよしてはいられない。そんなことに逡しゆん巡じゆんできる段階はもうとうに終わっている。

「はい」

　そうか、それなら……、

「──不定量子回路起動start:system"all in one"」

「了解しましたYes」

　小さく呟つぶやく。

　硝子の体内裏面空間にある本体が、武器を構築し始める。

　呆ぼう然ぜんとしている良りよう司じと芹せり菜な。

　ふたりにこれを見られるのだと思うと、僅わずかに胸が痛む。でも、やらない訳わけにはいかない。

「おや、城島くんが何か始めたようだよ」

「てめえで止めればいいだろ？　俺に命令するなよ、津久見」

「いやいや、命令なんかしちゃいないさ。この場で彼らに相あい対たいできるのは大田くん、きみひとりしかいない、それだけだよ」

「……ふん」

　津久見奏と大田敦あつしが、呑のん気きに会話をしている。奏の隣となりにいる逆さか絵えは動かない。

　完全に、僕らを舐なめきっている。僕と硝しよう子こを一いつ緒しよの空間に置いているのだってそのせいだ。

　──ふざけるな。

　構築に時間がかかるとでも思っているのか？

「……マスターっ！」三秒の後。

　硝子が短く叫んだ。

「終了O.K.！」

　刹せつ那な、音すらも立てずに。

　硝子の左腕、手首の部分から──乱雑な部品で構こう成せいされた武器が、即座に出現する。

　剣。

　それを引き抜き、構え、目の前の空間そのものに向けて、上段に振る。

「……え」津つ久く見み奏かなでの呟つぶやきは、驚きよう愕がくだった。

　ぱん、と。霧きりを爆ばく発はつさせたような妙な音が音楽室に谺こだます。

　無限回廊エターナル・アイドルと戦った時に見せた簡かん易い構築などではない。

　破は壊かい対象を完全に具体化した、半構築セミ・スクラツチだ。

　あの夏休み前からこっち、僕らが安あん穏のんとしているだけとでも思っていたのか？　だとしたらとんだ勘違いだ。僕らを──侮あなどるな。

　一歩を跳ねた。捩よじれた空間は消し飛んだ。

　前に、進める。

「お前からだ……津久見奏！」

　僕は対処もできていない目の前の敵に、機き械かいの刃やいばを突き立てようと迫る。

　距きよ離りを詰めるのは一いつ瞬しゆん。どんなにこいつが空間を歪ゆがめようが関係ない。歪めたその先から空間そのものを元に戻し、そうしてあいつをこの剣で、

「僕らを舐めるな！」刺し殺してやろう、そう思ったと同時、

「舐めてもらっちゃ困るのはこっちだ、城き島じま」

　一メートル向こうで、大おお田た敦あつしが──不敵な笑えみを、浮かべた。




　僕の動きが、止まる。




「な……っ!?」空間が捩じれたのとは違う。

　急に、唐とう突とつに、真上から。

　圧倒的に重い、見えない何かが、僕を殴りつけるような衝しよう撃げきが襲おそった。

「く、……あ！」

　突進の勢いは殺される。僕は床ゆかへと叩たたき付けられる。いきなりのことで受け身を取る余裕もなかった。いや──違う。身体からだが動かなかったのだ。

「なん……だ」痛みはない。それは僕にとって当然のことだけど、まるで鉄の塊かたまりでも上に乗せられているかのように息苦しく、起きあがることができない。

「『冷たい玉座キル・ザ・キング』。あいつに……無限回廊エターナル・アイドルに引き出してもらった俺おれの世界だよ、城き島じま。どうだい、重いだろう？　まるで僕に平へい伏ふくしているみたいじゃないか」

　重力か、或あるいは別のものか。どのみち虚軸キヤストの世界法則なんて論ろん理りや科学とは無む縁えんだ。

　恐らく、不可視の重圧で相手を這はいつくばらせる──そんな具合の、純然たるルール。

「ああ……ちょっと焦あせったよ。思ってたよりも遥はるかに凄すごいじゃないか」

「油断をしているからそうなる。奏かなで兄さんの悪い癖くせ」

　津つ久く見み奏が胸を撫なで下ろし、津久見逆さか絵えが冷静に呟つぶやいた。

「俺を無視するなよ」彼らを、僕を見て、大おお田たは嗤わらう。

「津久見なんかに気を取られてんじゃねえよ。この世界の王は俺だ。世界に敵対したいのならまずは俺の前に立たち塞ふさがれよ。それが道理ってもんだろ？」

「大田……っ」

　僕の失策だ。

　こいつのことを充分に注意していなかったというだけじゃない。

　五月の事件の際──大田と皆みな春はる八や重えとの間の問題を表面で取とり繕つくろっただけで『あとは日常の範はん疇ちゆうだ』などと思い放置していた、僕自身の甘さ。

「く……！」腕に握った剣は上がらない。

　情けなさに歯は咬がみした。

　津久見兄妹に、まだここにいない無限回廊エターナル・アイドルにも、翻ほん弄ろうされている。

　策を張はり巡めぐらせ、周囲をいいように利用して勝つのが僕のやり方だったはずだ。それなのに、異変が起きてからこっち、逆に振り回されてばかりいる。

「マスター……！」硝しよう子こが背後で、短く僕に叫んだ。

　無言で命令を送る。大田の虚軸キヤスト、その力を壊こわす武器を構こう築ちくしろ、と。

　武器は銃。僕が手て許もとで引金を引くだけで硝子の側から撃うつことができるものを。

「さて……じゃ、話の続きをしたいな。大田くん、少し時間をくれないかな？」

「特別に許してやるよ。ただし手短に済ませろ」

「わかったよ。さ、城島くん。弾だん劾がいはまだ始まったばかりだよ」

　王の許しを得た狡こう猾かつな家臣にも似た表情で──或いはそれを敢あえて演じているのか──津久見奏は、ゆっくりと頷うなずき、そして、

「魔ま法ほう使つかいによって、醜みにくい化け物となった少年はこうして捕えられました。では次は……自分自身に嘘うそを吐ついてオシドリを恋人にしていた騎き士しが、自分に正直になる番です」

　周囲の空間に拘こう束そくされた、良りよう司じに、向き直る。

「さ、敷しき戸どくん。本心で答えなよ。きみはいったい、誰だれを欲しているんだい？」

　それに対し、良りよう司じは無言。

　良司がどんな顔をしているのか、この姿勢では、わからなかった。




　　　　‡




　津つ久く見み奏かなでの大おお仰ぎような言葉を聞きながら、私は体内の不定量子回路で武器を構こう築ちくしていました。

　さっきの『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』を破は壊かいするための武器とは違い、今度のものは多少の時間がかかります。つい今しがた見たばかりの虚軸キヤストでは解析に要する手間が加算されるのです。

　けれど、それとて二十秒程度。私は武器を構築していることを気付かれないようにしながら、無言で目前の光景を注視していました。

　床ゆかへと倒れ伏したマスター。

　得意げにそれを見下ろす大おお田た敦あつしと、楽しそうに笑いながら、妹の頭を撫なでている津久見奏。

　そしてその向こうで、座り込んだまま放心状態の芹せり菜な先せん輩ぱいに、俯うつむいた敷しき戸ど先輩。

　完全に不利な状況です。しかし私のすべきは、現状に狼ろう狽ばいすることではありません。

　機き械かいとして、マスターの道具として、展開をひっくり返す駒こまになることのみ。

「どうしたんだい？」津久見兄の質問に、敷戸先輩は答えません。

「そこにいる森もり町まち芹菜さんと、それから現恋人の鴛おし野の在あり亜あさん。きみはいったいどっちをこそ欲しているのかな？　さてさて、その答え如何いかんによって、展開は大きく動くよ」

「……意味のわかんねえことを言うな」やがて、数秒の間を置き。

　敷戸先輩は、決心したように、強い口く調ちようで言い放ちました。

　鴛野在亜さんの腕を掴つかんだままの大田敦を睨にらみ付け、

「腕を離はなせ、大田。……鴛野が嫌いやがってる」

　名を呼ばれ、鴛野さんがびくりと身体からだを震ふるわせます。

　そこへすかさず口を挟んだのは津久見奏。

「鴛野が嫌がってる、か。まったく、この期ごに及んで偽ぎ善ぜんぶる訳わけだ」

「……何？」

「きみは鴛野さんの恋人なんだろう？　それなのに鴛野が嫌がってるから離せ、って？　じゃあ、きみは厭じゃないのかな？　恋人が違う男に腕を握られて、厭いやじゃないって訳だ」

　弾はじかれたように、敷戸先輩の表情が変わります。

　図ず星ぼし。もしくは、深層意い識しきを指摘された……？

「耳を貸すな、良司！」マスターが叫びました。

「詭き弁べんだ！　そんな無む理り矢や理りな理屈に惑わされるな！」

「その忠告は見当違いだよ、城き島じまくん。何もかも、ね」

　マスターの声は敷戸先輩に届いているのでしょうか。わかりません。

　でも、津つ久く見み奏かなではそんなことはまるでお構いなしに、

「その調ちよう子しだと、たぶんまったく理解していないようだから教えてあげようか？　どうやらそうした方が、この場の欺ぎ瞞まんを暴あばくのにも都合がいいようだしね」

　周囲を見渡し、何ごとかを考え込むようにして目を閉じ、

「あ……いたいた」そう、ひとりごちて。「さ、おいで」

　そう、何かに向かって呼び掛けます。

　音楽室の隅すみから、くうん、と。人間ではないものの声が──聞こえました。

「……え」それに反応したのは、放心状態にあった芹せり菜な先せん輩ぱい。

「ちびちゃん……？」

　全員が視し線せんを移動した先、部屋の隅にいつの間にか存在していたのは。

　小さな、まだ遊び回ることもできなさそうな、雑種の子犬。

「なんで、ここに？」

　呆ぼう然ぜんとしたまま呟つぶやいた芹菜先輩の名を、

「りな、ちゃん？」上からのしかかった重圧で息を荒げつつ、マスターが呼びます。

「昨日きのう……捨てられてたの。拾って、家で世話してた……」

　子犬は雨に打たれていたのか、ずぶ濡ぬれ。

　弱々しげに鳴き、よちよちとこちらへ歩いてきます。

「ちびちゃんって名前を付けたのか。安あん直ちよくだけど可愛かわいいね」

　津久見奏の気き障ざな声は、期待に上うわ擦ずっていました。

「でも、よく見てご覧らん。それはね、ちびちゃんなんて名前には似つかわしくないほど……恐ろしくておぞましい、化け物なんだよ」

　その言葉を、裏付けるように。

　ざざ、と。

　こちらへ歩いてくる子犬の姿が、立体的なノイズを混じらせ、一いつ瞬しゆんだけ歪ゆがみます。

「……まさか」マスターが震ふるえる声をあげました。

　私もまた、動けません。

「そう。そのまさかだよ。森もり町まちさんが昨日、道端で拾った子犬。……捨てた、いや、そこに置いたのは、きみもご存知の、あの人だ」

「無限エターナル……回廊アイドルっ！」

　子犬は、歩くごとに、その姿を変えていきます。

　背が伸び、手足が強きよう靭じんになり、顔立ちも精せい悍かんに。まるで時間を縮ちぢめて見せられているかのように──幼犬から、成犬へと、あっという間に成長していきます。

　私はその姿に、目を見開きました。

「あ、れは……」

　気付きます。

　雑種の中型犬。雨に濡ぬれそぼった、その姿を。

　私はつい半はん時ときも前に、一度見ているということに。

「校庭にいた……野の良ら……？」

「そう。きみたちはそもそも、大きなことを見落としていたんだよ」

　私に笑いかけ、津つ久く見み奏かなでが両手を広げました。

「『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』。僕の世界は、空間の座標を操そう作さして、自由に継つぎ接はぎできる力だ。だけど、それだけ。それだけしかできない。だったら……学校で起きていたもうひとつの異変は、いったい誰によって引き起こされていたんだろうね？」

「津久見奏！」マスターが、不安を混じらせ、吐き捨てました。

「答えろ！　あの犬……あの虚軸キヤスト、いったい誰だれを固定剤リターダにしているっ！」

「見ていればわかるさ。……ほら」

　指差した先。

　もはや子犬とはとても呼べないほど成長してしまったそれは、ゆっくりと、だけど確かく実じつに、私たちの方へ向かって歩みを進め、

「…………ちく、しょう……」マスターの悔かい恨こんをまったく無視して。

　敷戸先輩の足許で、彼に付き従うように──立ち止まりました。

「もうわかってるんだろ、敷しき戸どくん？」

　そして敷戸先せん輩ぱいは、津久見奏の言葉に、目を閉じ、

「ああ。……そうだな」表情の読めない顔で、頷うなずきます。

「良りよう司じ……お前……」

「わかった、つうか……理解したのはついさっき、お前にここへ連れて来られる直前だよ、津久見。固定し始めで自分でも制せい御ぎよできてなかったんだろうな。……おかしいとは思ってたんだ。雨の音が煩うるさいのに晶あきらの電話の内容が聞き取れたりとか、な」

　固定。制御。

　私たち虚軸キヤストでなければ通じるはずのない単語を、敷戸先輩は口にします。

「でも、お前らのことも何となくわかったよ、晶。硝しよう子こちゃんは……つまり、俺おれにとってのこいつに当たるって、そういうことなんだろ？」

「畜生……お前まで……僕は……」

「別にお前のせいじゃねえよ」敷戸先輩は笑い、マスターを責めません。

「それに、俺のせいで学校中がえらいことになっちまったのも事実だしな」

　けれどその笑え顔がおは決して、マスターを許してはいませんでした。

「さ、そういうことさ。っていう訳わけで……敷戸くん、欺ぎ瞞まんを認める心の準備はいいかな？」

「お前は黙だまってろ、津久見。俺は別にお前の味方になった覚えはねえ」

　敷しき戸ど先せん輩ぱいは、呆ぼう然ぜんとしているマスターから視し線せんを離はなし、津つ久く見み奏かなでへ向き直ります。

「ただ、俺おれがこうなっちまって……ひとつ、わかったことがあるよ」

「わかったこと？　何かな？」視線は更さらに、鴛おし野のさんへ。

「お前の言う通りだ、津久見。……悪いな、鴛野。俺はお前とは、付き合えない」

　びくん、と。さっきからひと言も口を開かない彼女は、敷戸先輩の言葉に、ただ一度身体からだを震ふるわせただけでした。彼には目も合わせず、視線さえ上げず。敷戸先輩はそんな鴛野さんを悲しそうに一いち瞥べつした後で、今度は芹せり菜な先輩を真まっ直すぐに見て──、

「俺は、森もり町まち。お前が好きだ。お前が……好きなんだ」

「え……あた、し……？」

「そうだよ。お前だ。俺は……お前が一番、大事なんだ」

「でも……あ、あたし、あたしは」

「お前が晶あきらのことを好きなのは知ってる。でもそんなことは関係ない」

　常じよう識しきの範はん疇ちゆうを超えた状況の下もとでの、突然の告白。

　芹菜先輩は、それに対して冷静ではいられません。当然です。ただでさえ日常を揺るがしてしまうような告白が、圧倒的な非日常の中で行われたのですから。

「だめ……だめだよ」

　案あんの定じよう、芹菜先輩は、まるで目前の異常から逃げるようにして、ふるふると首を振ります。

「あたし……だってあたし、あっちゃん……あっちゃんが」

「お前のことは関係ない、ってさっき言っただろ？　それに、見ろよ。晶は普通じゃない。津久見の言う通り……硝しよう子こちゃんとは切っても切れない関係になっちまってるんだ」

「あっちゃん……」

　芹菜先輩はマスターを見ます。

　マスターは顔を伏せたまま拳こぶしを握り、小さく身体を震えさせ、芹菜先輩には応こたえません。

　それはいつもの、相手を油断させて勝しよう機きを作るような演技などではなく──。

　何な故ぜでしょう。

　その光景を見た私の心しん臓ぞうが、不意に、脈拍を速めました。脳内化学物質が不ふ随ずい意いに分ぶん泌ぴつされ、有機体が緊きん張ちよう状態になります。

　これ──これは──『苦しい』──？

「でも、やっぱりだめ。だめだよ……」

　芹菜先輩はなおも拒絶し続けました。

「だって敷しき戸どくん、在あり亜あの……。あたし、在亜とは友達、だもん。だから……だから！」

「おや。今度はこっちの欺ぎ瞞まんが邪じや魔まをしてるようだね」

　半なかば絶叫する芹菜先輩。嗤わらうのは津久見奏。

「友情を断りの文句に使うなんて、それだけでとんでもない欺瞞なのにね。それすら意識していないんだったらこれはもう救いようがないよ。よし……じゃあ、森もり町まちさん。あなたのその欺ぎ瞞まん、罪悪感なしに、綺き麗れいに消し去ってあげようか？」

　その言葉、そして、鴛おし野のさんに向けられた視し線せん。

　私は咄とつ嗟さに、できるだけ大きな声で叫びました。

「津つ久く見み奏かなで……やめなさい！」

　マスターが顔をあげます。彼の気け配はいが変化したのに気付いたのです。

「津久見！　お前っ！」

「簡かん単たんだよ、森町さん」

　その場の中心で、まるで語かたり部べのように得意げに、津久見奏は手を広げました。

「あなたのお友達……拒絶する建前であるその存在。鴛野在亜さんがいなくなってしまえば、あなたは苦しまずに済むんじゃないかな？」

「待て、津久……！」

　ぱちん、と。

　気き障ざったらしい仕し草ぐさで、必要もないのに、津久見奏が指を鳴らし。

　そして、鴛野さんは──ひめひめの存在の一部をその身に宿した彼女が。




　まったく予想外なことに。

　大おお田た敦あつしの手を振りほどいて、ゆっくりと、顔を上げました。




「……え」

「な……に？」

　私たちは、反応できません。

　当然です。彼女は、津久見奏によって殺されると、そう思っていたのですから。

　それなのに。

「……ごめんね、芹せり菜な」

　鴛野さんは芹菜先せん輩ぱいを見て、微かすかに笑えみ。

　その笑え顔がおを、その顔に、まったく似つかわしくないものへと──変化させます。

「もう友達ごっこはやめにするわ」

　続き、口く調ちようも。

「大田敦、礼を言う。……なかなかの演技だったぞ」

「在あり……亜あ？」

「鴛野……在亜……いや」真っ先に気付いたのは、マスター。

「まさか……」続いて、私も同様に。

「まあ、これはこれで悪くなかった。だが……そろそろ大詰めだ。もういいだろう」

　そうです。

　考えてみれば、それは酷ひどく合理的な手段でした。

「あなたもご苦労なことだよ。一カ月以上も意い識しきを小さくして彼女と同化せずにいたり、敵である城き島じまくんと友人関係を築きずいてみたり。あまつさえ……混乱が起きた後も、わざわざ黒板を倒して敷しき戸どくんの感情を揺さぶったりしたんでしょう？　手の込んだことだね」

　虚軸キヤスト『有限円環アカイイト』をその身に宿した鴛おし野のさん。

　彼女は、記き憶おくを失っているとは言え、虚軸キヤストであり固定剤リターダであることには変わりありません。

　そしてそれは、私たち全員が知っている事実。

　ですから、里り緒おさんの毎朝の監かん視しからも、最初から逃れられることができる。

　いつか彼女を回収しにくるかもしれない、それは私もマスターも考えていたことです。

　だけど、回収ではなく、依より代しろとして使っていたなんて──。

「城島晶あきら」鴛野さんは。

　いえ、鴛野在あり亜あさんの人格を完全に統合した無限回廊は、

「お前は待ってたようだな。俺おれがこいつを奪いにくる、と。だが、少しだけ詰めが甘かった。ほんの少しだけだ。油断したか、或あるいはそれがお前の限界だったか？」

「……いつから、だ」

「最初からだよ、城島晶。俺は……一カ月半前、お前たちに負けてからずっと……この身体からだに逃げ込み、潜ひそんでいたという訳わけだ」

　楽しそうに、本当に楽しそうに。

　俯うつぶせで苦しそうなマスターを見下ろして、くつくつと嗤わらいました。




　そして無限回廊エターナル・アイドルは、全員の注目を浴びる中、数歩後退し、音楽室の壁かべに背を預けます。

「さて。俺はこの場では傍ぼう観かん者しや、観客だ。あとは好きにやるがいい」

　私たちは、目まぐるしく変わる状況に対応できず、打開策を見付けることができません。

　武器はもうとうに構こう築ちくし終わっています。大おお田た敦あつしの重力を打ち破るための銃。あとは三次元空間に現出させて照準を合わせ、引金を引くだけなのですが──。

　引金を引くべきマスターは、命令を出せません。

「さあ、話も段だん々だん面おも白しろくなってきたね」

　そんな中、津つ久く見み奏かなでだけが饒じよう舌ぜつに、隣となりに立つ妹の頭を優やさしく撫なでながら、得意げな顔。

「ねえ、逆さか絵え。逆絵もそう思うだろう？」

　表情もなく頭を撫でられるがままにしていた彼女は、

「面白くはない。それに、さっきも言ったが騙かたりが冗長過ぎる」

　ぽつりと、無感情な科白せりふを発します。

「もったいぶることに意味があるとは断だんじ難がたい。一刻も早く結果を導みちびき出せばいい」

　その口く調ちように。

　私はまた、意い識しきを奪われました。

　そうです。さっきも感じていたことですが、改めて認識しました。

　私はずっと、彼女の言葉に、妙な──妙な、としか形容できない感覚がありました。

　演技しているような笑え顔がおと口調。豹ひよう変へんした後の、無む機き質しつな喋しやべり方。

　それに覚える違和感。

　或あるいは既き視し感かん。

　まるで自分自身を見ているような、そんな感覚。

「津つ久く見み逆さか絵え……あなた」意識せず、声が出ました。この状況で私がすべきは津久見兄や大おお田た敦あつしの気を逸そらし好機を作ることだけだと、そう結けつ論ろん付ける思考回路とは裏腹に。

「やはり、あなた、私と同じ……」

「そう」逆絵は、私に視し線せんを合わせて頷うなずきました。

「……私はあなたと同じ」

　表情に、瞳ひとみに、何も映さずに。

「自らに感情を持たず、主あるじの命令によってのみ行動する……機械」

「何を言ってる？　……お前みたいな人形を硝しよう子こと一緒にするな！」

　その言葉に、最も強く反応したのはマスターでした。

　無限回廊エターナル・アイドルが目の前に現れ、状況はこれ以上ないほど悪くなっていたにも拘かかわらず、

「硝子はお前とは違う！」激げつ高こう──します。

　今この場で感情を爆ばく発はつさせるのに何のメリットもないはずなのに。

　それでもマスターは、逆絵の言葉にはっきりと、怒っていました。

　何な故ぜでしょう。その姿に、私は何故か、心しん臓ぞうの鼓動が大きく高まり──。

「違わない」しかしその高鳴りは、逆絵のひと言によって遮られます。

「違うのは機能、或いは性能と呼べるものだけ。城き島じま硝子も私も、主あるじに仕えるためだけに作成された、自らの意志を持たず、ただ操そう作さされた通りに動くだけの機械。それは純然たる事実。……それに何の不都合がある？　感情など必要はない。そういう意味では……私たちは終わりようがないほどに、終わった存在なのに」

「ふざけるな！」マスターは怯ひるみません。それどころかますます声を荒げます。

「感情など必要ない、だと!?　終わってる……だと？　冗じよう談だんじゃない……！」

「そう……あなたの言う通り、これは冗談などではない。繰くり返すが、機械に感情や衝しよう動どうなど必要ない。もし感情を表現しなければならない事態が生じれば、解析したパターンをトレースし、表情と声を作成すれば済むだけの話。私は機械であり、機械の感情表現とはつまりそうしたもの。そしてそれはつまり、いち個体としては完全に終しゆう焉えんしているということ。始まってすらいない。だが、それ故ゆえに、変化せず、コンディションに関係なく機能の最大値を常時引き出せる。……見たところあなたの機き械かいは、そうではないようだけど……いつからそうなった？　これは私と同じく、感情の存在しない機械であったはずだが。はっきり言う。その機械に生まれた揺らぎ、デジタルの隙すき間まに存在する不ふ確かく定てい要素を……『故障』という」

「黙だまれ！」

「くく……そいつの言うとこは正しいよ」

　腕を組んだまま壁かべに背を預け、無限回廊エターナル・アイドルが嗤わらいます。

「だが、間違ってもいる。それを証明してみせるのがお前の役目だ、城き島じま晶あきら」

　意味ありげな、何かを含んだ言葉。

　しかしマスターは無限回廊エターナル・アイドルに反はん論ろんも質問もしません。

「ふざけるな！　硝しよう子こが……硝子は、終わってなんかいないっ！」

　マスターの絶叫に、私は思わず──そう、計算での行動とはまったく違った、彼女曰いわく『故障』と呼ぶべき揺らぎに任せ、思わず──言いました。

「マスター、落ち着いてください！　相手の挑発に乗っては駄だ目めです」

「わかってる！」大おお田た敦あつしに押さえられて動けない身体からだをどうにか起こそうとしながら、それでもマスターは、まるでそれが自分にとってとても大事なことのように──叫びます。

「だけど……だけど！」

　何な故ぜでしょう。

　何故この人は、怒っているのでしょう。

　欺ぎ瞞まんと演技と計算と虚きよ偽ぎで敵を騙だまし、陥おとしいれるのが何よりも得意なこの人が。

　どうして、私のことを言われるだけで、何故……？

　疑問は、時期を逃すなという本体からの命令によりカットされました。

　そうです。このままでは勝ち目などありません。

　私はダイレクトリンクを使い、マスターと意い識しきレベルの回かい線せんを開きます。今なら──マスターが冷静さを失っている今だからこそ、大田敦の束そく縛ばくをどうにかして破は壊かいできるはずです。

　それを見抜かれたのでしょうか。

「おっと、城島硝子さん……余計なことをしちゃ駄目だよ」

　津つ久く見み奏かなでが、私の方を向き、にや、と笑えみを浮かべたのです。

　さっきと同じく、芝しば居いがかった動きで指を鳴らす津久見奏。

「ようやくすべての弾だん劾がいが終わったところなんだ。……これからきみたちには悲ひ喜き劇げきを演じてもらわなきゃならないのさ。魔ま法ほう使つかいはオシドリに化けていて、だからこそすべての欺瞞を暴あばいてくれた。少女は憧あこがれていた少年が化け物になってしまっていることを知った。そしてオシドリのいなくなった騎き士しは自分の守るべき相手を自覚した。さあ、化け物になった少年と醜みにくいお姫様は誰だれに倒されるのかな？　……乞こうご期待、ってところだよ」

「……おい、津久見」と、そこで。

「いい加減にしとけ。俺おれはこれ以上お前のくだらない茶番に付き合ってられない」

　ずっと黙だまって事態を静せい観かんしていた大おお田た敦あつしが──業ごうを煮やしたように、眉まゆをひそめました。

「だいたい、演えん劇げきに主役がいないじゃないか。俺という主役が。……中心にいるべき俺に何の役割も与えられていないって、そんなこと許されるとでも思ってんのか？　もしそうだとしたら、幾ら無限回廊エターナル・アイドルの頼みでも知ったことか。俺はお前を潰つぶして、好きなように振ふる舞まうよ」

「そうだね。世界の中心であるきみを放っておいて、少し遊び過ぎたかもしれない」

「……あ？」

「そうだな……じゃ、主役の登場といこうか」

　津つ久く見み奏かなでは、大田敦に意味ありげな視し線せんを送りました。

　そして、

「城き島じまくんの大事な彼女でもいたぶってくれないか？　あれは城島くんのものだ。でも、王であるきみに黙ってあんな可愛かわいらしい女の子を所有しているなんて、それだけで重罪じゃないか？　……臣下の不相応な所有物を取り上げ、手に入れるのも王の仕事だ」

「なるほど、な」

　大田敦は、そんな彼の挑発に下げ卑びた声で応こたえ。

「それはそれで、面おも白しろそうだ」

　私に向きなおり、嬉うれしそうに笑いました。

「きみ以外には誰だれも手出しできないようにするよ。存分に蹂じゆう躙りんしておくれ」

「ああ」

　近寄ってくる大田敦。

　退さがろうとしました。

　しかし私の座標は動きません。

「大田……硝しよう子こに近寄るなっ！」

　マスターの絶叫は、それでも彼の歩みを止めず、

「……うん。やっぱり可愛いじゃん。城島のカノジョ」

　私の目の前に立った大田敦は、まるで舐なめるように──私の身体からだを、凝ぎよう視しします。




　　　　‡




　何度叫んでも、何も変わらない。動けない。打つ手がない。何より、冷静ではいられない。

　僕は煮えたぎる頭をそれでも必死に巡めぐらせながら、どうにかしようと考える。

　このままではどうしようもない。最悪の結果になってしまう。

　それだけは絶対に、避けなければならないのに。

　音楽室の壁かべに背を預け、状況を傍ぼう観かんしている無限回廊エターナル・アイドル。

　あいつが本気を出して、最低な手段で攻めてくるということは、夏休みからわかりきっていたはずだ。それなのに──対策を講こうじる時間はあったはずなのに、手も足も出ないなんて。

　そして、何より。

「近寄るなって言ってるんだ！　……大おお田たあっ！」

　前回に続いて、またも。硝しよう子こをこうして、危き機きに晒さらしてしまっている。

　良りよう司じは虚軸キヤストの犬を傍かたわらに、芹せり菜なを守るようにして立っている。

　芹菜は僕と硝子を、今にも泣きそうな顔で見ている。

　津つ久く見み奏かなではそんな僕らに、薄うす笑わらいを向けていた。

「大田っ！　それ以上動くなっ！」

　それなのに僕は、叫ぶことしかできない。

「……硝子っ！」僕は、硝子へ命令を出した。

「銃を！」

　硝子は唇を咬かみ、無言で横を向き、自らの腕を僕の方へ掲げる。手首が開き、銃口が顔を出す。同時、僕の手て許もとに引金となる小さな機き械かいの塊かたまりが出現した。

　大田の虚軸キヤストを打ち破るための、銃。

　動かない身体からだのまま、僕は銃を撃うつ。ぎちゃ、という形けい而じ上じようの銃声。だけど。

「無む駄だだよ、城き島じまくん」

　津久見兄妹の虚軸キヤスト『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』によって、その弾丸は僕へ届かない。

「硝子！」今度は照準を大田へ。撃った。

「だから無駄だって」それも、同じ。

　大田からは近寄ることができるのに、硝子は大田から遠ざかることができない。

「畜生っ！」僕は三度、引金を引いた。

　四度。五度。六度。何度も、何度も。

　大田は避ける様よう子すもない。弾丸は目前で消失してしまう。

　なんて──無ぶ様ざまだ。

　普ふ段だんの僕なら、大田に組み伏せられた時点で、硝子に命令が出せていたはずだ。構こう築ちくした銃に空間の歪ゆがみを破は壊かいするような機能を追加で付加しろ、と。

　それなのに、硝子のことを悪あし様ざまに言われただけで。

　動揺と激げつ高こうで、何も手を打たずに──。

　そして、やがて。

「あまり暴あばれるなよ」

「……！　離はなしなさ……きゃ！」

　あまりにもあっさりと。

　抵抗もまったく無駄に、大田は硝子の腕、銃になった部分を掴つかみ、自分とは別の方向へと向けさせる。それは同時に、硝しよう子こが捕まってしまったことを意味していた。

「硝子！　……逃げろっ！」叫びながら、ダイレクトリンクで、とにかく暴あばれろという意志を送る。思考はもうまとまらなかった。訳わけがわからなくなって、僕はなり振り構わず叫ぶ。

「大おお田た！　お前……そんなことで！　彼女を……皆みな春はる八や重えを裏切るのか!?」

　そうだ。

　皆春八重。もしも殊こと子この暗示が少しでも生きていたら、彼女の名前を出せば、或あるいは。

「おいおい、城き島じま」或いは──。

「何言ってんだ？　俺おれは王だぞ？　後こう宮きゆうを持たない王が……どこにいるんだい？」

「な、……」

　儚はかない希望は、あっけなく打うち砕くだかれた。

「もういいだろ……晶あきら」追い討ちをかけるようにして。

　良りよう司じが僕の斜め後ろから、僕の知っている良司なら絶対に言わない科白せりふを、口にした。

「何を……言ってる？」

「お前は硝子ちゃんのせいで変わっちまったんだ。そしてそのせいで森もり町まちのことを疎おろそかにして傷付けて、結局こんなことになってる。だったら……だから、もう諦あきらめろよ。最初の前提が間違ってたんだ。そもそもお前が硝子ちゃんを、いや、あの虚軸キヤストを固定剤リターダにしたからこそ、今、こんなことになってるんじゃねえのか？」

「敷しき戸ど……くん？」

「見ろよ、森町を」良司の言葉に呆ぼう然ぜんとした芹せり菜なを親指で差し、良司は溜ため息いきを吐ついた。

「お前のことが昔から好きで、それなのに……お前がそれに応こたえてやらなかったから、こいつは幸せになれなかった。その責任は全部お前に、そしてあの虚軸キヤストにあるんだぞ？」

「敷戸くん……何、言って……」

「森町も認めろよ。見ただろう？　あいつは……俺らが硝子ちゃんだと思ってたのは、とんでもない化け物の機き械かいだ。あいつのせいでお前の好きな晶は変わっちまったんだ。だったらあいつがいなくなった方がいいって、そう思わないか？」

　僕はわからない。

　良司の──『硝子なんかいなくなった方がいい』なんて言葉。

　何な故ぜこいつはこんなことを言うのだろう。

　良司だって、硝子とまったくの他人という訳ではなかった。友人である僕の従妹いとことして、ずっと親しげに話をしてくれていたのに。

　それなのに、どうして。

　どうして良司がこんなことを言い始めるのか、僕には──。

「なんで……なんでお前はそんなふうに！　ふざけるなっ！」

「なんで、だって？　ふざけてんのはどっちだ。……お前が変わっちまったのと同じだろ、晶。もっとも俺おれは、変わった後のお前しか知らないけどな」

　欠落のせいだ、と。そう言うのか？

　お前まで。

　僕の日常だったお前まで、欠落したって言うのか──？

「煩うるさいよ、観かん客きやくども」僕らの口こう論ろんに、硝しよう子この腕を掴つかんだ大おお田たが顔をしかめる。

「いいから黙だまって見てろよ。いや、悲鳴あげてもいいけどな。……それにしても、八や重えと同じクラスだったよね、お前。そういうのってけっこう燃もえるな」同時。

　硝子の制服、その胸むな許もとを、大田が余った腕で無造作に掴み、

「……きゃ！」一いつ直ちよく線せんに、真下に、引き裂く。

　びりぃ、という、布の破れる音。

　それを聞き、今までずっと震ふるえて呆ぼう然ぜんとしていた芹せり菜なが──小さく言った。

「……やめ、て」

　次は、少し大きく。

「やめて」

　そして、絶叫のように、声を張り上げて。

「やめなさいよ大田！　硝子ちゃんをそんなふうに……！」

「何言ってんだ森もり町まち？　あいつは……」

「そんなこと関係ない！　やめて！　やめなさいよっ！」

　どうしてわからないんだ、と。良りよう司じは吐き捨てる。

　わかってないのは──お前だ。

　僕は知っている。

　りなちゃんは、優やさしい子だ。

　たとえ、事実を突き付けられたとしても。

　たとえ、硝子が人間ではないと教えられた後でも。

　目の前で誰だれかが傷付くのを、黙って見ていられない。

　誰かを傷付ける奴やつを、決して許しはしない。

　二カ月前に、人を殺した僕を、僕の姿をしていても、拒絶したように──。

「大田！　今すぐ硝子ちゃんから離はなれなさい！　それ以上何かしたらぶん殴ってやる！」

　この異常な状況を怒りで塗ぬり潰つぶして、りなちゃんは立ちあがろうとした。とっくに腰が抜けていたらしく、上う手まく立ちあがれない。それでも彼女は、やめなさい、と何度も叫ぶ。

「……へぇ。ぶん殴る、か。そういや前、俺の取り巻きを引っぱたこうとしたことあったよな、森町。そういうの嫌いじゃないよ、俺」

　だけどそんなりなちゃんの必死の叫びも、大田には届かない。

「あとでお前も犯してやるよ」

「離はなしなさい……大おお田た敦あつし！」

　硝しよう子こが声を荒げた。

「私に触るな！　私に触っていいのは……」

「城き島じまだけだって言いたいの？　健けな気げなことだね。森もり町まちも恋こい敵がたきを庇かばうなんてご苦労なことだ」

「黙だまりなさい大田敦！　これ以上触れることは許さない！」

　力の限り硝子は暴あばれる。

　ダイレクトリンクから、硝子の思考が流れ込んでくる。

　──やめて。離して。触るな。それ以上近付くな。

　助けて。マスター、私、いやです──。

　あとは言葉にならない。

　機き械かいであるはずの硝子の思考が論ろん理り性せいを失っていく。

　未み成せい熟じゆくな感情が、必死で大田を拒絶しようとしていた。

　それなのに僕は何もできない。動けない。

　硝子が助けを求めているのに。

　この状況を打開できるのは、僕だけなのに。

「機械なのに無む駄だな行為でどうにかできると考えている？　……不合理だ」

　ぽつりと津つ久く見み逆さか絵えが呟つぶやく。

「……黙れ」僕は硝子を見詰めながら、思わず叫ぶ。

「硝子は機械じゃない！　……お前と一いつ緒しよにするなっ！」

　大田が、嗤わらった。

「そうだな、城島の言う通り。この身体からだは機械じゃない。……だから」

　そして。

「だから……こういうことするのが、楽しいんじゃないか」

「やめろ！　それ以上……！」

　慣なれた仕し草ぐさで。

　大田の顔が、硝子へと近付いた。

　僕に見せ付けるようにして、体勢を横へ向ける。

　硝子は顔を背そむける。

　大田が顎あごを掴つかんで、それをやめさせる。

「やめろおっ！」絶叫は届かない。

　そして──。




　硝子の唇が、奪われた。




　一秒。

　二秒。

　三秒経たって、離はなれる。

　僕の呼吸が止まる。

　全員が何も言わない。

　硝しよう子こが目を見開いている。

「くく」嗤わらい。

　舌した舐なめずり。

　反射的に、硝子が大おお田たを突き飛ばす。

　大田はあっさりと硝子を解放する。

　余裕の表情。

　硝子は、

　硝子は──。

「……あ」その場に座り込み。

　ゆっくりと、自分の唇に、震ふるえる指で触れ。

「あ……あ……」その指が徐じよ々じよに、強こわ張ばっていく。

　なぞり。撫なで、擦こすり。汚けがれを落とすように。

「いや……や……」

「あれ？」大田が、面おも白しろくて仕方がないといった表情で、大おお仰ぎように首を傾かしげた。

「もしかして、初めてだったのかな？　こりゃいいや」

　目の前が真まっ赤かになる。

「あ……あ。あ……あ……」硝子が。

　震えている。

　視し線せんは虚うつろに。

　唇を、顔がん面めん蒼そう白はくで擦りながら。

「……いや」

　ぽたり、と。

　大粒の、透明な水滴が、蛍光灯を反射しながら、落ちた。

「いや……いや……」

　硝子の──硝子ガラス玉だまのような、大きな瞳ひとみから、落ちる──。

「いや。こんなの。いや、いや、いやです。わた、わたし……」

　表情が崩れていく。

「決めてた……のに」

　ぼろぼろと涙を零こぼしながら、まるで子供のように、

「初めては、マスターに、あの人に、あげ、あげよう、って、思ってたの、に。……やくそく、した、から……。さいしょ、の、きす……ちゃんと、わたし、わたしが……」

　硝しよう子こは、叫んだ。

　泣きじゃくりながら──叫んだ。




「私が……好きになった人に、あげる、って！　約束、したのに！」
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　瞬しゆん間かん。

　ダイレクトリンクを通じて、僕の頭の中に、鮮せん明めいな映像が飛び込んできた。

　それは、この世界ではない、別の世界の光景。

　広がる荒野。

　遠くに見える廃はい墟きよ。

　世界は滅んでいた。

　人々は死に絶え、この世界によく似た建物は、ことごとくが崩れ去っていた。

　崩れていないのは、荒野のただ中に、ただひとつ屹きつ立りつする機き械かい。

　高さは人間の三倍ほど。厚みは両手を横に伸ばした程度。

　四角く、時折ノイズを混じらせながら次元を遷せん移いする、モノリスにも似た──機械。

　機き械かいの前に、少女が倒れていた。

　たぶん十歳にも満たない。

　ぼろぼろの服を着て、今にも死にそうに、呼吸も弱々しい。

　──やくそく、して。

　少女は言った。それは口に出した言葉ではなかっただろう。

『……何を、ですか』

　応こたえたのは、機械。それは音声でも文字でもない言葉だった。

　──わたしのかわりに、べつのせかいにいって。

　──そしてそこで、いろんなものをみて。いろんなたいけんをして。

『あなたの代わりなどどこにもいません、「　　　　」』

　少女の名前を機械が呼んだ。どんな名前かはわからなかった。

　息も絶え絶えに、少女が笑う。

　──ううん。あなたが、わたしのかわりになるの。

　──わたしのからだのなか、はいれるんでしょ？

　──あなたは、わたしになるの。わたしのからだのなかにはいって、わたしになるの。

『でも、あなたのパーソナリティが消えてしまいます』

　──どうせわたし、もうすぐしぬもの。ねえ、わたしがしんだら、かなしい？

『わかりません……ただ』

　──ただ？

『あなたは私に、友達になってと言いました。だから友達がするべきことをします』

　くすり、と。

　少女はまたしても、俯うつぶせに倒れたまま、微笑ほほえむ。

　──そっか。じゃあ、ともだちのたのみはきかなきゃ、だよ。

　長い沈ちん黙もくの後、機械は言った。

『わかりました』

　少女の呼吸が止まっていく。

　少女の生命が止まっていく。

　機械はそれを、黙だまって見ている。

　どうすることもできずに、黙って──。

　──ねえ。

　やがて。

　少女は、遺ゆい言ごんを、機械に向かって、笑いながら伝える。

『何ですか？』

　──わたしがしんじゃっても、わたしのからだはだいじにしてよ？

『当然です』

　──はじめてのきすはちゃんと、すきなひととね？　なんてったって、おとめなんだから。

『好きな人……ですか？』

　──うん。すきなひと。わたしはもうしんじゃってるとおもうから、だから……




　──だから、あなたがじぶんですきになって、じぶんでえらんだひとと、ね？




　それは、始まりもしなかった幼い恋。

　そして、それを受け継いだのは、感情を芽め生ばえさせかけた、幼い機き械かい。

　世界最後に残った人間の身体からだと、世界最後に残った意い識しき体たい。

　今はひとりになったそのふたりが、最後に交わした、

　約束。

　硝しよう子このとてもとても大事な、約束──。




　硝子は泣いた。

　マスターにあげようって思ってた、と。

　大事な約束を果たす、その相手として。

　マスター。

　硝子の主あるじ。

　僕に──。

「……そうか」

　僕は、起きあがった。

　上にかかる重力は感じなかった。

「硝子」

「う、ひっく、……？」

　泣きじゃくりながら、僕が動いたのに気付き、硝子は顔を上げる。

　だから問うた。

「僕のこと……好きか？」

「……はい」

　硝子は涙を拭ふきもせず、相変わらず唇を擦こすりながら答える。

「好きです。……私……マスターが……好き、です」

「……そうか」

　大おお田たが仰ぎよう天てんし、こっちを見ている。

　当然だ。押さえ付けていたはずの僕が唐突に立ちあがったのだから。

「ごめん、りなちゃん」

　僕は、かつて好きだった少女に向かって、笑った。

「僕、りなちゃんの想おもいには……応こたえられない」

「あっ……ちゃん？」

　一歩を踏み出す。

　座り込んだりなちゃんに背中を向け、

　座り込んだ硝しよう子このところへ歩いていく。

　津つ久く見み兄妹は手も口も出してこない。空間を歪ゆがめようともしない。

　これが狙ねらいだったのか、と何となく思うが、それもどうでもいい。

　そんな余計なことを考えるのは──硝子にもりなちゃんにも、失礼だ。

「ます……たー？」

　しゃがみ込み、硝子と視し線せんを合わせる。

　僕が変わってしまったのはこいつのせいだ、と、良りよう司じは言った。

　それは確たしかにそうだろう。

　でも、違う。

　僕は知っていたのだ。最初から。

　こいつのために、すべてを捨てなければならないことを。

　こいつを傍そばに置くというのは、そういうことなのだ、と。

　助けたいと思った。

　今にも消滅しそうな少女を、どうにかしてやりたいと思った。

　あの時のそれに、後悔はない。

　ただ──。

　世界ひとつを背負ったその想いに応えるためには、

　僕の世界がまるごと必要だった、

　ただ、それだけの話。

「硝子」

　僕は、名を呼び。

「……僕もだ」

　目の前の少女と、唇を重ねた。

　一秒。

　二秒。

　三秒。

　たっぷり五つ数え、柔らかく小さな感触から、自分の唇を離はなす。

　言った。

「僕の全部せかいを持っていけ。……『全一オール・イン・ワン』」

　直後。

　ぱきん、と。




　僕らの、

　虚界渦アンダーゲートが──開く。




　僕の目の前にいた硝しよう子こが、まるで壊こわれるようにして消失する。

　それと同時に、僕の背中へ、重力ではない重みがそっとのしかかってくる。

　肩へと載せられた手。

　おぶさるように重ねられた身体からだ。

　一度消え、再び現出した硝しよう子こは、とても軽やかだった。

　纏まとっているのは、大おお田た敦あつしに破かれた制服ではない。

　あの少女が、この身体が着ていたのと同じ──どこか艶つやのある、鎧よろいにもワンピースにも似た、ここではない世界の意い匠しようと素材の、見たこともない衣服。

「……マスター」頭に結んだリボンを揺らし、鈴のような声で、硝子は笑う。

　未いまだ涙を流しながら、それでも笑った。

「好き。好きです。嬉うれしい。私……嬉しい！」

　好き。嬉しい。口にした言葉には淀よどみがなく。

　それは、完全な、感情。

　それを取り戻し、かつての世界を思い出した硝子。

　故ゆえに。

　今、この時──この空間においては、硝子は今までの硝子ではない。

　無む機き物ぶつと有機物を融ゆう合ごうさせ、本来の機能を完全に取り戻し、

　僕の身体を背後から抱だき締しめるようにして、宙に浮かんだ少女。

　それは重さを別の次元に置いてきた、機械仕掛けの妖よう精せい。

「くく……くくく……はは、はははははははははは！」

　弾はじかれたように、無限回廊エターナル・アイドルが大声で笑い始めた。

「これだ！　これだ！　これを待っていた！　……俺おれはこれを待っていたんだ！　どうしよう！　嬉しくて、そして恐ろしくて……あまりの恐ろしさに、笑いが止まらんぞ!!」

「……凄すごいな」津つ久く見み奏かなでが、両脚をがくがくと震ふるわせている。

「何だ、これは？　なるほど……あの人が躍やつ起きになる訳わけだ……」

　その表情にはもう、さっきまでのような余裕など、微み塵じんもない。

「あき、ら……？」

「あっちゃ、ん……」

　良りよう司じと芹せり菜なが、僕らの方を呆ぼう然ぜんと見ている。

　大おお田た敦あつしが、訳わけがわからないといった顔で、呟つぶやいた。

「な、なんだ……よ、お前ら、は」

　だから僕は言う。

「わからないのか？」

「なにを……だ、よ」

「わからないんだろうな。……『世界系インスト』を覗のぞく権利のない、虚界渦アンダーゲートを開放できないお前には、これがわからないんだ。僕は……当事者の僕ですら、とてつもなく恐ろしいよ」

　言いながら、震ふるえが止まらない。

　当たり前だ。

　僕だって、これほどまでとは思わなかった。

　これが、この身の裡に宿った力が──恐怖でなくて何だというんだ。

　ゆっくりと立ちあがる。

　それと一いつ緒しよに、僕を抱だき締しめた硝しよう子こも、ふわりと浮きあがる。

「虚界渦はアンダーゲート開放されました・ワズ・オープンド」

　宣言した硝子の言葉通り。

　僕は、硝子の世界を、本来の意味で手に入れた。

　不定量子回路を搭とう載さいし、世界を滅ぼす武器を内ない蔵ぞうした、

　全オ一ー型ル万・能イ他ン律・式ワ武ン器・構シ築ス装テ置ム。

　そして虚界渦アンダーゲートを開放し、その本来の性能を全開にしたこの状態の名前。

　すべての虚軸キヤストとこの実軸ランナ、全世界の情報を記き録ろくされた『世界系インスト』に在あるその名は、




「「──世界の終わりカーテンフオール」」




　あらゆる法則を無視し、あらゆる世界を殺す、

　まさしく、

　最凶の害悪で最低の罪悪で最悪の災さい厄やく──。

「な、何を……そんな……虚こ仮け威おどしっ！」

　大田が、自分の虚軸キヤスト──『冷たい玉座キル・ザ・キング』を使い、僕らを平へい伏ふくさせようと両腕を振り下ろす。

　だけどその力は、僕らに届く前に、完全に掻かき消える。

「な、……っ!?」

「無む駄だだよ、大田くん」

　津つ久く見み奏かなでが歯の根を震わせながら、恐怖で引ひき攣つった笑えみを浮かべた。

「さっきも、城き島じまくんが立ちあがったのを見ただろう？　あの時、きみは何かしたかい？」

「なんだ、と？」大おお田たが呆ぼう然ぜんとする。

　そうだ。津つ久く見み奏かなでの言う通り。

　僕が立ちあがった時、こいつは、何もしていない。

「つまり、そういうことなんだ。でも、この恐ろしさがわからないのは幸運かもしれない」

「……素す晴ばらしい」津久見逆さか絵えは相変わらず無表情。

　だが、それでも、顔色が蒼そう白はくだ。

「これほどまでの性能……予想範はん囲い外がい」

「マスター」硝しよう子こが、この世のものではない声で詠うたった。

「ダイレクトリンク接続率一〇〇％。状態は良好。なれば……問います」

　僕の背後で、微かすかに、悲しそうな微笑で。




　硝子は言う。

「……終焉を、開始しますかOver-killingorMega-Dying？」

[image: ]

　僕は応こたえる。

「罪は僕に。Yes.罰はお前がJesus.」




　それが、始まった。

「……ひ！」

「きゃ！」

「な、ん……！」

　大おお田たが、芹せり菜なが、良りよう司じが、それぞれ驚きよう愕がくの悲鳴をあげる。

　天てん井じよう。壁かべ。床ゆか。

　音楽室の四方から唐とう突とつに──大量の部品たちが、僕らめがけて降ってきたのだ。

　重力は関係ない。

　上下左右前後。不定量子回路の雨が、硝しよう子この頭上へと殺到していく。

「不定量子回路、稼か働どう率りつ九九・八八九七六％。『世界系インスト』へのアクセス速度、131,072YBps」

　創世の天使のように。

　或あるいは終末の獣けもののように。

　硝子は淡たん々たんと、だけど真しん摯しに、状況を報告してくる。

「破は壊かい対象を定義してください……マスター」

「ああ」

　だから僕はそれに応こたえ、大田敦あつしを睨にらみ付けた。

「破壊対象……虚軸キヤスト『冷たい玉座キル・ザ・キング』」

「……イエス、マスター！」

「何を、何を……！」

　大田は動けない。当然だ。

　今この場所、この空間は、大田の世界ではない。

　二三二九年まで続いた、この世界をまるごとコピーした最大の虚軸キヤスト、それ、そのものである──全一型万能他律式オール・武器構築装置イン・ワンの胎たい内ない。世界法則はすべて硝子の繰くり糸の先にあり、だから他ほかの矮わい小しような世界が、それに触れることなどできはしない。

「仮想観測確認set:virtual observation。回路より完全構築開始install start:D-link／"full scratch"……我が主Master.、武器名はWhat's this name？」

　硝子が、構こう築ちくすべき武器の名前を問うてくる。

　そう。

　既存の『武器』という概がい念ねんをモチーフとした半構築セミ・スクラツチではない。

　それは、武器の全構築フル・スクラツチ。

　相手を滅ぼすべき武器という概念そのものを、ゼロから完全に組み上げる、

『全一オール・イン・ワン』本来の力。

「破壊対象世界の形けい骸がい及び概念、規模、出しゆつ自じに至るまで全方位よりの解析完了」

　あっという間に、硝子は破壊対象──目の前の大田敦の世界を、理解していく。

　それと同時に僕らの頭上には、あらゆる部品が集しゆう積せきし、何かの形を作っていく。

　歯車がぎちぎちと絡からまりながら、渦うずを巻く。

　螺ね子じがその隙すき間まを強ごう姦かんしながら、苦しげにのたうち回る。

　コードは踊り、束たばとなり糸となり、全体に束そく縛ばくを与える。

　磁じ石しやくが見えない力に引っ張られ、周囲を旋回する。

　螺ら旋せん盤ばんは部品たちの上から突き刺さり、不協和音の彩いろどりを添える。

　鎹かすがいがそれらの関節部分に打ち込まれ、パーツを補強していく。

　組みあがっていく部品たち。形容し難がたい物体。パッチワークの極み。

　やがて──、

「武器名……『バビロンの簒奪者Kremastos』」

　僕が、その武器の名を呼んだのが合図。

「……イエス。『バビロンの簒奪者Kremastos』──完全構築完了full scratch is O.K.」

　それが、形を為なし、僕らの頭上に現出する。

「な、んだ……よ、これ……」

　呆ぼう然ぜんと突っ立ったまま、大おお田た敦あつしが見あげた。

　そこにあるのは──胸に抱えあげるほどの大きさをした、半球形の物体だった。

　下方は円形。螺旋盤のようにぐるぐると回転し続け、奇怪な異音を発している。

　その上に乗っかった半球は、中央に城門のような穴が開き、不規則に開閉している。

　まるで空中に浮かぶドームのようなそれは、紛まぎれもなく『武器』だ。

「……覚悟しろ、大田敦。いや……『冷たい玉座キル・ザ・キング』」

　武器。

　剣や、槍やりや、鎌かまや、鋏はさみのような──既存の概がい念ねんを形にしたのではない武器。

　つまりその用途もまた、世界中にあるどんな武器とも異なっている。

「お前がどんな事情でどんな経いき緯さつで、その虚軸キヤストを持つに至ったかは知らない。もしかしたら僕が過去に繕つくろったあの事件が原因でそうなってしまったのかもしれない。でも……関係ない」

　武器。

　そう。それは、武器だ。

　武器は、壊こわすためにある。対象を壊すために、存在する。

「お前をそうさせた原因かもしれない僕がこんなことを言うのは、いかにも身勝手で、傲ごう慢まんで、最低だ。それは自覚している。でもな……自覚して、なお」

　武器。

　ならば、この武器──『バビロンの簒奪者Kremastos』は、いったい何を壊すために創つくられたのか？

　答えは簡かん単たん。

「お前は硝しよう子こを泣かせた。それだけで殺すに足る」

　大田敦に取とり憑ついた世界『冷たい玉座キル・ザ・キング』。

　それを壊こわすための。

　それだけを完かん膚ぷなきまでに無効化し、破は壊かいするためだけの。

　こいつの世界にとっての天敵。最凶の害悪、最低の罪悪、最悪の災さい厄やくだ。

「……凄すごいな」

　がくがくと震ふるえながら、無限回廊エターナル・アイドルが僕の武器を見あげ、まるで感動したように言った。

「なるほどお前たちは、最大の奈な落らくだよ」

　──そうだ。

　以前までの『全一オール・イン・ワン』とは、決定的に違う点。

　それはつまり、破壊対象の定義だ。

　これまでの破壊対象は、いつだって具体的なものだった。

　虚軸キヤストと固定剤リターダの接続を切きり離はなしたこともある。虚軸キヤストの能力に不定量子回路をぶつけて相そう殺さいしたこともある。けれど、既き存そんの概がい念ねんを流用して構こう築ちくした武器は、既存のものを基き盤ばんにしているが故ゆえに──対象に限定的な効果しか与えることができなかった。

　だけど、今は──、

　今の硝しよう子こが行う破壊対象の定義は、極めて抽象的な概念で以もつて括くくることができるのだ。

　たとえばさっき僕がそうしたように『冷たい玉座キル・ザ・キング』という『世界そのもの』であっても。

　そいつの力を喪失させるのではない。

　固定剤リターダから切り離すのでもない。

　ダメージを与え、存在を維持できなくさせるのでもない。

　ただ、圧倒的に。無む慈じ悲ひに。完かん膚ぷなきまでに──終焉を与える。

　物理的にではなく、概念的に。

　そう、もしも。

　もしも僕が、破壊対象を『実軸ランナ』と決めたなら。

　硝子は即そく座ざに、この世界すべてを破壊し消滅させるためだけの武器を──その身体からだからあっという間に組みあげてしまうだろう。

「よく見ておけ……無限回廊エターナル・アイドル」

　僕は嗤わらった。

　こんなものを手に入れてしまった恐ろしさと重圧で引ひき攣つった顔をして。

「これが『全一オール・イン・ワン』だ。……相手がどんな力を持っていようが、どんなに大きな規模であろうが、そんなことはまったく関係ない。『目ハ覚ラまハしラ時計』も、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』も、『有識分体分裂病』も、『アンノウンゆらゆら』も……たとえお前であっても。もしも僕が、それを破壊対象として定義したのなら……硝子から生まれた武器は、それを問答無用で葬ほうむり去る」

「ひ、ま、待て！　俺おれ、俺はただ……！」

「駄だ目めだよ、大おお田た。もう命いのち乞ごいも無意味だ」

　腰を抜かし、後じさる大おお田た敦あつしに、僕は憐あわれみの視し線せんを送った。

「この武器は……一度構こう築ちくしたのなら、対象を破は壊かいするまで稼か働どうをやめないんだ」

　言葉と同時。

『バビロンの簒奪者Kremastos』が、その城門から、一斉に瓦が解かいした。

　バベルの混乱を再現したように、部品レベルでばらばらになり、

　大田へと──襲おそい掛かる。

　硝しよう子この声が、耳みみ許もとで聞こえた。

「『世界系インスト』のデータ、上書きします。……マスター」

　僕はそれに応こたえた。

「……ああ」

「ひ、ひ……い、あ、ぎゃあああああああああああああああアアアアアアアアアアアアア！」

　殺到する瓦が礫れきの嵐あらし。

　それに触れた先から掻かき消えるように消失していく大田の身体からだ。




　そうして。

　呆あつ気けなく。

　本当に、呆気なく、ただの現象のように──。

　大田を殺すためだけに創つくられた武器は、大田を道連れにこの世から消失する。

　あとには何も残らない。

　世界の修正力リペイントマーカーどころか、情報網たる『世界系インスト』からすらも『冷たい玉座キル・ザ・キング』は抹まつ消しようされる。

　虚軸キヤストに侵しん蝕しよくされていない者たちからも。世界の修正力リペイントマーカーを受けにくい虚軸キヤストたちからも。

　その世界の痕こん跡せきの一切を、書き換える。

　今破壊した　　　が存在していなかった世界が、形成された。

　これから先、誰だれも、あの　　　を思い出せない。

　それどころか──手を下した僕の記き憶おくからも、　　　の存在は消え。

　後に残るのは『　　　という世界を消した』という、僕の実感だけになる。

「なるほど……こういう、ことか」

　僕はそうして、改めて『全一オール・イン・ワン』の恐ろしさを実感した。

　どんな世界を消したのか、誰を消したのか。

　それが、もう──僕にさえも、わからなくなっていたのだ。




　　　　‡




　そして。

　城き島じま晶あきらは、宙に浮かんだ城島硝しよう子こに背後から抱だき締しめられながら、こちらへ向き直る。

「え、……？」

　津つ久く見み奏かなでが訳わけがわからないといった表情で、その視し線せんを受け止めた。

「なんだ？　これ……この、感覚」

　だから無限回廊エターナル・アイドルは、彼に助け舟を出してやる。

「手て駒ごまが負けた、それだけを強く認にん識しきしておけ。さもなくば記き憶おくが壊こわれるぞ」

『全一オール・イン・ワン』、城島晶と城島硝子が『敵』を倒したのはこの目で見た。無限回廊エターナル・アイドル自身、自分の手駒がひとつ減ったという感覚はある。しかし、それでもなお──その手駒が誰だれだったのか、どんな人物でどんな世界を持っていたのか、それが記憶のどこを捜しても判然としない。

　世界の修正力リペイントマーカーどころの騒さわぎではない。世界系インストそのものからも情報が消えているのだ。

「まったく……恐ろしいな、これは」

　無限回廊エターナル・アイドルは、その日何度目かになる科白せりふを、もう一度口にする。

　実際、恐ろしいどころの騒ぎではない。

　誰を殺したのかはわからなくても、力と武器はこの目で見た。

　あれは──反則だ。

　喩たとえるなら、虚軸キヤストたちは、もちろん無限回廊エターナル・アイドルも同様に、チェス盤ばんの上でゲームをしているに等しい。それなのに『全一オール・イン・ワン』のあれは、発動した途と端たん、すべてのルールを無視し、チェス盤ばんそのものをひっくり返すのだ。これが恐怖でなくて何だろう。

　無敵などと形容しても足りない、圧倒的に理り不ふ尽じん過ぎる力。

　とは言え──。

　それを起こすことこそが自身の目的だったのだから、今いま更さら喚わめいても仕方がない。

　虚軸キヤストの発生と成長によって生まれる、世界の欠落。

　無限回廊エターナル・アイドルはそれを望んでいた。何にも優ゆう先せんさせて成し遂げなければならなかった。

　しかし、自分が幾ら虚軸キヤストを増やしても成果は微々たるものだ。巨大なスポンジに針で穴を穿うがったとしても、その崩ほう壊かいはたかが知れている。

　羽虫程度は通れても、獣が通れるほどの穴は開けないのだ。

　ならば、無限回廊エターナル・アイドルたる自分が為なすべきは何か？

　それはつまり──今現在開いている穴を、押し広げること。

　この世界にいる最大級の奈な落らくを、これ以上ないほどに成長させることに他ほかならない。

　無限回廊エターナル・アイドルは音楽室の壁かべから背を離はなすと、津久見奏を促うながした。

「……頃ころ合あいだ。退さがるぞ」

「逃がすと思うのか？　……まだ虚界渦アンダーゲートは開放されている」

　城島晶はそんな無限回廊エターナル・アイドルを睨にらみ付け、こちらへ向かって一歩踏み出してくる。

「確たしかに、この場では俺おれも奏も無力だろうな。現に『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』は、完全に効力を失っている。敷しき戸ど良りよう司じの虚軸キヤストもだ。……あらゆる虚軸キヤストの力を無効化するか。開放しただけでこの騒さわぎとは、まったくもって深い奈な落らくだな『全一オール・イン・ワン』」

「それがわかっていて逃げられると思っているなら、とんだ間抜けだよ、無限回廊エターナル・アイドル」

「もちろん逃げられるとは思っていないさ。……今は、な」

　それと同時、窓が割れる。何か小さなものが飛び込んできた。

　純白の毛並みをした赤い瞳ひとみの猫──小こ町まち。

「『有識分体分裂病』がここへ来たか」空間はもう無限回廊エターナル・アイドルたちの味方をしない。

「他ほかの奴やつらが現れるのも時間の問題だ。……急ぐぞ」

「でも、どうやって？」促うながすと、奏かなでが怪け訝げんな顔で問うてくる。

「よく状況を見ろ、『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』……城き島じま晶あきらの言葉は、虚勢だ」

「……ふん」指摘した無限回廊エターナル・アイドルに笑えんだのは、晶自身。

「そこまでわかってるんなら話は早い。……どうするんだ？　無限回廊エタナール・アイドル。逃げるのならさっさと逃げろよ。さもないと時間切れになるぞ」

「時間切れになるのはお互い様だろう、『全一オール・イン・ワン』」

　腹を探り合いながらの会話だった。

　実際──虚軸キヤストの能力が無効化されるこの場では、自分たちは明らかに不利だ。その上で晶の味方が都合四人、こちらへ向かってきている。小町が消えていないところを見ると晶は虚軸キヤストの無効化を取しゆ捨しや選せん択たくできるのだろう。だったら自分たちの負けは絶対に揺るがない。

　しかしそれは、晶にとっても危うい均きん衡こうの下もとにある。

　何しろ虚界渦アンダーゲートを開放し、不定量子回路を最大限に稼か働どうした後だ。同じような武器をこの後もうひとつ創つくれるとは考えにくい。創れるのならとうに攻こう撃げきしてきている。

　そうしないのは、稼働限界が近付いている証拠。虚軸キヤストの無効化が消滅し、城島硝しよう子こが全能力を一ス時リ停ー止プさせてしまうのも時間の問題だろう。

　だから──危ない賭かけをするよりは、今のうちにさっさと逃げ出すのが得策だ。

　何しろ目的は果たした。あとは迎えに行くだけ。この場ではこちらの負けだが、そもそも自分は勝つとか負けるとか、最初からそういう次元で動いてはいない。

「さあ、行くぞ、奏。逆さか絵えの手をしっかり握っていろ」

　それが合図。

　大きく跳ちよう躍やくし、窓の近くへと移動する。続いて津つ久く見み奏と逆絵もまた、同じように窓へ。

　行動は迅じん速そくに。窓を開け、サッシに足をかけた。

「……待て！」城島晶が、即そく座ざにそれに反応してきた。

「逃がすと思うのか!?　もうすぐ……全員ここに来るぞ！」

　叫びながらも息があがっている。限界は近い。

　そして──騙だまし合いではこちらの方が、一枚上うわ手てだ。

　自分を追い詰めるには、晶あきらの狡こう猾かつさと非情さは少しだけ足りない。

　無限回廊エターナル・アイドルは、飛び降りようとした姿勢のまま、敢あえて背後を振り返る。

「……逆さか絵え。最後に挨あい拶さつをしておけ」

　同じように、隣となりの窓から逃げ出そうとしていた津つ久く見み逆絵を、無限回廊エターナル・アイドルは促うながす。

　逆絵は──、

「はい」乗り出していた身体からだを改め、再び晶たちに向き直り。

「ひとつ、教えてあげるわ。城き島じまくん」

　クラスメイトとしての態度で、晶に向かって微笑ほほえみかけた。

「奏かなで兄さん……いいえ、奏の、虚軸キヤストについて。あなた、あの虚軸キヤストが……私たちのものだって、そう思ってるでしょう？　まあ、そう思わせるようにしたのだけど」

「……何、だって……？」

　こちらへ迫ろうとしていた晶の足が止まった。

「残念。『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』は、津久見奏の虚軸キヤストなの」

　次いで、奏が続ける。

「そう。それに、僕はただの端は役やく、この人たちの協力者に過ぎないんだよ。実際、きみたちに因いん縁ねんもなければ恨みもないしね。主役はあくまで逆絵、そして、無限回廊エターナル・アイドルさ」

　自らを端役と語るこいつも相当に歪ゆがんでいるが、事実だ。

　津久見奏は、自じ虐ぎやく的てきに笑った。

「この娘は僕の妹なんかじゃない。……そして、僕は、寄生型だ」

「妹じゃない？　寄生型、だと？　じゃあ……」

「でもね。私は共生型なの。その点では硝しよう子こさんと同じね。私は異世界から来た、実体を持つ意い識しき体たい。世界そのものであり……いえ、辿たどり着いた世界で世界そのものとなり、再びこっちへと戻ってきた……固定剤リターダを別に必要とする虚軸キヤスト」

　そこで、更さらに。津久見逆絵は。

　その対人モードを、一般人専用のものから城島晶専用のものへと切り替える。

「あなたと同じよ、硝子。今の私は、人間の有ゆう機き体たいを三次元活動体にした機械であり、そして、私の愛いとしいあの人のためだけに作られた、道具であり玩がん具ぐ」

「双ふた子ごにしては似てないと思っただろう？　性別が違うのが幸いしたな」

「何を……言って……」

　その晶の疑問に。

　機械は、偽いつわりの愛情を込めた顔で──。

　それでも嬉うれしそうに、笑った。




「大きくなったわね。晶、それから……硝子。私は小さくなっちゃったけど」




「まさ……か」

　先に気付いたのは、晶あきらの背にしがみついた城き島じま硝しよう子こ。機き械かいである彼女の方が、データによる解析で記き憶おくとの類似を割り出すことが容易だったのだろう。

「まさか、そんな」

「硝子……？」

「マスター……あれは……あの人は」

　津つ久く見み逆さか絵えは──いや──、

「私の本当の名前を教えてあげる」

「あの人は……マスター……！」

「そうよ、硝子。私は鏡かがみ。……城島鏡」

　城島鏡は、そして。

　かつての実の息子と義理の娘に向かって、再度、母親の笑え顔がおを作成し、

「な、……え……」

「じゃあね、晶。父さんにももうすぐ会えるわ。そしたら……」

　まるで子こ守もり唄うたのように、言った。

「そしたら今度こそちゃんと殺してあげる。……六年前にはできなかったから、ね」

　その言葉が最後。

　鏡は絶句するふたりを後しり目めに、三階の窓から優ゆう雅がに飛び降りる。

　奏かなでと無限回廊エターナル・アイドルも、その動揺に乗じて跳ちよう躍やく。

　着地と同時、無限回廊エターナル・アイドルは、津久見奏と城島鏡に向かって、嬉うれしそうに笑った。

「さあ、迎えに行くぞ。世界の奈な落らくは開き、境きよう界かい線せんは限りなく薄うすまっているのだから！　ならば戻ってくる！　……待ちわびただろう？　待ちくたびれただろう？」

　奏は失笑する。

「僕は別にあの人と直接関係がある訳わけじゃない。待ちくたびれても待ちわびてもいないよ」

　そして鏡もまた、無表情に。

「機械は待ちくたびれも待ちわびもしない」

「くく……」双方とも、返事はつれない。

　しかし無限回廊エターナル・アイドルは、嬉しくてたまらない。

　そう──出迎えをしなければならない。

　五年前と同じように。

　送り出した自分が。




　無限回廊エターナル・アイドルは走り出す。口ではそっけない奏と鏡も、自分に付いてくる。

　目的地は決まっていた。

　あいつが帰ってきているはずの、あの家だ──。
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　僕が目を覚ました時、そこは保健室で、傍そばには里り緒おや殊こと子こたちがいた。

　あの後──無限回廊エターナル・アイドルたちが飛び降りた瞬しゆん間かん。

　僕は疲労とショックで、糸が切れたように意い識しきが飛んでしまった。それと同時に硝しよう子こもまた、不定量子回路を強制終了させ、実体を戻してその場に眠りこけてしまったようだ。

　その後、入れ替わりのように音楽室へ里緒たちが来て、倒れている僕らを保健室まで運んだらしい。気付いたらもう夕方で、学校には警けい察さつやら救急車やらが殺到していた。

　硝子は僕と同時に目覚めた。虚界渦アンダーゲート開放による疲労や後こう遺い症しようがないかと心配したが、本人はけろっとしていてこれには気が抜けた。ただ、やはり数日間は虚界渦アンダーゲート開放どころか不定量子回路の限定起動も難むずかしいらしい。

　ちなみに今は家にいる。里緒が護ご衛えいについていてくれるから、ある程度は安心だ。

　で、僕はと言えば──携帯電話で呼び出され、夜の公園まで来ていた。

　時刻は夕食を終えた午後八時。

「……よう」僕よりも二分遅れ。

　呼び出した本人は、悠ゆう々ゆうと、まるで昼間のことなどなかったかのように──やってきた。

「何の用だ？」

　敷しき戸ど良りよう司じ。

　虚軸キヤストに侵しん蝕しよくされた、僕の友人。

「尋ききたいこと、山ほどあるんじゃねえかって思ってな。まずはそれを話しにきた」

　良司は、疲れなど微み塵じんも見せない日焼けした顔で、いつものように笑う。

　だけど、こいつの言う通り。

　聞きたいことは山ほどあった。

　何せ。

　良司と、そしてりなちゃんは──僕が目覚めた時にはもうどこにもいなかったのだから。




　それから、良司は語る。

　僕らが倒れてしまった後のこと。

　放心状態だった芹せり菜なを連れて、音楽室を出、校外へ逃げたこと。

　それからひとしきり街中を歩き回った後、無限回廊エターナル・アイドルたちと出会ったこと。

　今は無限回廊エターナル・アイドルと、行動を共にしていること。

　そして。

　やっぱり自分は、森もり町まち芹菜のことが好きだ──と。




　　　　‡




　僕は顔を上げた。

　目の前にいる、背の高い、精せい悍かんな顔立ちに視し線せんを向ける。

「良りよう司じ」

「……なんだ？」

　確かく信しんに満ちた顔をした相手に向けて、僕ははっきりと言う。

「言いたいことはそれだけか？」

「……あ？」

「つまり……お前はあっち側に付くって、そういう訳わけなのか？」

　宣戦布告にも似たその疑問に。

「あっち側とかこっち側とか、別にそういうつもりはねえけどな」

　もはや友人同士の会話ではなくなってしまっていたけれど、それでも良司はいつもの口く調ちようで、がしがしとドレッドの頭を無造作に掻かき、溜ため息いき混じりにそう答えた。

「ま、どっちにしろ、森もり町まちのことは心配するな」

「心配するな、だって？　……どの口が」

「正直あいつ、今は話ができる状態じゃねえんだ。今はお前のお袋さんが面めん倒どう見てる」

　僕は唇を咬かむ。

　芹せり菜なには、精神的なショックが大き過ぎたのだろう。

　虚軸キヤストの異様を目まの当あたりにしたこと。友人が別の人格に変へん貌ぼうしてしまったこと。

　何より──僕が、りなちゃんではなく硝しよう子こを選び、あまつさえ目の前であんなことをしてしまった。それは言い訳できるようなものじゃないし、取り返しのつくようなことでもない。前の事件の時のように殊こと子この力を使えば記き憶おくは取とり繕つくろえるが、それだって気休めだ。

　僕はもう完全に、あちら側に行ってしまったのだから。

　記憶がどうこうという問題じゃない。

　僕はもう、どうやったって、どんな欺ぎ瞞まんで装よそおったって、彼女と一いつ緒しよにはいられない。

　そして、もうひとつ。

　津つ久く見み逆さか絵え……いや、城き島じま鏡かがみ。

　姿を変えた、僕の母さん。

　結局、りなちゃんが昨日きのう言ったことは間違いではなかったのだ。

　彼女が硝子に、そして、僕の母さんに似ている、と──。

「信用できる訳ないだろう？」

　僕は吐き捨てた。

「お前らが……りなちゃんをどうするつもりなのかは知らない。でも一刻も早く取り返す」

「どうにもさせねえよ」対する良りよう司じの声は真剣だ。

「これ以上、お前のいざこざに森もり町まちは巻き込ませねえ。俺おれが守る」

「はっきり言う。……お前だって信用できない」

「そうか」断言した僕に、良司は薄うすく溜ため息いきを吐つき、

「なら俺も言わせてもらうけどよ」僕を敵意を込めた視し線せんで、睨にらみ付ける。

「お前はな、晶あきら。危険過ぎるんだよ」

　それは半なかば呆あきれたように、同時に、どこか憐あわれみで以もつて。

「考えてもみろよ。お前は人殺しで、お前の虚軸キヤストは他ほかのどんなものより最悪で、そしてお前はもう……本当にどうしようもねえ奴やつなんだ。世界を滅ぼす核弾頭を持ってる奴を信用するか？　冗じよう談だんじゃねえ。それは信用なんかじゃなくて、服従だろうが」

　お前は自分の置かれた状況を全然わかっていない。

　そう言いたげに、良司は俯うつむき、舌打ちをした。

「正直、俺は、お前とこうして話してる間も恐こわくて仕方ねえよ。なんでお前はそんなに平気な顔でいられるんだ？　人をひとり殺して、完全に世界から消し去っておいて……しかも、殺した事実は覚えていても、誰だれを殺したのかってのをお前自身がまったく覚えてないときてる」

「……無限回廊エターナル・アイドルから聞いたのか？」

　僕が殺した相手のことを──誰を殺したのかを覚えていないなんて情報、誰にも言っていない。だから良司がそんなことを言うのは、無限回廊エターナル・アイドルの入れ知恵か、或あるいは。

「なあ、どんな気分なんだ？　人を殺しておいて、その相手が誰かわからない、ってのは。もしかしたらうちのクラスの誰かかもしれねえんだぞ？　……正直、当事者じゃねえ俺でも頭がおかしくなりそうだ。俺がもし虚軸キヤストになってなかったらそいつの存在自体を忘れちまってるだろうからまだよかったんだがな……でも、そうじゃねえ。誰かがいなくなったってことはちゃんと覚えてんだよ。そして、それが誰かがわからねえ。それがどんなに不安で恐ろしいか、お前に想像つくか？　当事者なのに平気な顔してるお前に……わかんのかよ？」

　良司は本気で、僕に詰め寄ってくる。

　それはそうだろう。事実、不安には違いない。

　でも、僕は答えなかった。

　いや──答えられなかった。

「いいか、よく聞け、晶」

　無言でいる僕に業ごうを煮やしたのか、良司は吐き捨て、

「世界を滅ぼす力を持ってて、その力を使うことを躊ちゆう躇ちよしなくて、その上で、使った後にも涼しい顔でいられる。……そんな奴がいたらこの世界はどうなる？」

　そう、尋きいた。

　その問いに対する回答は、誰だれだって同じだろう。僕だって同じだ。

　結けつ論ろんはひとつ。

　世界は──。

「要するに、そういうことだ。わかっただろ？」

　僕の返事を待たずに言うと、良りよう司じは踵きびすを返した。

「もう話すことはねえ。どうせお前は何か行動を起こすんだろ？　だったらいずれ決着はつくだろうさ。……ただし、俺おれはお前と敵対する気なんかねえし、あいつと手を組むつもりもねえからな。俺は森もり町まちを守りたいだけだ。だから森町のことは心配するなよ。無限回廊エターナル・アイドルたちのところにいるのは……単に向こうよりお前の方が危険って、それだけだ」

　真意はわからない。

　だから僕は、りなちゃんのことだけを、良司の背中に問とい質ただす。

「本当だろうな」

　良司は、振り返らずに答えた。

「……友達だった奴やつのことくらい信用しとけ」

　寂しそうに。

　どこか、悲しげに。

「じゃ、また明日あした……いや、今週は休校か。来週になっちまうけど、学校でな」

　去りながら手を振る。

　学校で、と。そんな、いつも通りの、別れの言葉。

　──だけど。

　もう、いつも通りじゃない。僕らが置かれた状況は、これまでとは違っていた。

　僕の周囲を取り巻く日常は完全に終わってしまったのだ。

　欺ぎ瞞まんと詭き弁べんで周囲を偽ってきた僕のすべては、とうに──完全に剥はがれ落ちている。

　だから今度は、僕が偽いつわられる側。

　良司や、芹せり菜なや、恐らく普ふ段だん通り学校に通ってくる鴛おし野のに、津つ久く見み奏かなで、そして母さん。

　来週からは、彼らが僕に対して欺瞞と詭弁で接する学校生活が始まるだろう。

　終わってしまった日常を装よそおい、壊こわれてしまったものを取とり繕つくろいながら。




　仕方がない。

　僕はもう、硝しよう子こと共に在あることを決めたのだから。

　そして──硝子の日常はまだ、壊れてなどいないのだから。

「……帰るか」

　良司の姿が夜に消えたのを見届けて、僕は鉄棒の柱から背を離はなす。

　帰り着いたら居間の掃除だ。

　相当に散らかってしまっていて、硝しよう子こひとりじゃあとても片付け終わらないだろう。里り緒おが手伝ってくれれば少しはマシだろうけど、そこまで頼むのは悪い。

　まるで爆ばく発はつしたように、家具が壊こわれ、散らかってしまった我が家の居間の惨さん状じようを思い出す。

　歯は咬がみした。

　だって、その惨状はつまり、世界の穴が開いた余波なのだから。

　無限回廊エターナル・アイドルによって別の世界に飛ばされたあの人は、硝子の虚界渦アンダーゲート開放によって起きた歪ゆがみを利用して、再びこの世界へと戻ってきた。

　そして今は、飛ばした張本人である無限回廊エターナル・アイドルと一いつ緒しよにいる。

　僕の母親、城き島じま鏡かがみの固定剤リターダとして。

　自分の妻、城島鏡を虚軸キヤストに変えて。

　父さんは何を企たくらみ、何を得ようとしているのだろうか。

　失敗作と断じられた僕には、途方も付かない。

　だけど、理解していることはある。

　世界はもはや僕を異物と見なし、全力で排除しようとするだろうということ。

　そしてその『世界』とは、戻ってきた父さんと母さんを中心にしたものだということ──。

　変わり果てた母さん。

　僕を殺すと言った母さん。

　そして、それを望んだ、父さん。

　あの人は選択したのだ。

　自分の大事な物を選択し、他ほかのすべてを犠ぎ牲せいにすることで。




　犠牲にしたものの中には、僕が、かつて確たしかに持っていたあの日常も入っていて。

　だからそれはもう、戻ってこないのかもしれない。




　だったら。

　僕は、僕もまた、選択しよう。

　硝子がこの世界でずっと笑えるように。

　あの小さな世界の敵を、世界から守るために。







あとがき




　そんな訳わけで、レジンキャストミルクの五巻をお送り致しました。

　如何いかがでしたでしょうか？　楽しんで頂けたのなら幸いです。

　ストーリーもいよいよアレがアレでアレな感じでアレして参りました。アレがアレした関係で、次巻はまるごと佐さ伯えきネア先生のどきどき課か外がい授業でお送りします。佐伯先生が練炭を持って樹じゆ海かいでハイキングするお話です。嘘うそです。その予定はありません。そもそもアレって何。

　……ええと、真ま面じ目めな話、これからがしがしと盛りあがっていく感じですので、どうかお楽しみにしていてくださいませ。




　さて、実はこの本、僕がデビューしてから通算で十冊目の本となります。

　デビューした当初、まずは十冊書こう、話はそれからだ……と思っていました。どれくらいの期間で十冊書けるかはわからなかったのですが、結局出してみればまる三年。短いのか長いのかはともかくとして、もう三年になるのかと思うと少し驚おどろきます。

　ただ、三年前は十冊書けば何かの感覚は掴つかめるんじゃないかと思っていたのですが、実際問題、十冊も書いた割に成長してる気がまったくしていないというのが……その……。

　そんな訳わけで、僕の中の『話はそれからだ』は二十冊に修正です。上方修正なのか下方修正なのかが微妙なところ。

　とにかくこれからも頑張りますのでよろしくお願ねがいします。




　では、恒例のお礼関係を。

　まずは担当の佐さ藤とうさん、イラストの椋くら本もとさん、今回もお世話になりました。いろいろとご苦労かけてしまうことも多いですが、今後もご一いつ緒しよしてくださいませ。

　デザイナー様、校閲様、また編へん集しゆう部、営業部、出版部の各皆様も、どうかこれまでと変わらずご協力頂けたら幸いです。

　それからスペシャルサンクスで浅あさ井いラボ様。毎回どうもありがとうございます。

　読者の皆様。皆様が読んで頂けるお陰でストーリーも徐々に佳境へ差し掛かってきました。ここまで来たら作者としても絶対に完結まで持っていきたいと思っていますし、最後まで読んで頂けるのなら必ずや後悔させないものをお届けしたいと思っています（強気に出た！）。

　どうか今度とも、よろしくお願い致します。




　ちなみに本書に先駆けて、先月の八月十日に発売された「電でん撃げきhp　Vol.43」に、レジンキャストミルクの短たん編ぺんが掲載されています。こちらもよろしかったら是非読んでみてくださいませ。本編ですっ飛ばした夏休みの話です。読んでみると、ほんの少しだけ本編を余計に楽しめるかもしれません。もちろん、どちらが先でもネタバレなどはありませんのでご安心を。

　ところで、昨年の末からちらほらと「電撃hp」に載せている短編もそろそろけっこうな量になってきてるのですが、その辺どうなんでしょう佐藤さん。

　あとちょっと書き下ろしを足せば……いえ、なんでもありません。




　ええと、どちらにせよ次の本は冬ふゆ頃ごろになる予定です。

　ではまた、次巻でお会い致しましょう。





藤ふじ原わら　祐ゆう
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。最近デジタル一眼レフを購入し、長らく遠のいていた写真の趣味が復活。晴れた日にはカメラを持って撮影行ってます。引きこもり脱却ですよ。夕方以降しか外に出ねえけどな！　という訳で上の写真は七月に撮影した月。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。８月31日といえば、花火どころか泣きながら宿題をやってたほろ苦い思い出しか…（しかも毎年）。みなさんの夏休みはいかがでしたか？
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